


補足情嫌 

『取扱説明書』の補足情報です。 

より詳しい使い方や、細かい設定を変更する方法などを説明しています。 



參バソコンに添付の紙マニュアルもあわせてご覧ください。 


□ 『箱の中身を確認してください』 口『取扱説明書』 


□ 『テレビ操作ガイド』 



添付の機器、マニュアルなどの 
一覧です。ご購入後、すぐに、 
添付品が揃っているか確認し 
てください。 


@ 

取扱説明書 






.... Fufnsu 


使用上のご注意、パソコンを使 
うための準備、基本的な取り扱 
い方法、ご購入時の状態に戻す 
方法、お問い合わせ方法などを 
説明しています。 



テレビの操作のしかたについて 
説明しています。 

(テレビチューナー搭載機種のみ) 


FUJITSU 




































本書をお読みになる前に 

本書の表記 . 

商標および著作権について . 

仕様確認表 . 

1■フラットポイント（搭載機種のみ） 

フラットポイントの使い方 . 

フラットポイントの有効/無効の切り替え 

2. ディスプレイ 

画面の解像度と発色数 . 

画面の解像度や発色数の変更 . 

外部ディスプレイやデジタルテレビの接続 
表示するディスプレイの切り替え . 

3■タッチスクェア（搭載機種のみ） 

タッチスクェアの使い方 . 

ウィンドウ間の移動 . 

タッチスクェアの設定 . 

タッチスクェアと外部ディスプレイ .... 

4. サウンド 

再生時/録音時の音量を調節する . 

兼用端子の機能切り替え . 

5. 通信 

LAN . 

無線 LAN . 

Bluetooth ワイヤレステクノロジー .... 

6. スリープ/休止状態 

スリープ/休止状態とは . 

スリープ/休止状態にするうえでの注意. 
スリープ/休止状態の設定変更 . 


2 4 5 


7 4 


7 13 5 
12 2 2 


112 4 
4 5 5 5 


72 4 9 7 456 
56 6 6 7 888 


7■省電カユーティリティ（搭載機種のみ） 

省電カユーティリティとは . 89 

省電カモードにするうえでの注意 . 90 

省電カモードの使い方 . 91 

省電カモードの設定変更 . 92 

8. HDD プロテクション（搭載機種のみ） 

「HDD プロテクション」とは . 94 

「Shock Sensor Utility」 の使し、方 . 95 

9. 電源オフ USB 充電（搭載機種のみ） 

「電源オフ USB 充電」とは . 97 

電源オフ USB 充電をするうえでの注意 . 97 

「電源オフ USB 充電ユーティリティ」の使い方 . 98 

10. ソフトウェア 

ソフトウェアをインスI-ール/アンインスI-ールするうえでの注意 . 99 

インス!ル . 100 

アンインス!ル . 102 

11. BIOS の設定 

巳 I0S セットアップの操作 . 103 

巳 I0S のパスワード機能 . 107 

BIOS が表示するメッセージー覧 . 112 

付録 

文字コードの取り扱いに関する注意 . 117 











































本書をお読みになる前に 


本書の表記 


■ 本文中での書き分けについて 

本書には、複数の機種の内容が含まれています。機種によっては、記載されてい 
る機能が搭載されていない場合があります。また、機種により説明が異なる場合 
は、書き分けています。 

お使いの機種にあった記載をお読みください。 

■ 本文中の記号 

本文中に記載されている記号には、次のような意味があります。 


重霸 

お使いになるときの注意点や、してはいけないことを記述していま 
す。必ずお読みください。 

j^oint 

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みくださ 
い0 

C 

以降の手順が分かれることを表しています。 

D 

冊子のマニュアルを表しています。 

© 

CD や DVD などのディスクを表しています。 

― ► 

参照ページを表しています。 


■ キーの表記と操作方法 

本文中のキーの表記は、キーボードに書かれているすべての文字を記述するのでは 
なく、説明に必要な文字を次のように記述しています。 

例： 【 Ctrl 】 キー、 【 Enter 】 キー、【―】キーなど 

また、複数のキーを同時に押す場合には、次のように「+」でつないで表記してい 
ます。 

例： 【 Ctrl 】 + 【 F 3】 キー、 【 Shift 】 +【 t 】キーなど 

■ 連続する操作の表記 

本文中の操作手順において、連続する操作手順を、 「►」 でつなげて記述しています。 
例： @ (スタート）をクリックし、「すべてのプログラム」をポイントし、「ア 
クセサリ」をクリックする操作 

I 

_ (スタート） ► 「すべてのプ□グラム」 ►「アクセサリ」 をクリックします。 

■ 画面例およびイラストについて 

画面およびイラストは一例です。お使いの機種やモデルによって、実際に表示さ 
れる画面やイラスト、およびファイル名などが異なることがあります。また、イ 
ラストは説明の都合上、本来接続されているケーブル類を省略していることがあ 
ります。 
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補足情報 


■ CD や DVD の使用について 

本文中の操作手順において、 CD または DVD を使用することがあります。 

操作に必要なドライブが搭載されていない場合は、次のポータブル CD/DVD ド 
ライブのご購入をお勧めいたします。 

春品名/型名 

•スーパーマルチドライブユニット/ FMV-NSM53 
他社製品をご購入の場合は、サポートページ （http://azby.fmworld.net/ 
support/) の「他社周辺機器接続情報」をご覧ください。 

また、周辺機器の使用方法については、周辺機器のマニュアルをご覧ください。 

■ 製品の呼び方 

このマニュアルでの製品名称を、次のように略して表記することがあります。 


製品名称 

このマニュアルでの表記 

FMV-BIBL0 

FMV または B 旧 L0 または 

このパソコン 

FMV-BIBLO L 〇〇X 

FMV または B 旧 L0 または 

BIBLO L 〇〇Xまたはこのパソコン 

Windows® 7 Professional 
日本語64ビット正規版 

Windows または Windows 7または 

Windows 7 Professional 

Windows® 7 Professional 
日本語32ビット正規版 

Windows® 7 Home Premium 
日本語64ビット正規版 

Windows または Windows 7または 

Windows 7 Home Premium 

Windows® 7 Home Premium 
日本語32ビット正規版 

Windows® 7 Starter 
日本語32ビット正規版 

Windows または Windows 7 または 

Windows 7 Starter 

Windows Vista® 

Windows または Windows Vista 


製品名称 

このマニュアルでの表記 

Windows® XP 

Windows または Windows XP 

Windows® Internet Explorer® 8 

Internet Explorer 8または 

Internet Explorer 

Microsoft® Office Personal 2007 

Office 2007 または Office 

Microsoft® Office Personal 2007 

2 年間ライセンス版 

Office 2007または Office 

Microsoft® Office Personal 2007 
with Microsoft® Office 
PowerPoint® 2007 

Office 2007または Office または 

Office 2007 with PowerPoint 

Microsoft® Office Professional 
2007 

Office 2007または Office または 

Office Professional 2007 

Microsoft® Office PowerPoint® 
2007 

PowerPoint 2007または 

Office PowerPoint 2007 

Corel® WinDVD® 

WinDVD 

Blu-ray Disc ドライブ 

CD/DVD ドラィブ 

スーパーマルチドライブ 

ポータブルスーパーマルチドライブ 

ExpressCard™/34 モジューノレ 

ExpressCard 

ExpressCard™/54 モジユール 

内蔵モノ（イル WiMAX モジュール 

モバイル WiMAX 


■ お問い合わせ先/ URL 

本文中に記載されているお問い合わせ先や URL は2009年12月現在のものです。 
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補足情報 


■ 安全にお使いいただくための絵記号について 

このマニュアルでは、いろいろな絵表示を使っています。これは本製品を安全に 
正しくお使いいただき、あなたや他の人々に加えられるおそれのある危害や損害 
を、未然に防止するための目印となるものです。その表示と意味は次のようになっ 
ています。内容をよくご理解のうえ、お読みください。 


A 危険 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡する可能性また 
は重傷を負うことがあり、その切迫の度合いが高いことを示しています。 

△警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡する可能性また 
は童傷を負う可能性があることを示しています。 

△注意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が 
あること、物的損害が発生する可能性があることを示しています。 

また、危害や損害の内容がどのようなものかを示すために、上記の絵表示と同時 
に次の記号を使っています。 

A 

△で示した記号は、警告 • 注意を促す内容であることを告げるものです。 
記号の中やその脇には、具体的な警告内容が示されています。 

0 

〇 で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げる 
ものです。記号の中やその脇には、具体的な禁止内容が示されています。 

❶ 

•で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるもので 
す。記号の中やその脇には、具体的な指示内容が示されています。 


商標ぉょび著作権に〇いて 

Microsoft 、 Windows、Internet Explorer、Office ロゴ 、 PowerPoint は、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

インテル、 Intel は、アメリカ合衆国およびその他の国における Intel Corporation の商標 
です。 

ATI Mobility Radeon™、ATI Radeon™、ATI HyperMemory ™ は 、 Advanced Micro 
Devices , Inc . の商標または、登録商標です。 

NVIDIA、GeForce は 、 NVIDIA Corporation の登録商標です。 

Corel 、 Corel のロゴ、 WinDVD は Corel Corporation およびその関連会社の商標または 
登録商標です。 

ExpressCard ™、 ExpressCard ™ □ゴは 、 Personal Computer Memory Card 
International Association ( PCMCIA ) の商標で、富士通へライセンスされています。 
HDMI'HDMI □ゴ、および High-Definition Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing 
LLC の商標または登録商標です。 

Bluetooth ® it . Bluetooth SIG の商標であり、弊社へライセンスされています。 
その他の各製品名は、各社の商標、または登録商標です。 

その他の各製品は、各社の著作物です。 

Copyright FUJITSU LIMITED 2010 


■ 危険ラベル/警告ラベル/注意ラベル 

本製品には危険_警告 • 注意ラベルが貼ってあります。 

これらのラベルは、絶対にはがしたり、汚したりしないでくださしへ。 
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補足情報 


仕様確認表 

このマニュアルの記載の中で、お使いの機種によってご確認いただく内容が異なる部分があります。次の表や、¢1『取扱説明書』の「仕様一覧」をご覧になり、該当箇所をご 
確認ください。 


シリーズ名 

NW シリーズ 

NF シリーズ 

S シリーズ 

MG シリーズ 

LOOXM 

シリーズ 

LOOXU 

シリーズ 

品名 

NW/G90T 

NW/G75 

NF/G70 

NF/G70N 

NF/G60T 

NF/G60NT 

NF/G50 

NF/G50N 

NF/G40 

NF/G40N 

S/G50 

MG/G75 

MG/G75N 

MG/G70 

MG/G70N 

M/G30 

U/G90 

U/G90N 

フラットポイント 

タイプ1 

• 

• 





• 

• 

• 

• 


タイプ2 

- 


• 

• 

• 

• 






ステイックポイント 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

• 

スクロールパッド 

— 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

• 

• 

• 

- 

指紋センサー 

• 


• 





• 

• 



タッチスクェア 

• 











グラフィック 

アクセラレータ 

タイプ1 


• 

• 

• 

• 


• 

• 

• 



タイプ2 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

• 

- 

タイプ3 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

• 

タイプ4 

- 

- 

- 

- 

- 

• 

- 

- 

- 

- 

- 

タイプ 5 

• 











無線 LAN 

タイプ 1 


- 




▲ 



— 

• 


タイプ 2 

• 

• 

▲ 

▲ 

▲ 


• 

• 

• 



タイプ 3 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

• 

Bluetooth ワイヤレステクノロジー 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

△ 

- 

• 

▲ 

ワイヤレススイッチ 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 


• 

省電カユーティリティ 


— 





• 

• 

• 

• 

• 

HDD 加速度センサー 


— 






• 

• 




• :搭載、▲:搭載（カスタムメイドモデルは機能を選択した場合に搭載)、△:非搭載（カスタムメイドモデルは機能を選択した場合に搭載)、一：非搭載 
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補足情報 


シリーズ名 

NW シリーズ 

NF シリーズ 

S シリーズ 

MG シリーズ 

LOOXM 

シリーズ 

LOOXU 

シリーズ 

品名 

NW/G90T 

NW/G75 

NF/G70 

NF/G70N 

NF/G60T 

NF/G60NT 

NF/G50 

NF/G50N 

NF/G40 

NF/G40N 

S/G50 

MG/G75 

MG/G75N 

MG/G70 

MG/G70N 

M/G30 

U/G90 

U/G90N 

電源オフ USB 充電 








• 

• 



MaxxAudio® 

• 

- 

- 

- 

— 

— 

- 

- 

- 

- 

— 

テレビチューナー 

• 

- 

- 

• 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

HDMI 出力端子 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

- 

— 

eSATA 

• 

• 

• 




• 


- 

- 

- 


•:搭薩、▲:搭載（カスタムメイドモデルは機能を選択した場合に搭載)、△:非搭載（カスタムメイドモデルは機能を選択した場合に搭載)、一：非搭載 
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1 ■フラットポイント（搭載機種のみ) 


この章は、フラットポイント搭載機種の方のみお読みください。 


フラットポイントがタイプ1の場合 


フラットポイントの使い方 


「コント□ールパネル」の「マウス」で設定することで、フラットポイントをさらに 
便利に使えるようになります。 


フラットポイントは、指先の操作でマウスポインターを動かすことのできる便利な 
ポインティングデバイスです。指紋センサーを使って画面をスクロールすることも 
できます（指紋センサー搭載機種のみ)。お使いの機種に搭載されているフラットポ 
イントの種類は、「仕様確認表」 （— P .5) でご確認いただけます。 

フラットポイントの基本操作については、0『取扱説明書』一「取り扱い」一「フ 
ラットポイント」をご覧ください。 

お使いの機種によって使い方や設定方法が異なります。 

©フラット ポイントがタイプ1の場合 （—P.7) 

©フラット ポイントがタイプ 2 の場合 （—P.10) 


■ 1本指での スクロール 

フラットポイントの操作面の右端や下端をなぞると画面やウインドウのスクロール 
が行えます。 

♦ 上下にスクロールしたい場合 

フラットポイントの操作面の右端に指を置き上下になぞります。 



• 左右にスクロールしたい場合 

フラットポイントの操作面の下端に指を置き左右になぞります。 



1. フラットポイント（搭薩機種のみ) 










補足情報 

■ジェスチャー機能 

フラットポイントの操作面で、次のような操作を行えます。 

• ChiralMotion (カイラルモーション）スクロール 

1本指でのスクロールをした後に、そのままフラットポイントの操作面から指を 
離さずに、フラットポイント内を時計回りや反時計回りに回転させるとウインド 
ウ内のスクロールが指を動かしている間続きます。 

上方向にスクロールし続ける場合 



下方向にスクロールし続ける場合 



右方向にスクロールし続ける場合 



左方向にスクロールし続ける場合 



♦ つまみズーム 

フラットポイントの操作面に置いた2本の指でつまんだりひらいたりします。 
つまむ操作をすると画像やウインドウ内の画面が縮小表示され、逆にひらく操作 
をすると拡大表示されます。 


または 


• 回転 

フラットポイントの操作面の左端に指を置き、そこから時計回りまたは反時計回 
りに円を描くようになぞります。 

なぞった方向に画像を90度単位で回転させることができます。 



• Momentum (モーメンタム） 

フラットポイントの操作面に指を置き素早くなぞると、ポインターがしばらくス 
ライドさせた方向に慣性で動きます。 







1. フラツトポイント（搭薩機種のみ) 
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補足情報 


♦ 2 本指で弾く 

フラットポイントの操作面に2本の指を置き、すばやくはらいます。右にはらう 
と、次の画像を表示したり 、 Internet Explorer などの「進む」と同様の動きを 
したりします。左にはらうと、前の画像を表示したり 、 Internet Explorer など 
の「戻る」と同様の動きをしたりします。うまく反応しない場合は、2本の指を 
少し離してください。 



■ 各機能を使えるように設定する 

1本指でのスクロール機能やジェスチャー機能は、「コント□ールパネル」の「マウ 
ス」で設定します 



► お使いになるソフトウェアによっては、1本指でのスクロール機能やジェ 
スチャー機能が使えない場合があります。 

1 參 （スタート）►「コントロールパネル」►「ハードウェアとサウンド」の 
II 頃にクリックし、「デバイスとプリンター」の「マウス」をクリックし 
ます。 

「マウスのプ□パティ」ウィンドウが表示されます。 

2 「マウスのプロパティ」ウィンドウの「デバイス設定」タブ►「設定」を 
クリックします。 

「デバイス設定」ウインドウが開きます。 
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補足情報 


フラットポイントがタイプ2の場合 


各設定項目に「ビデオを見る」がある場合は、クリックすると、各機能の操作 
方法を動画で見ることができます。 

•1 本指での スクロール 

「デバイス設定」ウィンドウ左の「スクロール」本指でのスクロール」 
をクリックし、「垂直スクロールを使用する」や「水平スクロールを使用す 
る」の厂を R にして「適用」をクリックします。 

• ChiralMotion (カイラルモーション）スクロール 

「デバイス設定」ウィンドウ左の「スクロール」本指でのスクロール」 
をクリックし、 「 ChiralMotion スクロール」の「を F にして「適用」をク 
リックします。 

•つまみズーム 

「デバイス設定」ウィンドウ左の「つまみズーム」をクリックし、「つまみ 
ズームを有効にする」の厂を F にして「適用」をクリックします。 

•回転 

「デバイス設定」ウィンドウ左の「回転」をクリックし、 「 ChiralRotate を 
有効にする」の厂を F にして「適用」をクリックします。 

• Momentum ( モーメンタム） 

「デバイス設定」ウィンドウ左の「ポインティング 」 ►「Momentum (モー 
メンタム)」をクリックし 、 「Momentum (モーメンタム）を使用する」の 
「を R にして「適用」をクリックします。 

•2 本指で弾く 

「デノ（イス設定」ウィンドウ左の「アプリケーション操作」 ► 「2本指で弾く」 
をクリックし、「2本指で弾く行為を有効にする」の厂を F にして「適用」 
をクリックします。 


「コント□ールパネル」の「マウス」で設定することで、フラットポイントをさらに 
便利に使えるようになります。 

■ジェスチャー機能 

♦ スクロール機能 
• 上下にスクロール 

フラットポイントの操作面の右端に指を置き上下になぞります。 



• 左右にスフロール 

フラットポイントの操作面の下端に指を置き左右になぞります。 



• サークルスクロール 

フラットポイントの操作面に指を置き時計回りや反時計回りになぞることで、 
画面をスクロールします。 



♦ ズーム機能 
. ズーム 

フラットポイントの操作面の、左端に指を置き上下に動かすことで、ブラウザー 
の「拡大」「縮小」を行います。 



1. フラツトポイント（搭薩機種のみ) 
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補足情報 


■ 各機能を使えるように設定する 

ジェスチャー機能は、「コント□ールパネル」の「マウス」で設定します。 

^ oint 

► お使いになるソフトウェアによっては、ジェスチャー機能が使えない場 
合があります。 

1 m (スタート）►「コント□ールパネル」 ►「八 ードウェアとサウンド」の 
ji 頃にクリックし、「デバイスとプリンター」の「マウス」をクリックし 
ます。 

「マウスのプ□パティ」ウィンドウが表示されます。 

2 「マウスのプロパティ」ウインドウで「ジェスチャー」タブをクリック 
します。 


3 使いたいジェスチャー機能の左側にある□をクリックして®にし、「適 
用」をクリックします。 

上下左右にスクロールする機能は、「スクロール機能を使う」にチェックを入 
れ、サークルスクロールやズーム機能は、さらに「サークルスクロール」、「ズー 
厶」にチェックを入れてください。 



1. フラツトポイント（搭薩機種のみ) 
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補足情報 

指紋センサーを使ったスクロール 


指紋センサー搭載機種のみ 

指紋センサーを使って、画面をスクロールすることができます。 

^ oint 

► お使いになるソフトウエアによっては、指紋センサーを使った画面のス 
クロールができない場合があります。 

► 指紋センサーを使ったユーザー切り替え機能を有効にすると、指紋セン 
サーのスクロール機能が無効になります。 

■ スクロールする 

1 スクロールしたい領域（ウインドウの中）をクリックします。 


2 指紋センサー上で指先をスライドします。 

ウィンドウの中の表示が指をスライドさせた方向にスクロールします。 

続けて画面をスクロールするには、いったん指を離してから繰り返し指をスラ 
イドします。画面を大きくスクロールさせる場合には、指をスライドした後、 
センサーの上にしばらく止めておくとスクロールが自動的に繰り返されます。 


画面の上方向にスクロール： 

指を向こう側にスライドさせます 

画面の右方向にスクロール： 

指を右方向にスライドさせます 


画面の下方向にスクロール： 

指を手前にスライドさせます 



画面の左方向にスクロール： 

指を左方向にスライドさせます 


■ スクロールの速さを調節する 

指紋センサーを使ったスクロールの速さは、次の手順で変更することができます。 


1 _ (スタート）►「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コント□ールパネル」ウインドウが表示されます。 

2 画面右上の「カテゴリ」をクリックし、「大きいアイコン」をクリック 
します。 



(これ以降の画面は機種や状況により異なります） 

「すべてのコント□ールパネル項目」ウインドウが表示されます。 


3 @ Tme _ t をクリックします。 

「 TruePrint 」 ウインドウが表示されます。 


1. フラツトポイント（搭薩機種のみ) 
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補足情報 

4 「ナビゲーシヨン設定」タブの「スクロールモード」の0が#:になつ 
ていることを確認します。 

「ナビゲーシヨン設定」タブの「使用しない」を®•にすると、指紋センサーを 
使ったスクロールができなくなります。 



5 「スクロール速度」の」を左右にドラッグして、スクロール速度を調節 
します。 



ここを左右にドラッグして、 
スライドさせます 


6 「 OK 」 をクリックします。 

「 TruePrint 」 ウインドウが閉じて、スクロール速度の設定が変更されます。 

7 「その他のオプション」ウインドウの ^ をクリックします。 


1. フラツトポイント（搭薩機種のみ) 
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補足情報 

その他の便利な設定 


■左きき用に設定する 

轉 （スタート） ►「コン トロールパネル」 ►「ハー ドウエアとサウンド」の順にクリッ 
クし、「デバイスとプリンター」の「マウス」をクリックすると表示される「マウス 
のプロパティ」画面で、「ボタン」タブの設定画面から変更することができます。 

■ マウスポインターの速度を変える 

參 （スタート） ►「コン トロールパネル」 ►「八ー ドウエアとサウンド」の順にクリッ 
クし、「デバイスとプリンター」の「マウス」をクリックすると表示されるマウスの 
設定画面で変更することができます。 

■ シングルクリックとダブルクリックの設定を変更する 

# (スタート） ►「コン ト□ールパネル」 ►「デスク トップのカスタマイズ」 ►「フ オル 
ダーオプション」の順にクリックし、「全般」タブの「クリック方法」で設定を変更 
することができます。 


フラットポイン I ;の有効ど無効の盟り替え 

ここでは、 USB マウスを接続したときにフラットポイントを無効にする方法につい 
て説明しています。 

フラツトポイントを無効にする 


パソコンに USB マウスを接続すると、フラットポイントと USB マウスの両方が 
有効になります。 USB マウスを接続したときにフラットポイントを無効にする場合 
は、次のように設定してください。 

1 @ (スタート）►「コントロールパネル」►「ハードウエアとサウンド」 
►「デバイスとプリンター」の「マウス」の順にクリックします。 

「マウスのプ□パティ」ウインドウが表示されます。 


1. フラツトポイント（搭薩機種のみ) 
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補足情報 


2 次の操作を行ってください。 

•フラットポイントがタイプ1の場合 

「デバイス設定」タブをクリックします。 

「 USB マウス接続時に内蔵ポインティングデバイスを無効にする。」をク 
リックして P にし、「〇 K 」 をクリックします。 



(画面は機種や状況により異なります) 


•フラットポイントがタイプ2の場合 

「 USB マウス接続時の動作」タブをクリックします。 

「 USB マウスとタッチパッド」の「自動的にタッチパッドを無効にする」を 
クリックして ⑱ にし、 「 OK 」 をクリックします。 



(画面は機種や状況により異なります) 


1. フラツトポイント（搭薩機種のみ) 
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補足情報 


^^oint 

► [ Fn ] + [ F 4] キーを押して、フラットポイントを無効にすることもで 
ぎます。 

キーを押すたびに、フラットポイントの有効と無効が切り替わります。 
有効の場合は 「Internal pointing device : Enable 」 、無効の場合は 
「Internal pointing device:Disablej と表示されます。 

フラットポイントを無効にする場合は、必ず USB マウスを接続してく 
ださい。 

► [ Fn ] + [ F 4] キーを押してフラットポイントを無効にしても、バソコ 
ンの再起動後およびレジューム後は、フラットポイントが有効になりま 
す。フラットポイントを無効にする場合は、もう一度 [ Fn ] + [ F 4] 
キーを押して切り替えてください。 

► 「マウスのプ□パテイ」ウインドウで、 USB マウスを接続したときにフ 
ラットポイントを無効にする設定をした場合、 [ Fn ] + 【 F 4】 キーを押 
しても切り替えられません。 


1. フラツトポイント（搭薩機種のみ) 
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2. ディスプレイ 


画面の解像度と発色数 

パソコンの画面は、パソコン本体の液晶ディスプレイの他に、パソコン本体に接続 
した外部ディスプレイや、デジタルテレビ （ HDMI 出力端子搭載機種のみ）にも表 
示することができます。 

ここでは、ディスプレイにパソコンの画面を表示するときの画面の解像度や発色数 
について説明しています。 

解像度と発色数についての注意 


♦ソフトウェアによっては、解像度および発色数の設定により、正常に動作しない 
ことがあります。ソフトウェアの動作環境を確認し、解像度および発色数を変更 
してください。 

•外部ディスプレイやデジタルテレビで表示できる解像度は、ディスプレイによって 
異なります。外部ディスプレイやデジタルテレビのマニュアルでご確認ください。 

♦ プラグアンドプレイに対応している外部ディスプレイやデジタルテレビの場合、 
最大解像度は、液晶ディスプレイまたは接続したディスプレイのどちらかの最大 
解像度の小さいほうに設定されます。 

♦同時表示を選択した場合、外部ディスプレイやデジタルテレビの画面は、液晶 
ディスプレイの画面と同一の解像度になります。 

• 解像度を切り替えるときなどに、一時的に表示画面が乱れることがありますが、 
故障ではありません。 

• 同時表示時に、外部ディスプレイやデジタルテレビの画面が正しく表示されない 
ことがあります。 


參画面の解像度や発色数、およびリフレッシュレートを変更するときは、起動中の 
ソフトウェアや常駐しているプログラムを終了させてください。また、変更後は 
必ずバソコンを再起動してください。 

HDMI 出力端子のある機種は、次の点に注意してください。 

籲パソコンの液晶ディスプレイ、外部ディスプレイ、およびデジタルテレビなどの 
3つのディスプレイでの同時表示はできません。 

♦ HDMI 出力端子で出力した場合、出力先のデジタルテレビでは画面の端が一部欠 
けることがあります。 

タッチスクェア搭載機種は、次の点に注意してください。 

♦パソコンの液晶ディスプレイ、外部ディスプレイ、およびデジテルテレビやタッ 
チスクェアなどの3つのディスプレイでの同時表示はできません。 

「タッチスクェア（搭載機種のみ)」一「タッチスクェアと外部ディスプレイ」 
P .54) もあわせてご確認ください。 


♦解像度と発色数は、「表示できる解像度と発色数」 P .18) の表の組み合わせ 
以外には設定しないでください。 


2. ディスプレイ 
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補足情報 


表示できる解像度と発色数 


■ ;俠晶ディスプレイの場合 

お使いのパソコンの液晶ディスプレイの解像度は、0『取扱説明書』の「仕様一覧」 
をご確認ください。 

液晶ディスプレイの解像度と、お使いの液晶ディスプレイの解像度を超えない次の 
解像度で表示できます。 


解像度（ピクセル） 

発色数[注 1] [注 2 ] 

High Color (16 ビット) 

True Color (32 ビット） 

800 X 600 

〇 

〇 

1024 x 768 

〇 

〇 

1280 x 800 [汪 3] 

〇 

〇 

1280 X 1024 

〇 

〇 

1366 X 768 [注 3 ] 

〇 

〇 

1600 x 1200 

〇 

〇 

1680 x 945 [汪 3] 

〇 

〇 

1920 x 1080 [a3] 

〇 

〇 


注1:〇は表示可能。ただし液晶ディスプレイの解像度より大きい解像度の場合は 
表示できません。 


注 2 : High Color …約 6 万 5 千色 

True Color •••約 1677 万色（擬似的に色を表示するディザリング機能を 
利用） 

注3:液晶ディスプレイの解像度と同じ場合、表示できます。 


■ 外部ディスプレイコネクタに接続したディスプレイの場合 

外部デイスプレイの解像度をご確認ください。 

接続した外部ディスプレイがサボートしている次の解像度を表示できます。 


解像度（ピクセル） 

じ王 1] じ王 

High Color (16 ビット） 

True Color (32 ビット） 

800 x 600 

〇 

〇 

1024 x 768 

〇 

〇 

1280 x 720 [)i3] 

〇 

〇 

1280 x 768 [ 注 3 ] 

〇 

〇 

1280 x 800 [) 王 3 ] 

〇 

〇 

1280 x 1024 

〇 

〇 

1360 x 768 [汪 3] 

〇 

〇 

1400 x 1050 [ 注 3 ] 

〇 

〇 

1440 X 900 [> i3] 

〇 

〇 

1600 X 900 [ > i3] 

〇 

〇 

1600 x 1200 

〇 

〇 

1680 x 1050 [ 注 31 

〇 

〇 

1920 x 1080 [ 注 3 ] 

〇 

〇 

1920 x 1200 [ 注 3 ] 

〇 

〇 


注1:〇は表示可能。ただし表示ディスプレイの解像度より大きい解像度の場合は 
表示できません。 


注 2 : High Color …約 6 万 5 千色 
True Color •..約 1677 万色 

注3:外部ディスプレイの解像度と同じ場合、表示できます。 


2. ディスプレイ 
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補足情報 


■ HDMI 出力端子に接続したデジタルテレビの場合 
( HDMI 出力端子搭載機種のみ） 

接続したデジタルテレビがサポートしている次の解像度を表示できます。 

デジタルテレビがこの解像度をサボートしているかどうかは、テレビメーカーにお 
問い合わせください。 


解像度 

(ピクセル） 

勢 j [注1 ] L 汪 2] 

出力方式とリフレッシュレート [〉 王 3 ] 

High 

Color 

(16 
ビット） 

True 

Color 

(32 
ビット） 

72 Op 
(750 p ) 

10801 

(1 1250 

108 Op 
(1125 p ) 

1280 x 720 

〇 

〇 

59 Hz / 

6〇 Hz 

プログレッ 
シブ 

— 

— 

1360 x 768 

〇 

〇 

— 

— 

— 

1920 x 1080 

〇 

〇 

— 

29 Hz / 

30 Hz 

インター 

レース 

59 Hz / 

60 Hz 

プログレッ 
シブ 


注1:〇は表示可能。ただし表示ディスプレイの解像度より大きい解像度の場合は 
表示できません。 

注2 : High Color …約6万5千色 
True Color •••約1677万色 

注3 : HDMI 出力端子から出力できる映像信号 


■ 液晶ディスプレイと外部ディスプレイの同時表示の場合 



液晶ディスプレイと外部ディスプレイに同時に表示する場合は、表示するディスプ 
レイを次のように設定してください。 

• 液晶ゲィスプレイ 

主ディスプレイ（またはプライマリデバイス）：内蔵ディスプレイ（またはノー 
トブック、 Notebook ) 

• 外部ディスプレイ 

2番目のディスプレイ（またはセカンダリデバイス）： PC モニター（または PC 
モニタ） 

お使いのパソコンの液晶ディスプレイの解像度は、『取扱説明書』の「仕様一覧」 
をご確認ください。 

外部ディスプレイの解像度もあわせてご確認ください。 


2. ディスプレイ 
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補足情報 


液晶ディスプレイの解像度以下であり、かつお使いの外部ディスプレイがサボート 
している次の解像度を表示できます。 


解像度（ピクセル） 

勢 j [注 1 ] [汪 2] 

High Color (16 ビット） 

True Color (32 ビット） 

800 X 600 

〇 

〇 

1024 x 768 

〇 

〇 

1280 x 800 [) 王 31 

〇 

〇 

1280 X 1024 

〇 

〇 

1360 X 768 [ 汪 3] 

〇 

〇 

1440 X 900 [汪 3 ] 

〇 

〇 

1600 X 900 [ > i3] 

〇 

〇 

1600 x 1200 

〇 

〇 

1680 x 1050 [ 注 3 ] 

〇 

〇 

1920 x 1080 [ 注 3 ] 

〇 

〇 


注1:〇は表示可能。ただし表示ディスプレイの解像度より大きい解像度の場合は 
表示できません。 

注2 : High Color …約6万5千色 

True Color •••約1677万色（液晶ディスプレイは擬似的に色を表示する 
ディザリング機能を利用） 

注3:外部ディスプレイの解像度と同じ場合、表示できます。 


■ 液晶ディスプレイとデジタルテレビの同時表示の場合 
( HDMI 出力端子搭載機種のみ） 



液晶ディスプレイとデジタルテレビに同時に表示する場合は、表示するディスプレ 
イを次のように設定してください。 

• 液晶ディスプレイ 

主ディスプレイ（またはプライマリデバイス）：内蔵ディスプレイ（またはノー 
トブック、 Notebook ) 

♦ デジタルテレビ 

2番目のディスプレイ（またはセカンダリデバイス）：デジタルテレビ 
接続したデジタルテレビがサボートしている次の解像度を表示できます。 


解像度（ピクセル） 

発色数[注 1 ][注 2 ] 

High Color (16 ビット） 

True Color (32 ビット） 

1280 x 720 

〇 

〇 


注1:〇は表示可能 
注2 : High Color …約6万5千色 

True Color •••約1677万色（液晶ディスプレイは擬似的に色を表示する 
ディザリング機能を利用） 


2. ディスプレイ 


20 


























補足情報 


■ マルチモニターの場合 



► 〇 S が Windows 7 Starter の方は、マルチモニター機能が使用できませ 
ん。お使いのパソコンのプレインス I ル 0 S は、0『取扱説明書』の 
「仕様一覧」をご確認ください。 



マルチモニター機能をお使いになるときは、表示するディスプレイを次のように設 
定してください。 

• 液晶ディスプレイ 

主ディスプレイ（またはプライマリデバイス）：内蔵ディスプレイ（またはノー 
トブック、 Notebook ) 

• 外部ディスプレイやデジタルテレビ 

2番目のディスプレイ（またはセカンダリデバイス）： PC モニター（または PC 
モニタ、デジタルテレビ） 

「液晶ディスプレイの場合」、「外部ディスプレイコネクタに接続したディスプレイの 
場合」、 「 HDMI 出力端子に接続したデジタルテレビの場合」に表示できるそれぞれ 
の解像度で表示できます。 


画面の解像度や発 f 数の変更 

ここでは、ディスプレイにパソコンの画面を表示するときの、画面の解像度や発色 
数を変更する方法について説明しています。 



► 設定変更時の画面表示の乱れについて 

解像度や発色数を変更するときに一時的に画面表示が乱れることがあ 
りますが、故障ではありません。 

► 設定変更時のご注意（テレビチューナー搭載機種のみ） 

テレビを視聴 • 録画しているときは 、 「Windows Media Center 」 を 
終了してから、解像度や発色数の設定を行ってください。 

1 デスクトップの何もないところを右クリックし、表示されるメニュー 
から、「画面の解像度」をクリックします。 



(これ以降の画面は機種や状況により異なります） 
「画面の解像度」ウィンドウが表示されます。 


2. ディスプレイ 


21 












補足情報 

2 解像度を変更します。 

「解像度」の三1をクリックし、表示される画面で解像度を選択します。 



解像度の変更 
d > をドラッグしま 
す0 


接続した外部ディスプレイやデジタルテレビの解像度を変更したい場合は、 
「ディスプレイ表示の変更」でディスプレイを選んでから設定してください。 
設定可能な解像度は外部ディスプレイやデジタルテレビのマニュアルをご覧 
ください。 

3 「適用」をクリックします。 

設定を確認するウィンドウが表示されたら、「変更を維持する」をクリックし 

C^N ^ 〇 

発色数を変更しない場合は手順7へ進みます。 

4 「画面の解像度」ウィンドウで「詳細設定」をクリックし、表示された 
ウインドウで「モニター」タブをクリックします。 


5 発色数を変更します。 

「色」の三]をクリックし、表示されるメニューから発色数を変更します。 



リフレッシュレート 
の変更 

彐をクリックして選 
びます。 

発色数の変更 
彐をクリックして発 
色数を選びます。 


リフレッシュレートもここで変更できます。 

6 「適用」をクリックします。 

設定を確認するウィンドウが表示されたら、「はい」をクリックします。 

7 「 OK 」 をクリックします。 


2. ディスプレイ 
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補足情報 


外部ディスプレイやデジタ J レテレビの接続 


外部ディスプレイやデジタルテレビを接続するとできること 


パソコン本体に外部ディスプレイを接続することができます。 HDMI 出力端子搭載 
機種は、デジタルテレビも接続することができます。 

パソコン本体に外部ディスプレイやデジタルテレビを接続することで、次のことが 
でぎます。 


♦ 表示するディスプレイを切り替える。 

♦ 2 つのディスプレイに同時に表示する。 

♦ 2 つのディスプレイで1つのデスクトップを表示する（マルチモニター機能)。 
ここでは、外部ディスプレイを接続する手順について説明しています。 



► Blu-ray Disc の映像について （ Blu-ray Disc ドライブ搭載機種のみ） 
Blu-ray Disc の映像は、外部ディスプレイコネクタに接続した外部ディ 
スプレイには表示させることはできません。 


► 〇 S が Windows 7 Starter の方は、マルチモニター機能が使用できませ 
ん。お使いのパソコンのプレインス I ル 0 S は、0『取扱説明書』の 
「仕様一覧」をご確認ください。 


必要なものを用意する 


• 外部ディスプレイやデジタルテレビ 

外部ディスプレイやデジタルテレビによって接続するコネクタや接続方法が異 
なります。必ず外部ディスプレイやデジタルテレビのマニュアルもご覧くださ 
い0 

•外部ディスプレイコネクタ 

CRT ディスプレイや液晶ディスプレイを接続することができます。 

BIBLO LOOX U シリーズの方は、別売の変換ケーブル （ LAN / CRT ) が必要 
です。 

• HDMI 出力端子 （ HDMI 出力端子搭載機種のみ） 

デジタルテレビや液晶ディスプレイで HDMI 対応のものを接続することができ 
よ!^ 0 


♦ ケーブル 

外部ディスプレイやデジタルテレビとパソコンを接続するケーブルです。 

-外部ディスプレイの接続：ディスプレイケーブル 
• デジタルテレビの接続： HDMI ケーブル （ HDMI 出力端子搭載機種のみ） 

♦ 外部ディスプレイやデジタルテレビのマニュアル 
外部ディスプレイやデジタルテレビにより接続方法が異なります。必ず外部ディ 
スプレイやデジタルテレビのマニュアルもご覧ください。 


2. ディスプレイ 
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補足情報 


外部ディスプレイやデジタル f レビを接続する 

デジタルテレビの接続は、 HDMI 出力端子搭載機種のみ 

水 警告 

^ • 外部ディスプレイやデジタルテレビの接続/取り外しを行う場合は、 

必ずバソコン本体の電源を切り、 AC アダプタを取り外してください。 
感電の原因となります。 

1 パソコン本体の電源を切り、 AC アダプタを取り外します。 

2 パソコン本体にケーブルを接続します。 

次のケーブルで接続します。 

• 外部ディスプレイの接続：ディスプレイケーブル 
• デジタルテレビの接続： HDMI ケーブル 

ケーブルを接続する場所については、^『取扱説明書』一「各部の名称と働き」 
をご覧ください。 

3 外部ディスプレイやデジタルテレビにケーブルのもう一方のコネクタ 
を接続します。 

接続方法は、外部ディスプレイやデジタルテレビのマニュアルをご覧くださ 
い0 

4 外部ディスプレイやデジタルテレビの電源ケーブルを接続して、電源 
を入れます。 

5 パソコン本体に AC アダプタを取り付け、電源を入れます。 

必要に応じて、表示するディスプレイを切り替えます。 


外部ディスプレイやデジタルテレビ接続後、「新しい八ードウエアの追加ウィザー 
ド」ウィンドウが表示された場合は、次のように対応してください。 

• 外部ディスプレイやデジタルテレビに CD - ROM などで必要なファイルが添付さ 
れていることがあります。この場合は、添付のマニュアルをご覧になり、必要な 
ファイルをインス I -ールしてください。 

^ oint 

► 外部ディスプレイやデジタルテレビを接続後、接続したディスプレイの 
みに表示する設定にしていても、接続するディスプレイによっては、パ 
ソコン本体の液晶ディスプレイと接続したディスプレイの両方に画面 
が表示されることがあります。必要に応じて、表示するディスプレイを 
切り替えてください。 

► このパソコンの液晶ディスプレイやこのパソコンに接続した外部ディ 
スプレイやデジタルテレビに、パソコンの画面を表示するときの画面の 
解像度や発色数については、「画面の解像度と発色数」 （— P .17) をご 
覧ください。 

► デジタルテレビの表示を調整する （ HDMI 出力端子搭載機種のみ） 
バソコンの画面がデジタ j レテレビに正しく表示されない場合、デジタル 
テレビ側の表示領域設定を変更することで、最適な表示に切り換わるこ 
とがあります。デジタルテレビのマニュアルをご覧になり、設定を変更 
してください。 

デジタルテレビ側で設定を変更できなかったり、設定を変更しても画面 
の端が欠けて表示されてしまったりする場合などは、次の手順で「テレ 
ビ出カユーティリティ」で設定を変更してください。 

1. ©(スタート） ►「すべての プログラム」 ►「テレビ 出カユーティリ 
ティ」 ►「テレビ 出カユーティリティ」の順にクリックします。 
テレビ出カユーテイリテイが起動します。 


2. ディスプレイ 
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補足情報 


2. 「かんたん設定を開始」をクリックします。 

お使いのデジタルテレビが「かんたん設定」に対応していない場合 
は、「設定がありませんでした」という画面が表示されます。この 
場合は「次へ」をクリックし、画面の指示に従って手動設定してく 
ださい。 

3. 「かんたん設定（解像度※-大きさ)」で設定したい値の©をクリッ 
クして @ にし、「次へ」をクリックします。 

「かんたん設定（解像度※-大きさ)」に表示される項目は、お使い 
のテレビにより異なります。 


^テレビ出カコ 


-表示領域設定ウイザード 


㈤ 


袪皖された亍レビのための設定を「かんたん設定」の中か6逞折してください。 



かんたん設定 （1? 像度※-大きさ） 

白分で設定する埸合は、手劻で設定し 


設定1 ¢1920 x 1080 -100) 

てください。 


# 設定2 ¢1360 x 768 -100) 

手劻で設定する （ M ) 


設定3 ¢1280 x 720 - 95) 





< 戻る⑻ fi [ ； wn ) > i ) I キャンせル | 


一覧に設定したい値が表示されない場合は、「手動で設定する」の 
:をクリックして®にし、画面の指示に従って手動設定してくだ 
さい。 

4. 画面の指示に従って操作し、設定を完了してください。 

テレビのマニュアルもご覧になり、設定してください。 


表示するディスプレイの切り替え 

このパソコンに外部ディスプレイやデジタルテレビなどを接続した場合に、表示す 
るディスプレイを切り替えることができます。 

ここでは、切り替え方法について説明しています。 


推 



^oint 

► 外部ディスプレイコネクタに接続した場合、 「Fujitsu Display Manager」 
を起動して、表示するディスプレイを切り替えることもできます。 


2. ディスプレイ 
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補足情報 

ディスプレイの表こついて 


ディスプレイの表示は、次のように切り替えることができます。 


• 1つのデイスプレイで表示する 

•パソコン本体の液晶ディスプレイ 
•接続した外部ディスプレイ 

• 接続したデジタルテレビ （ HDMI 出力端子搭載機種のみ) 


•2 つのディスプレイで同時に表示する 

•パソコン本体の液晶ディスプレイと、接続した外部ディスプレイ 
•パソコン本体の液晶ディスプレイと、接続したデジタルテレビ （ HDMI 出力端 
子搭載機種のみ） 

• 2 つのディスプレイで1つのデスクトップを表示する 



2つのディスプレイで1つのデスクトップを表示する方法については、「マルチ 
モニター 機能を使う」 （— P .34) をご覧ください。 



► 動画再生中に、表示するディスプレイを切り替えないでください。 

► Blu-ray Disc ( Blu-ray Disc ドライブ搭載機種のみ）の映像は、パソ 
コンの液晶ディスプレイおよび HDMI 出力端子に接続したデジタルテ 
レビにのみ表示できます （ HDMI 出力端子搭載機種のみ)。 

► テレビを見ているときや録画中は、表示するディスプレイを切り替えな 
いでください（テレビチューナー搭載機種のみ)。 


2. 


oint 

► HDMI 出力端子に接続したデジタルテレビやディスプレイには 、 BIOS 
セツトアップの画面を表示することはできません ( HDMI 出力端子搭載 
機種のみ)。 


► Windows が起動すると、表示されるディスプレイは、前回 Windows で 
使用していた状態になります。 

ただし、外部ディスプレイが接続されていない場合や、プラグアンドプ 
レイに対応していないディスプレイが接続されている場合は、液晶ディ 
スプレイのみの表示になります。 

► お使いのテレビによってはテレビの解像度が液晶ディスプレイよりも 
低いため、鮮明に表示できない場合があります。 
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補足情報 

「画面の設定」で切り替える 

お使いの機種によって設定方法が異なります。お使いの機種に搭載されているグラ 
フィックアクセラレータは、「仕様確認表」 （— P .5) でご確認いただけます。 

©■タイプ 1のグラフィックアクセラレータ搭載機種の場合 （— P .27) 

C ■タイプ2のグラフィックアクセラレータ搭載機種の場合 P .28) 
©■タイプ 3のグラフィックアクセラレータ搭載機種の場合 （— P .29) 

C ■タイプ4のグラフィックアクセラレータ搭載機種の場合 P .30) 

C ■タイプ5のグラフィックアクセラレータ搭載機種の場合 P .32) 

oint 

► 外部ディスプレイによって対応している解像度や走査周波数が異なる 
ため、正常に表示されないことがあります。状況に応じて次の操作を 
行ってください。 

• 何も表示されない場合 

何も操作しないでお待ちください。10秒ぐらい待つと、表示先が液晶 
ディスプレイに戻ります。表示先が液晶ディスプレイに戻らないとき 
は、 [ Fn ] + 【 F 10】 キー （ B 旧 LOLOOXU シリーズの方は、 [ Fn ] 
+【1】キー）を押して、表示先を切り替えてください。 

• 正常に表示されない場合 

外部ディスプレイのマニュアルで外部ディスプレイが対応している 
解像度や走査周波数を確認し、設定を変更してください。 


► 2 つのディスプレイで同時に表示する場合、 DVD - VIDE 〇や Blu-ray 
Disc ( Blu-ray Disc ドライブ搭載機種のみ）などの著作権保護を有す 
るコンテンツを再生することはできません。 


■ タイプ1のグラフィックアクセラレータ搭載機種の場合 

1 デスクトップの何もないところを右クリックし、表示されるメニュー 
から、「グラフィックプロパティ」をクリックします。 

「インテル®グラフィック/メディアコント□ール•パネル」ウィンドウが表 
示されます。 

2 「ディスプレイ」の一覧で「マルチディスプレイ」をクリックします。 
3 表示するディスプレイを選択します。 


•1 つのディスプレイで表示する場合 

「動作モード」の 〇 をクリックして「シングルディスプレイ」を選択し、 
「主ディスプレイ」の ■を クリックして表示するディスプレイを選択しま 
す0 


(InteD 


インテル® 
グラフィック/メディア 
コント□—ル-パネル 


マ好ディスプレイ 


テイスプレイ 




雜モード 

シングルデイスプレイ 

▼ 

主ディスプレイ 

PC モニター 

▼ 


マルチディスプレイ 
色調堊 

カスタム解像度 
PC モニター/テレビ (3^^ 


な 


3 D 


メディア 


雖 


オプションとサポート 





Otc キヤ 1 ンセル 軸 


(画面は機種や状況により異なります) 


2. ディスプレイ 
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補足情報 


>2つのディスプレイで同時に表示する場合 

「動作モード」の 〇 をクリックして「クローンディスプレイ」を選択します。 


インテル® 
グラフィック/メディア 
コントロール•パネル 


マルチディスプレイ 
E 調罡 

カスタム解像度 
PC モニター/テレビの設定 


マ妍ディスプレイ 


辦モ-ド 

クローンデイスプレイ 

▼ 

主ディスプレイ 

内蔵ディスプレイ 

▼ 

2番目の？ィスプレイ 

PC モニター 

▼ 


オプションとサボート 


0 K キャンセル 


(画面は機種や状況により異なります） 


^oint 

► 2つのディスプレイで同時に表示する場合、主ディスプレイと2番目の 
ディスプレイの設定は次のようにしてください。 

• 液晶ディスプレイと外部ディスプレイの場合 
-主ディスプレイ：内蔵ディスプレイ 

- 2番目のディスプレイ： PC モニター 

-液晶ディスプレイとデジタルテレビの場合 
-主ディスプレイ：内蔵ディスプレイ 

- 2番目のディスプレイ：デジタルテレビ 

► 主ディスプレイ、2番目のディスプレイの解像度やリフレッシュレート 
などの詳細な設定は、左の一覧の「ディスプレイ設定」をクリックして 
表示される設定項目から変更することができます。 


4 「適用」をクリックしディスプレイを切り替えます。 

5 「0 K 」 をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 

■ タイプ2のグラフィックアクセラレータ搭載機種の場合 

1 デスクトップの何もないところを右クリックし、表示されるメニュー 
から、「グラフィックプ□パティ」をクリックします。 

「 Intel ® Graphics Media Accelerator Driver for mobile 」 ウインドウ表 
示されます。 

2 左の一覧から「ディスプレイデバイス」をクリックします。 

3 表示するディスプレイを選択します。 


•1 つのディスプレイで表示する場合 

「動作モードの」^をクリックして「シングルディスプレイ」を選択し、「プ 
ライマリデバイス」のこ J をクリックして表示するディスプレイを選択しま 
す0 



(画面は機種や状況により異なります) 


2. ディスプレイ 
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補足情報 



2つのディスプレイで同時に表示する場合 

「動作モード」の：! J をクリックして rintel ( R ) デュアル•ディスプレイ•ク 
ローン」を選択します。 


(画面は機種や状況により異なります) 


^ oint 

► 2つのディスプレイで同時に表示する場合、プライマリデバイスとセカ 
ンダリデノ（イスの設定は次のようにしてください。 

-液晶ディスプレイと外部ディスプレイの場合 
-プライマリデバイス：ノー トブック 
-セカンダリデバイス： PC モニタ 
-液晶ディスプレイとデジタルテレビの場合 
-プライマリデバイス：ノー トブック 
-セカンダリデバイス：デジタルテレビ 
► プライマリデバイス、セカンダリデバイスの解像度やリフレッシュレー 
卜などの詳細な設定は、左の一覧の「ディスプレイ設定」をクリックし 
て表示される設定項目から変更することができます。 

4 「適用」をクリックしディスプレイを切り替えます。 

5 fOKJ をクリックし、すべてのウインドウを閉じます。 


■ タイプ3のグラフィックアクセラレータ搭載機種の場合 

1 デスクトップの何もないところを右クリックし、表示されるメニュー 
から、「グラフィックプロパティ」をクリックします。 

「 Intel ® Graphics Media Accelerator Driver for ultra mobile 」 ウインド 
ゥが表示されます。 

2 左の一覧から「ディスプレイデバイス」をクリックします。 

3 表示するディスプレイを選択します。 


•1 つのディスプレイで表示する場合 

「シングルディスプレイ」の 「 Notebook 」 か 「 PC モニタ」のどちらかを 
選択します。 



(画面は機種や状況により異なります) 


2. ディスプレイ 
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補足情報 

• 2 つのディスプレイで同時に表示する場合 

「マルチディスプレイ」の「インテル （ R ) デュアル • ディスプレイ • クロー 
ン」を選択します。 



(画面は機種や状況により異なります) 


oint 

► 2つのディスプレイで同時に表示する場合、プライマリデバイスとセカ 
ンダリデノ（イスの設定は次のようにしてください。 

• プライマリデバイス ： Notebook 
• セカンダリデバイス： PC モニタ 

► プライマリデバイス、セカンダリデバイスの解像度やリフレッシュレー 
卜などの詳細な設定は、左の一覧の「ディスプレイ設定」をクリックし 
て表示される設定項目から変更することができます。 

4 「適用」をクリックしディスプレイを切り替えます。 

5 fOKJ をクリックし、すべてのウインドウを閉じます。 


■ タイプ4のグラフィックアクセラレータ搭載機種の場合 

1 スタート）►「すべてのプ□グラム 」 ►「Catalyst Control Center 」 
の順にクリックします。 

2 「 CCC 」 をクリックします。 

「ATI Catalyst ™ Control Center へようこそ」が表示されます 0 

「ATI Catalyst ™ Control Center へようこそ」が表示されない場合は、「表 

示」を「基本表示」に設定してください。 

3 「使用の選択」の「基本[簡単設定ウィザードとクイック設定]」を選 
択し、「次へ」をクリックします。 



(これ以降の画面は機種や状況により異なります) 


2. ディスプレイ 
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補足情報 


4 「簡単設定ウィザード」で「ディスプレイ設定を設定します」が表示さ 
れていることを確認し、「移動する」をクリックします。 



「利用可能なディスプレイデバイス」が表示されます。 


5 表示するディスプレイを選択します。 

•1 つのディスプレイで表示する場合 

「メインディスプレイを選択」で表示するディスプレイを選択、「セカンダ 
リディスプレイを選択」で「なし」を選択し、「次へ」をクリックします。 
「使用の選択」には、現在接続されているディスプレイの選択肢のみが表示 
されます。 



2. 


• 2 つのディスプレイで同時に表示する場合 

「メインディスプレイを選択」と「セカンダリディスプレイを選択」で表示 
するディスプレイをそれぞれ選択し、「次へ」をクリックします。 

「使用の選択」には、現在接続されているディスプレイの選択肢のみが表示 
されます。 



^oint 

► ディスプレイデバイス名は、それぞれ次のディスプレイを示します。 

• 「ノー トブックパネル」：このパソコンの液晶ディスプレイ 
• 「アナログモニタ」：アナログディスプレイ 
-「標準の TV 」 ：テレビ 

_ 「 DTV 」 ： HDMI 出力端子に接続したデジタルテレビ 

► メインディスプレイとセカンダリディスプレイの設定は次のようにし 
てください。 

• 液晶ディスプレイと外部ディスプレイの場合 
-メインディスプレイを選択：ノー トブックパネル 
-セカンダリディスプレイを選択：アナログモニタ 
• 液晶ディスプレイとデジタルテレビの場合 
-メインディスプレイを選択：ノー トブックパネル 
-セカンダリディスプレイを選択 ： DTV 
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補足情報 


「デスクトップモード選択」で「複製」を選択し、「次へ」をクリックします。 


S 3 Catalyst ™ Control Center -基本 
デス外，ブモード逗択 

デスクト9ブモード S 折は、ご使用のディスブレイにどのよう(こコンピュータのデスクトツブが表示されるかを決定しま寸。 



デスクトッブモードの逞択: 



r 拡張デス外ッブ 


デスクトッブはセカン列ディスブレイに拡張されています。？__ 

して個別に設定することができます。このことは、ビデオを見たり褀数のウィンドウを x 
.(こ表示して使用す5塌合に便利です。 


。それぞれ①デイスブレイに対 



^ ) 

岡方®ディスブレイに同一のデスクトッブイメージが表示されます。これはブレゼンテー 
シヨンを行う埸合に便利です。 


厂セカンタリディスブレイでのビデオ再生表示方法の逞択 


_やり直し | _<戻る©」欠ぺ汹>」 

6 「ディスプレイマネージャー通知」が表示されたら、「はい」をクリッ 
クします。 

7 「デスクトップエリア」で彐をクリックして任意の解像度を選択し、「完 
了」をクリックします。 

「ディスプレイマネージャー通知」が表示される場合は、「はい」をクリックし 
ON 9 〇 



8 「終了」をクリックします。 

9 れキ （スタート） H - |1| の►「再起動」の順にクリックします。 

Windows が再起動します。再起動することにより、設定した内容が有効にな 
ります。 


■ タイプ5のグラフィックアクセラレータ搭載機種の場合 

タッチスクェア搭載機種は、「タッチスクェア（搭載機種のみ）」一「タッチスクェ 
アと外部ディスプレイ」 （— P .54) もあわせてご確認ください。 

1 デスクトップの何もないところを右クリックし、表示されるメニュー 
から、 「 NVIDIA コント□ールパネル」をクリックします。 

「 NVIDIA コント□ールパネル」ウィンドウが表示されます。 

2 左の一覧から「複数のディスプレイの設定」をクリックします。 

3 表示するディスプレイを選択します。 

•1 つのディスプレイで表示する場合 

表示するデイスプレイの左の□を囹にします。 



(これ以降の画面は機種や状況により異なります） 

タッチスクェアにも表示したい場合は、タッチスクェアのディスプレイの 
左の□を國にします。 


2. ディスプレイ 
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補足情報 

•接続した外部ディスプレイで同時に表示する場合 

表示する2つのディスプレイの左の□を囝にします。 



4 

5 

6 


2. ディスプレイ 


ディスプレイ上で右クリックし、表示されるメニューから「ディスプレイ 
を複製する（〇〇〇をプライマリクローンとして使用）」（〇〇〇は複製す 
る先のディスプレイの名称）をクリックします。 



^^oint 

► 2つのディスプレイで同時に表示する場合、メインのディスプレイは、 
「ラップトップディスプレイ」にしてください。 

「適用」をクリックしディスプレイを切り替えます。 

デスクトップの変更を確認するメッセージが表示されます。 

「はい」をクリックします。 

必要に応じて左の一覧から「解像度の変更」をクリックし、解像度を調整して 
ください。 

すべてのウインドウを閉じます。 
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補足情報 

キーポードで切り替える 


キーボードで表示する画面を切り替えるには、次の2通りの方法があります。 

• [ Fn ] + 【 F 10】キー (BIBLO L 00 X U シリーズの方は、 【 Fn 】 +【{】キー）を押す 
2つのキーを押すごとに、「外部ディスプレイ表示—液晶ディスプレイと外部ディ 
スプレイの同時表示 — 液晶ディスプレイ表示 — 外部ディスプレイ表示…」の順で 
ディスプレイ表示が切り替わります。 

マルチモニター機能を使用中は、 [ Fn ] + 【 F 10】 キー （BBLO L 00 X U シリー 
ズの方は、 【 Fn 】 +【{】キー）でディスプレイの表示を切り替えることができま 
せん。 


• 【©】 ( Windows ) + [ P ] キーを押す 


コンピューターのみ 

複_ 

拡張 

プロジェクターのみ 



_■ 





2つのキーを押すごとに、「コンピューターのみ（液晶ディスプレイ表示）—複製 
(液晶ディスプレイと外部ディスプレイの同時表示） — 拡張（液晶ディスプレイと 
外部ディスプレイのマルチモニター表示） — プロジェクターのみ（外部ディスプ 
レイ表示）…」の順でディスプレイ表示方法を選ぶことができます。 

^^oint 

► プラグアンドプレイに対応していない外部ディスプレイの場合、キー 
ボードで切り替えることはできません。「「画面の設定」で切り替える」 
(- P .27) をご覧ください。 


マルチモニター機能を使う 


このパソコンには、パソコンの液晶ディスプレイと接続したディスプレイを使用し 
て、2つのディスプレイで1つのデスクトップを表示できる「マルチモニター機能」 
があります。 



► 〇 S が Windows 7 Starter の方は、マルチモニター機能が使用できませ 
ん。お使いのパソコンのプレインス I ル〇 S は、0『取扱説明書』の 
「仕様一覧」をご確認ください。 


2. ディスプレイ 
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補足情報 

■ マルチモニター機能をお使いになるうえでの注意 

• マルチモニター機能をお使いになる前に、使用中のソフトウェアを終了してくだ 
さい。 

• マルチモニター機能をお使いになるときは、パソコンの液晶ディスプレイを主 
ディスプレイ（プライマリデバイス）、接続したディスプレイを2番目のディス 
プレイ（セカンダリデバイス）に設定してください。 

• マルチモニター機能の使用中のご注意 

-マルチモニター機能を使用中は、キーボードでディスプレイの表示を切り替え 
ることはできません。 

•2 つのディスプレイにまたがるウィンドウがある場合は、表示するディスプレ 
イの設定を変更しないでください。 

• 2番目のディスプレイ（セカンダリデバイス）のみに表示されているソフトウェ 
アを起動中に、2番目のディスプレイ（セカンダリデバイス）の使用を終了し 
ないでください。ソフトウェアおよび Windows の動作が不安定になり、デー 
夕が保存されないことがあります。 

參主ディスプレイ（プライマリデバイス）のみで表示されるもの 
-液晶ディスプレイの全画面表示 
• 一部のスクリーンセーバー 
• 動画再生画面の全画面表示 
• アクセラレータ機能を使用しての動画再生画面 
•テレビ機能の映像（テレビチューナー搭載機種のみ） 

• 発色数についての注意 

•主ディスプレイ（プライマリデバイス）と2番目のディスプレイ（セカンダリ 
デバイス）で、別々の発色数を設定しないでください。 


■ マルチモニター機能を設定する 

お使いの機種によって設定方法が異なります。 

©□タイプ 1のグラフィックアクセラレータ搭載機種の場合 （— P .35) 

C □タイプ2のグラフィックアクセラレータ搭載機種の場合 P .36) 

C □タイプ3のグラフィックアクセラレータ搭載機種の場合 P .37) 

C □タイプ4のグラフィックアクセラレータ搭載機種の場合 P .37) 

C □タイプ5のグラフィックアクセラレータ搭載機種の場合 P .38) 

□タイプ1のグラフィックアクセラレータ搭載機種の場合 

1 外部ディスプレイをパソコン本体にある外部ディスプレイコネクタに 
接続します。 

2 デスクトップの何もないところを右クリックし、表示されるメニュー 
から、「グラフィックプ□パティ」をクリックします。 

「インテル®グラフィック/メディアコント□ール•パネル」ウインドウが表 
示されます。 


2. ディスプレイ 
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補足情報 


3 「ディスプレイ」の一覧で「マルチディスプレイ」をクリックし、「動 
作モード」の 〇 をクリックして「拡張デスクトップ」を選択します。 


インテル® 
グラフィック/メディア 
コント□—ル-パネル 




マルチディスプレイ 
芭調罡 

カスタ触 
PC モニター/テレビ 


マ好ディスプ L イ 


— X 

辦モ-ド 

拡歪デスクトップ 

▼ 

主ディスプレイ 

内蔵ディスプレイ 

▼ 

2番目のディスプレイ 

PC モニター 

▼ 

位翻蝥 


驗 

オプションとサボート 





卑 OK ル [ 軸 



(画面は機種や状況により異なります） 


4 「主ディスプレイ」が「内蔵ディスプレイ」、「2番目のディスプレイ」 
が 「 PC モニター」であることを確認します。 

設定が異なっている場合は D をクリックして正しく設定してください。 

5 「適用」をクリックしディスプレイを切り替えます。 

6 デスクトップの変更を確認するメッセージが表示されたら rOKJ をク 
リックし、すべてのウィンドウを閉じます。 

^ oint 

► 「主ディスプレイ」、「2番目のディスプレイ」の解像度やリフレッシュ 
レートなどの詳細な設定は、左の一覧の「ディスプレイ設定」をクリツ 
クして表示される設定項目から変更することができます。 


□タイプ2のグラフィックアクセラレータ搭載機種の場合 

1 外部ディスプレイをパソコン本体にある外部ディスプレイコネクタに 
接続します。 

2 デスクトップの何もないところを右クリックし、表示されるメニュー 
から、「グラフィックプ□パティ」をクリックします。 

「 Intel ® Graphics Media Accelerator Driver for mobile 」 ウインドウ表 
示されます。 



3 左の一覧から「ディスプレイデバイス」をクリックし、「動作モード 
の」: d をクリックして「拡張デスクトップ」を選択します。 


[ _ 3 D 設定 _ ] --一- - - 

スキ'-厶オブシ3ン | I E デオ設定 ) 

(画面は機種や状況により異なります） 

4 「プライマリデバイス」が「ノー トブック」、「セカンダリデバイス」が 
「 PC モニタ」であることを確認します。 

設定が異なっている場合はをクリックして正しく設定してください。 

5 「適用」をクリックしディスプレイを切り替えます。 

6 デスクトップの変更を確認するメッセージが表示されたら 「0 K 」 をク 
リックし、すべてのウインドウを閉じます。 


2. ディスプレイ 
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補足情報 


5 「適用」をクリックしディスプレイを切り替えます。 


0 oint 

► 「プライマリデバイス」、「セカンダリデバイス」の解像度やリフレッシュ 
レートなどの詳細な設定は、左の一覧の「ディスプレイ設定」をクリッ 
クして表示される設定項目から変更することができます。 

□タイプ3のグラフィックアクセラレータ搭載機種の場合 

1 外部ディスプレイをパソコン本体にある外部ディスプレイコネクタに 
接続します。 

2 デスクトップの何もないところを右クリックし、表示されるメニュー 
から、「グラフィックプ□パティ」をクリックします。 

「 Intel ® Graphics Media Accelerator Driver for ultra mobile 」 ウインド 
ゥが表示されます。 

3 左の一覧から「ディスプレイデバイス」をクリックし、「マルチディス 
プレイ」の「拡張デスクトップ」を選択します。 



(画面は機種や状況により異なります） 

4 「プライマリデバイス」が 「 Notebook 」 、「セカンダリデバイス」が 
「 PC モニタ」であることを確認します。 

設定が異なっている場合はをクリックして正しく設定してください。 


6 デスクトップの変更を確認するメッセージが表示されたら 「0 K 」 をク 
リックし、すべてのウィンドウを閉じます。 

0 oint 

► 「プライマリデバイス」、「セカンダリデバイス」の解像度やリフレッシュ 
レートなどの詳細な設定は、左の一覧の「ディスプレイ設定」をクリッ 
クして表示される設定項目から変更することができます。 

□タイプ4のグラフィックアクセラレータ搭載機種の場合 

1 外部ディスプレイをパソコン本体にある外部ディスプレイコネクタに 
接続します。 

2 デスクトップの何もないところを右クリックし、表示されるメニュー 
から、「画面の解像度」をクリックします。 

「画面の解像度」ウィンドウが表示されます。 


2. ディスプレイ 
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補足情報 

3 「複数のディスプレイ」の彐をクリックして「表示画面を拡張する」を 
選択します。 


, M ノ «ディスプレイ ► 画面の 

ディスプレイ* 






~p] 


■r I コントロールパネ Jl 


國 


「触 (Q ] 

I 囑 J 


ディスプ U - fS ): [1|2.マ好モニタ-， 



複数のデイスプレイ ( M ): [表示画面を複製する 



プロジェクターへの接綾 （|デスクトップを2のみに表示す® _ SC 押す) 


テキストやその他の項目の大きさの变更 
どのデイスプレイ設定を通択しますか？ 


一 9!L J ] I 朗 ⑻] 


(これ以降の画面は機種や状況により異なります) 


4 「適用」をクリックします。 

設定を確認するウインドウが表示されます。 


5 「変更を維持する」をクリックします。 


oint 

► 解像度と発色数は変更できます。変更する場合は、ディスプレイを指定 
してから解像度と発色数を設定したい数値に変更し、「適用」をクリッ 
クしてください。 

n 」 と表示されたディスプレイはパソコンの液晶ディスプレイ、「 2 」 
と表示されたディスプレイは接続した外部ディスプレイを示します。 



□タイプ5のグラフィックアクセラレータ搭載機種の場合 

1 外部ディスプレイをパソコン本体にある外部ディスプレイコネクタに 
接続します。 

2 デスクトップの何もないところを右クリックし、表示されるメニュー 
から、 「 NVIDIA コントロールパネル」をクリックします。 

「 NVIDIA コント□ールパネル」ウィンドウが表示されます。 

3 左の一覧から「複数のディスプレイの設定」をクリックします。 


2. ディスプレイ 
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補足情報 

4 接続した外部ディスプレイ上で右クリックし、表示されるメニューか 
ら「デスクトップをこのディスプレイに拡張する」をクリックします。 



(画面は機種や状況により異なります) 


5 「適用」をクリックしディスプレイを切り替えます。 

デスクトップの変更を確認するメッセージが表示されます。 

6 「はい」をクリックします。 

必要に応じて左の一覧から「解像度の変更」をクリックし、解像度を調整して 
ください。 

7 すべてのウインドウを閉じます。 


■ アダプターの表示位置を変更する 

ここでは使用する2つのアダプターの表示位置を変更する場合の手順について説明 
します。 

1 マルチモニター機能を設定します。 

2 デスクトップの何もないところを右クリックし、表示されるメニュー 
から、「画面の解像度」をクリックします。 

「画面の解像度」ウィンドウが表示されます。 

3 ディスプレイのイラストを、表示する位置にドラッグします。 

ディスプレイのイラストの配置により、「1」のディスプレイから「2」のディ 
スプレイへの移動方法が決定されます。イラストの位置をディスプレイの物理 
的な配置と対応させる必要はありません。 

•マルチディスプレイ内を左右に移動させたい場合 

n 」 「2」と表示されたディスプレイを左右に並べます。 



左右に並べます。 


(画面は機種や状況により異なります) 


2. ディスプレイ 
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補足情報 


•マルチディスプレイ内を上下に移動させたい場合 

n 」 「2」と表示されたディスプレイを縦に並べます。 



(画面は機種や状況により異なります) 


4 「適用」をクリックします。 

分割したデスクトップを表示する位置が変更されます。 


上下に並べます。 


2. ディスプレイ 
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3 ■タツチスクェア（搭載櫬種のみ) 


この章は、タッチスクェア搭載機種の方のみお読みください。 

タッチスクェアの使い方 

ここでは、タッチスクェアの各モードの使い方を説明しています。 

タッチスクェアの基本操作については、0『取扱説明書』一「取り扱い」一「タッチ 
スクェア」をご覧ください。 

スライドショーを見る（フ毛トビューアーモード） 

このパソコンに保存した画像をタッチスクェアに表示させて、スライドショーを楽 
しめます。画像を指で直接タッチしてスライドショーを操作することもできます。 

(メニュー） ►「フ ォトビューアーモード」の順に指で直接タッチ 

します。 

「フォトビューアーモード」が起動します。 

2 操作ポタンを指で直接タッチしてスライドショーを操作します。 



■[ 

ft 


送るボタン 

e . 一時停止ボタン 

f . 戻るボタン 


a . 閉じるボタン 


b . ディスプレイ切替 
ボタン 

c . セッティングボタン 


操作ボタンが非表示になったときは、画面に指で直接タッチすると操作ボタンが表 
示されます。また、操作ボタン表示中に操作ボタン以外の画面に指で直接タッチす 
ると操作ボタンが非表示になります。 


a. 閉じるポタン 

フォトビューアーモードを終了します。 

b . ディスプレイ切替ポタン 

スライドシヨーで表示中の画像を液晶ディスプレイに表示します。 

液晶ディスプレイの表示を終了する場合は、次のいずれかの操作をしてくださ 
い0 

•タッチスクェアで「ディスプレイ切替ボタン」を指で直接タッチする。 

• タッチスクェアを指で直接タッチして、下方向にスライドさせる。 

• 液晶ディスプレイで画像が表示されているウインドウの @ ボタンをクリツ 
クする。 


3. タッチスクェア（搭薩機種のみ) 
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補足情報 


C. セッティングポタン 

フオトビューアーモードの設定を彳 1" います。 

スライドショーに使用する画像の入ったフオルダーを指定したり、スライド 
ショーの切替時間を変更したりする場合に使用します。 

d . 送るポタン 

次の画像を表示します。 

e. 一時停止ポタン 

スライドショーを一時停止します。スライドショーの一時停止中は、スライド 
ショー再開ボタンになります。 

f . 戻るポタン 

前の画像を表示します。 


^oint 

► 画像を指で直接タッチして、画像をスライドしたり、液晶ディスプレイ 
に大きく表示したりできます。 

-画像を1枚ずつスライドする場合 
画像を指で直接タッチして右（次へ）や左（前へ）にスライドさせます。 



-画像をまとめてスライドする場合 
画面に直接タッチした指を、一度左（前へ）にスライドさせてから、 
そのまま指を離さずに右（次へ）にスライドさせます。逆の動作をす 
ると前へスライドします。 




3. タッチスクェア 


• 液晶ディスプレイに大きく表示する場合 
画像を指で直接タッチして上方向にスライドさせると、液晶ディスプ 
レイに大きく表示できます。 

液晶ディスプレイに大きく表示した後に、下方向にスライドさせる 
と、大きく表示した画像が閉じます。 






タッチスクェア 


タッチスクェア 


液晶ディスプレイ 


タッチスクェア 


液晶ディスプレイ 


. 觸ディスプ レへ 


► スライドショーに使用する画像の指定方法 

1. (メニュー） ►「フ ォトビューアーモード」の順に指で直接 
タッチします。 

2. タッチスクェアの画面右下の ¢3( セッティング）を指で直接 
タッチします。 
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補足情報 


3. 液晶ディスプレイの「フォトビューアー設定」ウィンドウで、 
G コをクリックして、スライドショーに使用する画像が保管され 
ているフォルダーを指定します（液晶ディスプレイの操作は、マウ 
スまたはフラットポイントをお使いください)。 



4■匚 ok ] をクリックします0 


テレビを見る（コンパクトテレビモード) 


ここでは、タッチスクェアでテレビを見るための方法について説明します。 

0 oint 

► テレビを見るためには、事前に設定が必要です。 

テレビ機能についての詳しい説明や操作方法については、0『テレビ操 
作ガイド』をご覧ください。 

1 (メニュー）►「コンパクトテレビモード」の順に指で直接タッチ 

します。 

「コンパクトテレビモード」が起動します。 

2 操作ポタンを指で直接タッチしてテレビを操作します。 

操作ボタンが非表示になったときは、画面に指で直接タッチすると操作ボタンが表 
示されます。また、操作ボタン表示中に操作ボタン以外の画面に指で直接タッチす 
ると操作ボタンが非表示になります。 

コンパクトテレビモードと 「Windows Media Center 」 の操作パネルは一部異な 
ります。 


— a . コント□ールパネル 


b . ディスプレイ切替 
ボタン 



3. タッチスクェア（搭薩機種のみ) 
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補足情報 

a. コントロールパネル 


ボタン名称 

動作 

□ 

閉じる 

コンパクトテレビモードを終了します。 

□ 

再生 

テレビ番組を再生します。 

n 

一時停止 

テレビ番組の再生を一時停止します。 

□ 

巻き戻し 

テレビ番組の再生中に巻き戻します。 

□ 

早送り 

テレビ番組の再生中に早送りします。 


b . ディスプレイ切替ポタン 

タッチスクェアに表示されているテレビ画面を液晶ディスプレイに切り替えま 
す。 

液晶ディスプレイに切り替えた後のタッチスクェアは、自動的にミニリモコン 
モードになります。 

液晶ディスプレイに表示されているテレビ画面をタッチスクェアに切り替える 
場合は、ミニリモコンモードのディスプレイ切替ボタンを押します。 

「テレビを操作する（ミニリモコンモード)」(- P .45) 

^^oint 

► テレビ画面を指で直接タッチして、液晶ディスプレイに切り替えて表示 
でぎます。 

テレビ画面を指で直接タッチして、上にスライドするとタッチスクェア 
に表示されているテレビ画面を液晶ディスプレイに切り替えます。 


DVD 、 Blu-ray Disc を見る（コンパクト DVD モード) 


ここでは、タッチスクェアで DVD 、 Blu-ray Disc を見るための方法について説明 
します。 

(メニュー）►「コンパクト DVD モード」の順に指で直接タッチ 
し、パソコンに DVD 、 Blu-ray Disc をセットします。 

「コンパクト DVD モード」が起動します。 

2 操作ポタンを指で直接タッチして DVD 、 Blu-ray Disc を操作します。 


操作ボタンが非表示になったときは、画面にタッチすると操作ボタンが表示されま 
す。また、操作ボタン表示中に操作ボタン以外にタッチすると操作ボタンが非表示 
になります。 



a . コント□ールパネル 


b . ディスプレイ切替 
ボタン 


3. タッチスクェア（搭薩機種のみ) 
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補足情報 

a. コントロールパネル 


ボタン名称 

動作 

□ 

停止 

映像の再生を停止します。 

□ 

閉じる 

コンパクト DVD モードを終了します。 

□ 

再生 

映像を再生します。 

n 

一時停止 

再生中の映像を一時停止します。 

□ 

巻き戻し 

再生中の映像を巻き戻します。 

□ 

早送り 

再生中の映像を早送りします。 

□ 

前へ 

前のチャプターに移動します。 

□ 

次へ 

次のチャプターに移動します。 


b . ディスプレイ切替ポタン 

タッチスクェアに表示されている映像を液晶ディスプレイに切り替えます。 
液晶ディスプレイに切り替えた後のタッチスクェアは、自動的にミニリモコン 
モードになります。 

液晶ディスプレイに表示されている映像をタッチスクェアに切り替える場合 
は、ミニリモコンモードのディスプレイ切替ボタンを押します。 

「 DVD 、 Blu-ray Disc を操作する（ミニリモコンモード)」(- P .47) 

办 oint 

► 映像を指で直接タッチして、チャプター移動したり、液晶ディスプレイ 
に切り替えて表示したりできます。 

• チャプター移動する場合 

映像を指で直接タッチして、右にスライドすると次のチャプターに、 
左にスライドすると前のチャプターに移動します。 

• 液晶ディスプレイに切り替える場合 
映像を指で直接タッチして、上にスライドするとタッチスクェアに表 
示されている映像を液晶ディスプレイに切り替えます。 


テレビを操作する（ミニリモコンモード) 


ここでは、タッチスクェアでテレビを操作する方法について説明します。 

液晶ディスプレイで 「Media Center テレビ」を起動すると、タッチスクェアは自 
動的にミニリモコンモードになります。 

液晶ディスプレイでテレビの画面が一番手前になっているときに、ミニリモコンの 
操作ボタンを使ってテレビのチヤンネルの切り替えや音量の調節などを操作できま 
す0 


1 操作ポタンを指で直接タツチして、テレビを操作します。 



a . コント□ールパネル 

b . 閉じるボタン 

c . チヤンネルボタン 

d . 番組表ボタン 

e . 再生/操作ボタン 
選局ボタン 

f . ディスプレイ切替 
ボタン 


g . スピーカー レベル 


(これ以降の画面は機種や状況により異なります） モードボタン 


3. タッチスクェア（搭薩機種のみ) 
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補足情報 


a . コントロールパネル 


ボタン名称 

動作 

□ 

再生 

テレビ番組を再生します。 

■ 

録画 

録画を開始します。 

n 

一時停止 

テレビ番組の再生を一時停止します。 

□ 

停止 

テレビ番組の再生を停止します。 

□ 

巻き戻し 

テレビ番組の再生中に巻き戻します。 

□ 

早送り 

テレビ番組の再生中に早送りします。 

□ 

前へ 

テレビ番組を前の場面に戻します。 

□ 

次へ 

テレビ番組を先の場面に進めます。 


b . 閉じるポタン 

「Media Center テレビ」を終了します 0 

c . チヤンネルポタン 

テレビのチヤンネルを切り替えます。 


d . 番組表ポタン 

放送中のテレビ番組の視聴中は、番組表を表示します。 

録画したテレビ番組の再生中は、録画一覧を表示します。 

番組表は、ホームモードの|»|に指で直接タッチしても起動します。 


e . 再生/操作ポタン、選局ポタン（切り替え） 

「再生/操作」と、「選局」を切り替えます。 

「再生/操作」のときは、コント□ールパネルでテレビ番組の再生を操作できま 
す。 

「選局」のときは、チヤンネルを変更できます。 



f . ディスプレイ切替ポタン 

液晶ディスプレイに表示されているテレビ画面をタッチスクェア（コンパクト 
テレビモード）に切り替えます。 

g . スピーカーレベルモードポタン 

スピーカー レベル モー ドが起動します。 

0 oint 

► 液晶ディスプレイで 「Media Center テレビ」を起動すると、自動的に 
タッチスクェアにテレビのミニリモコンモードが表示されますが、 
「Media Center テレビ」以外の画面に移動してミニリモコンモードが 
自動終了してしまうと、再度 「Media Center テレビ」に戻ってもタッ 
チスクェアは、5ニリモコンモードになりません。 

再度、テレビのミニリモコンモードを表示したい場合は 、 「Media 
Center テレビ」をいったん終了してから、起動し直してください。 

テレビ機能についての詳しい説明や操作方法については、0『テレビ操作ガイド』を 
ご覧ください。 


3. タッチスクェア（搭薩機種のみ) 
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補足情報 

■ DVD 、 Blu-ray Disc を操作する（ミニリモコンモード） 

ここでは、タッチスクェアで DVD 、 Blu-ray Disc を操作する方法について説明し 
よ 9 〇 

液晶ディスプレイで 「 WinDVD 」 を起動すると、タッチスクェアは自動的にミニリ 
モコンモードになります。 

液晶ディスプレイで 「 WinDVD 」 の画面が一番手前になっているときに、ミニリモ 
コンの操作ボタンを使って DVD 、 Blu-ray Disc の再生、停止や音量の調節などを 
操作できます。 

操作ポタンを指で直接タッチして DVD 、 Blu-ray Disc を操作します。 

a . コント□ールパネル 

b . 閉じるボタン 


c . 字幕切替ボタン 

d . 音声切替ボタン 

e . ディスク取り出し 
ボタン 

f . ディスプレイ切 
替ボタン 

g . スピーカーレベル 

(画面は機種や状況により異なります） モードボタン 


a . コン トロー ルパネル 


ボタン名称 

動作 

□ 

再生 

映像を再生します。 

□ 

一時停止 

再生中の映像を一時停止します。 

□ 

停止 

映像の再生を停止します。 

□ 

早送り 

再生中の映像を早送りします。 

□ 

巻き戻し 

再生中の映像を巻き戻します。 

□ 

次へ 

次のチャプターに移動します。 

□ 

前へ 

前のチャプターに移動します。 


b . 閉じるポタン 

DVDs Blu-ray Disc を終了します。 

c . 字幕切替ポタン 

字幕の表示、非表示を切り替えます。 

d . 音声切替ポタン 

主音声、副音声を切り替えます。 

e . ディスク取り出しポタン 

ディスクを取り出します。 

f . ディスプレイ切替ポタン 

液晶ディスプレイに表示されている映像をタッチスクェア （コン パクト DVD 
モード）に切り替えます。 

g . スピーカー レベル モー ドポタン 

スピーカー レベル モー ドが起動します。 



3. タッチスクェア（搭薩機種のみ) 
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補足情報 

辞書機能を使う（電子辞書モード) 


「電子辞書モード」では、調べたい単語の意味を表示することができます。「電子辞 
書モード」を使用するときは、電子辞書モードを起動します。 

Mamk (メニュー）►「雷子辞書モード」の順に指で直接タッチします。 

「電子辞書モード」が起動します。 


2 操作ポタンを指でタッチして操作します。 


a . 

b . 



インターネット 【 internet 】 

世界規模のコンピューター-ネットワーク。アメリカ 
国防総省が構築した実験的な軍事用ネットワーク 
から発展し、大学•研究機関等のコンピューターの 
相互接続により、全世界を網羅するネット 

^ し f ，一 1 /vI —r r<» 〜 成： ■ 




入力欄 

検索履歴表示ボタン 
辞書アイコン 
閉じるボタン 


辞書変更ボタン 
セッティングボタン 


♦ 画面に指で直接タッチして上または下方向にスライドさせると、画面がスク□一 
ノレします。 


• リンク先画面を表示する場合は、リンク文字を続けて2回、指で直接タッチしま 
す。 

a . 入力欄 

検索したい冒葉をここに入力し、 【 Enter 】 キーを押すと、検索結果が表示され 
よ0 〇 


b . 検索履歴表示ポタン 

過去に検索した単語の履歴を表示します。 


c . 辞書アイコン 

現在使用している辞書を表示します。 

辞書アイコンをタッチして他の辞書を選ぶこともできます。 

d . 閉じるポタン 

辞書モードを終了します。 

e . 辞書変更ポタン 

「辞書選択」ウィンドウを表示します。 

使用する辞書を選ぶことができます。 

f . セッティングポタン 

「電子辞書モードの設定」ウィンドウを表示します。 

検索結果の文字の大きさや、検索の操作方法を変更できます。 

^^oint 

► 簡単な操作で、調べたい単語の意味を表示することができます。 

1. マウスまたはフラットポイントを使って、調べたい単語を選択しま 
す0 
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2.【 Ctrl 】+【 C 】 キーを 2 回押すと、タッチスクェアに調べたい単 
語の意味が表示されます。 


3. タッチスクェア（搭薩機種のみ) 
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補足情報 


音楽を聴く （ミュージックモード) 


ここでは、タッチスクェアで音楽を再生する方法について説明します。 

0 oint 

►「Windows Media Player 」 を起動したことがない場合 

ミュージックモードをご利用になる前に、次の手順で 「Windows 
Media Player 」 の初期設定を行ってください。 

1 . ^ (スタート）►「すべてのプ□グラム 」 ►「Windows Media 
Player 」 の順にクリックします。 

2. 「Windows Media Player へようこそ」画面が表示されたら、「推 
奨設定」の©をクリックして®にし、「完了」をクリックします。 

(メニュー）►「ミュージックモード」の順に指で直接タッチしま 
す。 

「Windows Media Player 」 が起動し、液晶ディスプレイに画面が表示されま 
す0 


2 操作ポタンを指で直接タッチして音楽を再生します。 



再生情報 
閉じるボタン 

ランダム再生ボタン 

連続再生ボタン 

音楽リスト表示 
ボタン 

スピーカーレベル 
モードボタン 


g . コント□ールパネル 


a . 再生情報 

現在再生している音楽や音声の情報を表示します。 

b . 閉じるポタン 

ミュージックモードを終了します。 

c . ランダム再生ポタン 

ランダム再生のオン/オフを切り替えます。 

d . 連続再生ポタン 

連続再生のオン/オフを切り替えます。 

e . 音楽リスト表示ポタン 

液晶ディスプレイに表示されている 「Windows Media Player 」 の画面を最小 
化して、タッチスクェアにのみ再生情報を表示します。 

タッチスクェアにのみ再生情報が表示されている場合は 、 「Windows Media 
Player 」 の画面を液晶ディスプレイに表示します。 

f . スピーカー レベル モー ドポタン 

スピーカー レベル モー ドが起動します。 


g . コント□ールパネル 


ボタン名称 

動作 

□ 

前へ 

前の音声に移動します。 

□ 

停止 

音声の再生を停止します。 

□ 

再生 

音声を再生します。 

□ 

一時停止 

再生中の音声を一時停止します。 

ca 

次へ 

次の音声に移動します。 


(画面は機種や状況により異なります) 


3. タッチスクェア（搭薩機種のみ) 
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補足情報 

音楽を視覚的に楽しむ（スピーカーレベルモード） マルチモニターとして利用する（デスクトップモード) 


テレビや DVD 、 音楽の再生のときに起動すると、音楽を視覚的に楽しむことがで 
ぎます。 

1 (メニュー） ►「ス ピーカーレベルモード」の順に指で直接タッチ 

するか、各モードで表示された「スピーカーレベルモードポタン」を 
指で直接タッチします。 

スピーカーレベルモードが起動します。 
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^^oint 

► HDMI 出力端子に接続した機器で音楽を再生する場合は、スピーカーレ 
ベルモードをご利用になれません。 


タッチスクェアをパソコンの拡張ディスプレイとして利用することができます。 

1 (メニュー） ► 「デスクトップモード」の順に指で直接タッチしま 

す0 

画面が切り替わり、パソコンのディスプレイの下に続くディスプレイとして利 
用できるようになります。 

2 デスクトップモードから戻る場合は、10を指で直接タッチします。 

0 oint 

► テレビの録画中には、デスクトップモードには変更できません。 


3. タッチスクェア（搭薩機種のみ) 
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補足情報 

ウインドウ間の移動 _ 「タッチスクェアユーティリティ」を使って移動する 


マウスまたはフラットポイントを操作して、液晶ディスプレイに表示されている 
ウィンドウをタッチスクェアに移動、またはタッチスクェアに表示されているウィ 
ンドウを液晶ディスプレイに移動ができます。 

ドラッグで移動する 


液晶ディスプレイに表示されているウィンドウをポイントして、マウスまたはフ 
ラットポイントの右ボタンを押したまま、タッチスクェア画面までドラッグします。 
その逆の操作もできます。 



■ 液晶ディスプレイに表示されているウインドウをタッチスクェア 
に移動する 


液晶ディスプレイで、画面下部に表示されたアイコンをクリックしま 
す0 



また、操作ボタン表示中に操作ボタン以外をタッチすると操作ボタンが非表示 
になります。 



3. タッチスクェア（搭薩機種のみ) 
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補足情報 


■ タッチスクェアに表示されているウィンドウを液晶ディスプレイ 
に移動する 

1 メニュー)►移動するウインドウのディスプレイ切替ポタンを 

指で直接タッチします。 



^oint 

► タッチスクェアでマウスポインターのサイズが小さく感じる場合は、 
「ゆったり設定2」などでお好みのサイズに調整してください。 

►「Windows Media Center ] のウィンドウは移動しないでください。 
タッチスクェアでテレビを見たい場合は、コンパクトテレビモードを起 
動するか、ミニリモコンモードのディスプレイ切替ボタンを使ってくだ 
さい。 

►「 WinDVD 」 のウィンドウは移動しないでください。タッチスクェアで 
DVD 、 Blu-ray Disc を見たい場合は、コンパクト DVD モードを起動 
してください。 


タッチスクェアの設定 


ホームモードにアイコンを登録する 


「ホームモード」には、スタートメニューや「お気に入り」、およびデスクトップに 
あるアイコンを、最大15個まで登録することができます。 

■スタートメニュー、または「お気に入り」のアイコンをホーム 
モードに登録する 

1 MM (セッティング）を指で直接タッチします。 

液晶ディスプレイに「ホームモードの設定」ウィンドウが表示されます。 

2 「ホームモードの設定」ウィンドウの「未登録」アイコンをクリックし 
て、 I 二變 =] をクリックします。（以降、液晶ディスプレイの操作は、 
マウスまたはフラットポイントをお使いください。） 



(これ以降の画面は機種や状況により異なります) 


3. タッチスクェア（搭薩機種のみ) 
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補足情報 


3 「シヨートカツトの登録」ウインドウで、「スタートメニユーから選択」、 
または「お気に入りから選択」のどちらかの©をクリックして、■に 
します。 



4 登録するアイコンをクリックして、 [ 登録 1 をクリックします0 



5 「ホームモードの設定」ウィンドウで、 厂適用 I をクリックし、 

I ば| をクリックします。 

■ デスクトップにあるアイコンをホームモードに登録する 

デスクトップにあるアイコンをポイントして、マウスまたはフラットポイントの右 
ボタンを押したまま、タッチスクェア画面の何も登録されていないボタンまでド 
ラッグし、右ボタンを離すと登録できます。 

■ ホームモードのアイコンを削除する 

1 (セッティング）を指で直接タッチします。 

液晶ディスプレイに「ホームモードの設定」ウィンドウが表示されます。 

2 「ホームモードの設定」ウィンドウの削除したいアイコンをクリックし 
て、^^ をクリックします。（以降、液晶ディスプレイの操作は、 
マウスまたはフラットポイントをお使いください。） 


瞄ホーム モー ドの設定 



[ ソフト Oi ア i 兑明軎 I | ok | [ キヤンセル I 適用 


3 「上記の登録されているポタンを削除します。よろしいですか？」とい 
うメッセージが表示されたら、「はい」をクリックします。 

4 「ホームモードの設定」ウィンドウで 」適用 I をクリックし、 

I 沉 をクリックします。 


3. タッチスクェア（搭薩機種のみ) 
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補足情報 

タッチスクェアでカーソル移動やクリック操作をする 

ご購入時の状態では、タッチスクェア上のマウスポインターやカーソルを指でタッチ 
して動かしたり、指でクリックやタップなどの操作をしたりすることはできません。 

タッチスクェアに表示したソフトウェアの操作（ゲームなど）で、マウスポインター 
やカーソルを動かしたり、クリックなどの操作を指のタッチで行ったりしたい場合 
は、設定を変更することで、これらの操作ができるようになります。 

ただし、設定を変更すると、次の操作ができなくなりますのでご注意ください。 

♦テレビや DVD 視聴時の、ミニリモコンモードでの操作 
♦「Windows Media Center 」 を液晶ディスプレイで全画面表示しているときの、 
タッチスクェアでの操作 


(メニュー）(セッティング)の順に、指で直接タッチし 

ます。 

2 「標準の Windows のソフトウェア」をタッチします。 

3 「閉じる」をタッチします。 


タッチスクェアと外95ディスプレイ 


タッチスクェアが搭載されている場合、外部ディスプレイを接続したときに表示で 
きるディスプレイの組み合わせは、次のとおりです。 

• 液晶ディスプレイと外部ディスプレイまたはデジタルテレビ 
この場合は、タッチスクェアは表示できません。 

• 外部ディスプレイまたはデジタルテレビとタッチスクェア 
この場合、液晶ディスプレイは表示できません。 

液晶ディスプレイ、接続した外部ディスプレイやデジタルテレビなどとタッチスク 
ェアの3つのディスプレイでの同時表示はできません。ディスプレイを接続すると、 
タッチスクェアは表示されません。 

外部ディスプレイの接続方法は、「ディスプレイ」一「外部ディスプレイやデジタル 
テレビの接続」 （—P.23) をご覧ください。 

タッチスクェアに表示できる解像度と発色数 


タッチスクェアは、画面の解像度を変更することができません。 


解像度（ピクセル） [al] 

設定可能な発色数 [a2] [a3] 

High Color 
(16 ビット） 

True Color 

(32 ビット） 

960 X 544 

O 

〇 


注1:デスクトップモードのとき以外は、タッチスクェアには480 X 272ドッ 
卜に変換して表示されます。 

注2 :〇は表示可能 
注3: High Color •••約6万5千色 
True Color ••.約1677万色 


3. タッチスクェア（搭薩機種のみ) 
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補足情報 


表示するディスプレイの切り替え 


■ ディスプレイの表^^こついて 

ディスプレイの表示は、次のように切り替えることができます。 

♦ タッチスクェアと表示する 

•パソコン本体の液晶ディスプレイとタッチスクェア 
• 接続した外部ディスプレイとタッチスクェア 
• 接続したデジタルテレビとタッチスクェア 

♦ 液晶ディスプレイと、外部ディスプレイまたはデジタルテレビで同時に表示する 


_外部ディスプレイとタッチスクェアに表示する場合 
「 CRT とタッチスクェア（マルチモニタ表示)」を選択します。 

_液晶ディスプレイと外部ディスプレイで同時に表示する場合 
「 LCD と CRT (同時表示)」を選択します。 

_デジタルテレビとタッチスクェアに表示する場合 
「 HDMI とタッチスクェア（マルチモニタ表示)」を選択します。 

• 液晶ディスプレイとデジタルテレビで同時に表示する場合 
「 LCD と HDMI (同時表示)」を選択します。 

上記以外の組み合わせは、「ディスプレイ」一「「画面の設定」で切り替える」 
(- P .27) で設定してください。 


■表示を切り替える 


ディスプレイの表示は 「Fujitsu Display Maneger 」 で切り替えることができます。 


1 [ Fn ] + 【 F 10】 キーを押します。 

「Fujitsu Display Manager 」 が起動します。 


2 表示したい組み合わせを選択します。 

何も操作しないで30秒待つと、表示先が選択した組み合わせになります。 

Fujitsu Display Manager 




om：5 ツチスクェア【マルチモニ 5 表示) 
LCDtCRT (同時表示） 

Fujitsu Display Manager を起動する 
キャンセル 


(画面は状況により異なります） 

• 液晶ディスプレイとタッチスクェアに表示する場合 
「 LCD とタッチスクェア（マルチモニタ表示)」を選択します。 


3. タッチスクェア（搭薩機種のみ) 
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補足情報 


タッチスクェアを2番目のディスプレイとしてマルチモニ 
ターで 使う 


♦ ご購入時の状態では、タッチスクェアが2番目のディスプレイに設定されていま 
す。 

• マルチモニターは、次の組み合わせでお使いになれます。 

★の組み合わせは 、 「Fujitsu Display Manager 」 から設定できます。 

「表示するディスプレイの切り替え」 （— P .55) 


メインのディスプレイ 

2番目のディスプレイ 


パソコンの液晶ディスプレイ 

タッチスクェア 

★ 

パソコンの液晶ディスプレイ 

接続した外部ディスプレイ 


接続したデジタルテレビ 

タッチスクェア 


接続した外部ディスプレイ 

タッチスクェア 

★ 


注：パソコンの液晶ディスプレイと接続した外部ディスプレイの組み合わせで 
お使いになる場合は、同時にタッチスクェアはお使いになれません。 


3. タッチスクェア（搭薩機種のみ) 
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サウン 


再生時/録音時の音量を調節する 



スピーカーやヘッドホンの音量は、リモコン、キーボード、または画面の音量つま 
みで調節します。 

ここでは、「音量ミキサー」ウインドウや「サウンド」ウインドウで音量を調節する 
方法を説明しています。 

このパソコンの音量を調節するときは、スピーカーから聞こえる音がひずまない範 
囲に設定 • 調整してください。スピーカーが故障する原因となる場合があります。 

キーボードで音量を調節する操作については、¢1『取扱説明書』一「取り扱い」一 
「音量」をご覧ください。 

ソフトウェアごとに音量を調節する 


音が出るソフトウェアごとに音量を調節することができます。 

1 音量を調節したいソフトウェアを起動します。 

スタート）►「コントロールパネル」►「八ードウェアとサウンド」の 
順にクリックし、「サウンド」の「システム音量の調整」をクリックし 
ます。 

「音量ミキサー」ウインドウが表示されます。 

3 「アプリケーション」の一覧で、音量の設定を変更したいソフトウェア 
の音量つまみを上下にドラッグして、適切な音量に調節します。 


4. 


知音星ミキサー-スピーカー （Realtek High Definition Audio) la£^i| 


デパイス (Q) アプリケーション 

スピーカー システム音 



和) 


(E) 


音垔つまみ 
下にドラッグすると音が 
小さく、上にドラッグす 
ると音が大きくなります。 


ニュート 


ここをクリックして @ にすると音が消え、画面右下の通知領域 


の表示が 化 に変わります。 

もう一度クリックして @ にすると元の音量に戻り、画面右下の 
通知領域の表示も® 1 に戻ります。 


(画面は機種や状況により異なります) 


-デバイス 

このパソコンのスピーカーから出る音量です。「画面の音量つまみ」で設定 
した音量と同じです。 

HDMI 出力端子に接続したテレビから音を出す場合は、 「 HDMI デバイス」 
と表示されます （ HDMI 出力端子搭載機種のみ)。 

• アプリケーション 

起動しているソフトウェアごとに音量を調節できます。「デバイス」に設定 
した音量が最大値になります。 


4 _ (閉じる）をクリックします。 

「音量ミキサー」ウインドウが閉じます。 
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補足情報 


再生や録音する機器ごとに音量を調節する 

このパソコンで再生や録音をする機器（スピーカーやマイクなど）ごとに、音量を 
調節することができます。 

^ oint 

► HDMI ケーブルで接続したテレビやディスプレイから音を出したい場合 
( HDMI 出力端子搭載機種のみ） 

音声の出力先は自動的に切り替わりません。次の手順で本バソコンの音 
声出力先を設定してください。 


■ 再生する機器を選択する 


このパソコンで音声を再生するときに、音声の出力先を選択することができます。 

1 _ (スタート）►「コント□—ルパネル」 ►「ハー ドウエアとサウンド」の 
順にクリックし、「サウンド」の「システムが出す音の変更」をクリッ 
クします。 

「サウンド」ウインドウが表示されます。 


4. 


2 「再生」タブや「録音」タブで機器を選択し、「既定値に設定」をクリッ 
クします。 

サウンド 



(画面は機種や状況により異なります） 
選択した機器にチェックマークが付きます。 

3 「 OK 」 をクリックします。 

「サウンド」ウインドウが閉じます。 
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補足情報 


■ 再生する機器の音量を調節する 

ここでは、例としてスピーカーの音量を調節する方法を説明します。 

1 _ (スタート） ►「コント□—ルパネル」 ►「八ー ドウエアとサウンド」の 
順にクリックし、 「サウンド」 の 「システムが 出す音の変更」をクリッ 
クします。 

「サウンド」ウインドウが表示されます。 

2 「再生」タブの「スピーカー」を右クリックし、表示されるメニューか 
ら 「プ□パティ」 をクリック します。 



(これ以降の画面は機種や状況により異なります） 
「スピーカーのプ□パティ」ウインドウが表示されます。 


3 「レベル」タブをクリックします。 


4. 


4 音量を調節したい項目で、音量つまみを左右にドラッグして、適切な 
音量に調節します。 



• 0: スピーカーから 音が聞こえます。 

• 0: スピーカーから 音が聞こえません （ミュー トに なって います）。 
• 「バランス」：左右の音量のバランスを調節できます。 

5 「 OK 」 をクリックします。 

「スピーカーのプ□パテイ」ウインドウが閉じます。 

6 「 OK 」 をクリックします。 

「サウンド」ウインドウが閉じます。 
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補足情報 


■ 録音する機器の音量を調節する 

ここでは、例としてライン入力の音量を調節する方法を説明します。 

1 _ (スタート） ►「コント□—ルパネル」 ►「八ー ドウエアとサウンド」の 
順にクリックし、 「サウンド」 の 「システムが 出す音の変更」をクリッ 
クします。 

「サウンド」ウインドウが表示されます。 

2 「録音」タブの「ライン入力」を右クリックし、表示されるメニューか 
ら 「プ□パティ」 をクリック します。 



(これ以降の画面は機種や状況により異なります） 

「ライン入力のプ□パティ」ウインドウが表示されます。 


3 「レベル」タブをクリックします。 


4. 


4 音量を調節したい項目で、音量つまみを左右にドラッグして、適切な 
音量に調節します。 



• 0: スピーカーから 音が聞こえます。 

• 0: スピーカーから 音が聞こえません （ミュー トに なって います）。 
• 「バランス」：左右の音量のバランスを調節できます。 

5 「 OK 」 をクリックします。 

「ライン入力のプ□パテイ」ウインドウが閉じます。 


6 「 OK 」 をクリックします。 


「サウンド」ウインドウが閉じます。 
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補足情報 


スピーカーの 音質を調節する 

MaxxAudio® 搭載機種のみ 

ここでは、 MaxxAudio ® (マックスオーデイオ）を使った、スピーカーの音質調節 
について説明します。 

MaxxAudio ® は、音響心理テクノロジを使用して、低域•高域、ステレオ感の強調 
など、より臨場感にあふれるスピーカー特性の調節を実現できます。 



► MaxxAudio ® の音質調節は、内蔵スピーカーのみ対象となります。 

へッドホン/光デジタルオーディオ出力兼用端子や HDMI 出力端子に 
接続した機器の音質調節はできません。 

画面右下の通知領域にある △ をクリックし、表示される 4 )(Realtek 
HD オーディオマネージャ）をダブルクリックします。 

「Realtek HD オーディオマネージャ」ウインドウが表示されます。 


2 「Waves MaxxAudio 」 タブをクリックします 0 

MaxxAudio ® の設定を変更する画面が表示されます。 



MaxxAudio 切替ボタン 
MaxxBass 切替ボタン 
MaxxTreble 切替ボタン 
MaxxStereo 切替ボタン 
MaxxVolume 切替ボタン 


Normal-Midnight 切替スイッチ 
Reset ボタン 
MaxxStereo 調節つまみ 
MaxxTreble 調節つまみ 
MaxxBass 調節つまみ 
MaxxAudio ® の開発元の会社の 
ホー厶ぺージに接続します。 


4. 


3 各項目を調節して、スピーカーの音質を変更します。 

@ をクリックして、各項目の有効、無効を切り替えます。有効のときは @、 
無効のときは®になります。を上下にドラッグして、各項目の効果を調 
節します。調節つまみを上にドラッグすると効果が強くなり、下にドラッグす 
ると効果が弱くなります。 

その他の項目は、次のとおりです。 

- Normal - Midnight 切替スイッチ 
MaxxVolume ™ の設定を切り替えます。 

Normal (ノーマル）側にスライドすると、大きな音から小さな音まで聞き 
やすくなります。 

Midnight (ミッドナイト）側にスライドすると、ピーク信号を抑える効果 
が Normal より強調されます。全体的に音量の変化が少なくなり、深夜など 
音量を大きくできないときに適しています。 

• Reset (リセット）ボタン 
MaxxAudio ® の設定がご購入時の状態に戻ります。 

^ oint 

► 各調節つまみを上げすぎると、聞きづらい音質になることがあります。 
その場合は、 を押してください。 MaxxAudio ® の設定がご購 

入時の状態に戻ります。 

► 音楽によっては、パソコンや各ソフトウェアの音量を大きくしたり、 
MaxAudio ® の各設定を変更したりすると、低い異音が発生することが 
あります。その場合は、パソコンや各ソフトウェアの音量を小さくする 
か、画面左にある @ をクリックし、®にし、 MaxxAudio ® の機能を無 
効にしてください。 

4 「 OK 」 をクリックして設定を保存します。 
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補足情報 


兼用端子の機能切り替え 

兼用端子搭載機種のみ 

お使いの機種に搭載されているオーディオの入出力端子は、複数の機能を兼用して 
いる場合があります。必要に応じて機能の切り替えを行ってください。 
オーディオの入出力端子の種類と場所については、0 『取扱説明書』一 「各部の名称 
と働き」をご覧ください。 

■ へッドホン/光デジタルオーディオ出力兼用端子の場合 

端子に対応した機器を接続すると自動で機能が切り替わります。 

■ へッドホン • ラインアウト兼用端子、マイク • ラインイン兼用端 
子の場合 

パソコン本体のへッドホン • ラインアウト兼用端子、マイク • ラインイン兼用端子 
は、ご購入時はそれぞれ「ヘッドホン」「マイク入力」として機能します。設定を変 
更することにより、「ライン出力」「ライン入力」として機能させることができます。 
これらの設定を変更するには、次の手順を行ってください。 



► 機能を切り替えたい端子に、あらかじめ外径 3.5 mm のミニプラグに対 
応した機器を接続しておいてください。機器を接続していないときは、 
切り替えられません。 

► マイク•ラインイン兼用端子に機器を接続するときは、接続した機器の 
音量を小さくするか、出力を停止してください。 

機能を切り替えたい端子に外径 3.5 mm のミニプラグに対応した機器 
を接続します。 


2 ©(スター ト）►「コントロールパネル」►「ハードウエアとサウンド」 
► TRealtek HD オーデイオマネージャ」の順にクリックします 0 


4. 


切り替えたい端子のアイコンをダブルクリックします。 



(これ以降の画面は機種や状況により異なります) 
デバイスを選択するウインドウが表示されます。 

使用するデバイスを 图 にします。 



(画面はへッドホン • ラインアウト 
兼用端子の設定画面です） 





































補足情報 


•へッドホン • ラインアウト兼用端子の場合 

• 「へッドフォン」：へッドホン出力として動作します。内蔵スピーカーから音 
が出なくなります。 

• 「ライン出力」：ライン出力として動作します。内蔵スピーカーからも音が出 
ます。 

•マイク • ラインイン兼用端子の場合 

-「マイク入力」：マイク入力として動作します。 

• 「ライン入力」：ライン入力として動作します。 

oint 

► 機器を接続するとデノ（イスを選択するウィンドウが表示されるように 
設疋する場口 

「オーディオ端子の機能の選択：」ウィンドウで「オーディオ機器を接続 
したときに、自動的にこのウィンドウを表示します。」の□を图にしま 
す。各端子に機器を接続すると、デバイスを選択するウィンドウが表示 
されるようになります。 

5 fOKJ をクリックし、すべてのウインドウを閉じます。 


4. サウンド 
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LAN 


ここでは、 LAN (有線 LAN) を使うために必要となるものや LAN ケーブルの接続 
方法、ネットワークの設定方法について説明しています。 

無線 LAN が搭載された機種をお使いの方は、無線 LAN を使用することができます。 
無線 LAN をお使いになる場合には、「無線 LAN」 (- P.69) をご覧ください。 



► ネットワーク設定時のご注意 

TCP / IP などのネットワークの設定は、有線 LAN と無線 LAN で異な 
ります。お使いになる状況に合わせて、必要な設定を行ってください。 


► セキュリティ対策をしてください 

初めてインターネットに接続するときは必ずセキュリティ対策をして 
ください。 

このパソコンの出荷後、お客様にご購入いただくまでの間にも、セキュ 
リティの脆弱性が新たに見つかったり、悪質なコンピューターウイルス 
が出現していたりする可能性があります。初めてインターネットに接続 
する場合は、マニュアルの手順に従って、パソコンを最新の状態にし、 
セキュリテイ対策を行ってください。 


必要なものを用意する 


LAN を利用してインターネットに接続するには、次のような機器が必要です。 
♦ネットワーク機器 

ネットワーク接続の目的に合わせて、このパソコンで使える LAN のスピードを 
確認してから必要なものをご用意ください。ネットワーク機器には次のようなも 
のがあります。 

-ダイヤルアップ ルーター 
• ブロードバンド ルーター 
• ブロードバンドモデム 
• 八ブ 

BIBLO LOOX U シリーズの方はさらに、別売の変換ケーブル （ LAN / CRT ) が 
必要です。 

• LAN ケーブル 

ストレートタイプとクロスタイプがあります。また、お使いになるネットワーク 
のスピードに合ったものが必要です。接続するネットワーク機器のマニュアルを 
ご覧になり、必要なものをご用意ください。 

♦ ネットワーク機器のマニュアル 

お使いになるネットワーク機器によって、接続や設定の方法が異なります。必ず 
ネットワーク機器のマニュアルもご覧ください。光ファイバー ( FTTH ) 回線や、 
ケーブルテレビ （ CATV ) 回線、 ADSL 回線などでインターネットに接続する場 
合は、プ□バイダーや回線事業者から提供されるマニュアルもあわせてご覧くだ 
さい0 











補足情報 


LAN ケーブルを接続する 


/K 言口 

/Ov • 雷が鳴り出したときは、落雷の可能性がなくなるまでパソコン本体や 
ケーブル類に触れないでください。ケーブル類の接続作業は、落雷の 
可能性がなくなるまで行わないでください。 

落雷の可能性がある場合は、あらかじめバソコン本体の電源を切り、 
その後電源コードをコンセントから抜き、ケーブル類を取り外してお 
いてください。 

落雷による感電、火災の原因となります。 

△注意 

A • LAN コネクタに指などを入れないでください。 

狐 感電の原因となることがあります。 

A • LAN ケーブルを接続する場合は、必ず LAN コネクタに接続してくださ 
い。 

接続するコネクタを間違えると、故障の原因となることがあります。 


1 パソコン本体の電源を切り、 AC アダプタを取り外します。 

2 パソコン本体の LAN コネクタに、 LAN ケーブルの一方を接続し、も 
う一方を、お使いになるネットワーク機器のコネクタに接続します。 

BIBLO LOOX U シリーズの方は、別売の変換ケーブル （ LAN / CRT ) に LAN 
コネクタがあります。 



す。 

3 ネットワーク機器の電源を入れます。 

4 パソコン本体に AC アダプタを取り付け、電源を入れます。 

LAN を使用する場合は、消費電力が大きいので、 AC アダプタのご使用をお 
勧めします。 


5. 通信 
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補足情報 


^ oint 

► スリープ/休止状態の解除をお勧めします 

LAN 機能を使ってネットワーク（インターネットなど）に接続中は、ス 
リーブや休止状態にしないことをお勧めします。お使いの環境によって 
は、ネットワーク（インターネットなど）への接続が正常に行われない 
場合があります。 

なお、ご購入時の状態では、一定時間パソコンを操作しないとスリープ 
になるよう設定されていますので、前述のような不都合がある場合に 
は、「スリープ/休止状態」一「スリープ/休止状態の設定変更」 
P .86) をご覧になり、自動的にスリープにしない設定に変更してくだ 
さい。 

► 省電カユーティリティ搭載機種の方は 

有線 LAN 機能を使ってネットワーク（インターネットなど）に接続す 
る場合は「省電カユーティリティ」の「有線 LAN 」 の設定を「無効に 
する」にしたまま、省電カモードにしないでください。有線 LAN が使 
用できず、通信を行うことができません。詳しくは「省電カユーティリ 
ティ（搭載機種のみ)」(- P .89) をご覧ください。 

► LAN ケーブルを取り外すときは 

LAN コネクタから LAN ケーブルを取り外すときは、プラグのツメを押 
さえながら引き抜いてください。ツメを押さえずに無理に引き抜くと破 
損の原因となります。 

続いてネットワークの設定をします。 


ネットワークの設定をする 

ネットワークへは、 「 TCP / IP の設定」と「フルコンピューター名とワークグループ 
の確認」を行うことにより接続することができます。 

■ TCP / IP の設定 

^ oint 

► TCP / IP の設定を変更する場合は、 Windows に「コンピューターの管 
理者」アカウントまたは 「 Administrators 」 グループのメンバーとし 
てログオンしてください。 

1 ㈣ （スタート）►「コント□ールパネル」►「ネットワークとインター 
ネット」の「ネットワークの状態とタスクの表示」の順にクリックし 
ます。 

2 「ネットワークと共有センター」ウィンドウ左の「アダプターの設定の 
変更」をクリックします。 



(これ以降の画面は機種や状況により異なります) 
ネットワーク接続の一覧が表示されます。 


5. 通信 
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補足情報 


3 一覧から「□一カルエリア接続」を右クリックし、表示されるメニュー 
から「プ□パティ」をクリックします。 



「ユーザーアカウント制御」ウインドウが表示されたら、「はい」をクリックし 
て次に進みます。 

管理者アカウントのパスワ ー ドが必要な場合は、そのパスワ ー ドを入力してか 
ら「はい」をクリックします。 


4 「この接続は次の項目を使用します」の一覧から、「インターネットプ 
□トコルバージョン4 ( TCP / IPV 4)」 をクリックし、「プロパティ」 
をクリックします。 


-カルエリア接院のプ□パテイ 


i^i 


ネツトワーク1共有 


接続の方法： 


飞 


Marvell Yukon 88E8057 PCI-E Gigabit Ethernet Controller 


この接続は〉欠の項目を使用します必 


橘成⑹… 


0 な Microsoft ネ9トワ-ク 用 クライアント 
0 胃 Symantec Network Security Intermediate Filter Driver 
0 遵 QoS パケットスケジュ-ラ 
0 Microsoft ネットワ-ク 用 ファイルと ブリンタ-共有 


L イ 、'幻'- ネ、、 J 卜 う (1 卜"|屮 ■ 


fi£TQP/TPvfi) 


) 


則除 ( U ) 


(L 


ブ□パティ ( E ) 


1 インストル⑽" | L 
説明 

伝送制御プロト]ル/インターネットブ〇卜]ル。相互接続されたさまざまな 
ネットワーウ間の通言を提供する、既定®ワイドエリアネットワークブロト] 
ルで to 


OK ] L キャンセル 


他のプロトコルのネットワークに接続する場合は、お使いのネットワークにあ 
わせて設定してください。 


5 IP アドレスの設定をします。 



•ネットワーク上にブロー ドバンドルーターなどの DHCP サーパーがある 

■ I ■日^* 

初口 

1.「 IP アドレスを自動的に取得する」と 「 DNS サーバーのアドレスを自動 
的に取得する」が ⑩ になっていることを確認します。 

© になっている場合は、®をクリックして®にします。 

•ネットワーク上に DHCP サーパーがない場合 

1. 「次の IP アドレスを使う」の©をクリックして ⑱ にします。 

2. 「 IP アドレス」に IP アドレスを入力します。 

例：192.168 .0.1 

3. 「サブネットマスク」にサブネットマスクを入力します。 

例： 255.255.255.〇 


oint 

► IP アドレスの重複にご注意ください 

パソコン本体の IP アドレスをブロー ドバンドモデムやルーター、お使 
いのネットワーク上にある他のパソコンと重複しないように設定して 
ください。 IP アドレスが重複すると、ネットワークによる通信ができ 
ません。 


5. 通信 
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補足情報 

6 rOKJ をクリックします。 

7 「閉じる」をクリックします。 

8 画面右上の _ をクリックし、表示されているすべてのウインドウを閉 
じます。 

続いて、フルコンピューター名、ワークグループを確認します。 


5. 通信 


■ フルコンピューター名とワークグループの確認 
^oint 

► フルコンピューター名、ワークグループを変更する場合は 、 Windows 
に「コンピューターの管理者」アカウントまたは 「 Administrators 」 
グループのメンバーとしてログオンしてください。 

1 _ (スタート）►「コントロールパネル」►「システムとセキュリティ」 
►「システム」の「コンピューターの名前の参照」の順にクリックします。 

「システム」ウィンドウが表示されます。 

2 「コンピューター名、ドメインおよびワークグループの設定」の「フル 
コンピューター名」、「ワークグループ」を確認します。変更する場合 
は「設定の変更」をクリックします。 



(これ以降の画面は状況により異なります) 
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補足情報 

3 「システムのプ□パテイ」ウインドウで「変更」をクリックして、「フ 
ルコンピューター名」または「ワークグループ」を変更します。 



•フルコンピューター名 

ネットワーク上で、パソコンを識別するための名前です。設定するときは、 
他のパソコンと重複しないように、半角英数字15文字以内で名前を付け 
てください。機種名やパソコンの使用者名などをフルコンピューター名に 
設定すると、識別しやすくなります。 

•ワークグループ 

ネットワークにつながったパソコンの集まりを表します。複数のパソコン 
に共通のワークグループの名前を付けると、同じネットワークにつながっ 
ている「仲間」として、ネットワーク上でファイルやプリンターの共有が 
行えます。 

ワークグループは、半角英数字15文字以内で好きな名前を付けることが 
できます。通常、ネットワークを組むときは、各パソコンに同じワークグ 
ループを設定してください。 

4 rOKJ をクリックします。 

再起動を確認するメッセージが表示された場合は、画面の指示に従って再起動 
してください。 


無線 LAN 


無線 LAN 搭載機種のみ 

無線 LAN でインターネットに接続する方法については、0『取扱説明書』一「セッ 
トアップする」一「インターネットの設定をする」一「無線 LAN でインターネッ 
卜に接続する」をご覧ください。 

無線 LAN をお使いになるうえでの注意 


ここでは、無線 LAN をお使いになるうえで注意していただきたいことについて説 
明しています。 

お使いのパソコンに搭載されている無線 LAN の種類をご確認ください。お使いの 
機種に搭載されている無線 LAN の種類は、0『取扱説明書』の「仕様一覧」でご確 
認いただけます。 


ここでは、無線 LAN の種類を次のように表記しています。 


パソコンに搭載されている無線 LAN の種類 

このマニュアルでの表記 

「IEEE 802.1 la / b/g 準拠」と 「IEEE 

802.1 In 準拠」の両方に対応した無線 LAN 

「IEEE 802.1 la / b / g/n 準 
拠の無線 LAN 」 

「IEEE 802.1 lb/g 準拠」と 「IEEE 802.11门 
準拠」両方に対応した無線 LAN 

「IEEE 802.11 b / g/n 準拠 
の無線 LAN 」 
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補足情報 


■ 無線 LAN 製品ご使用時におけるセキュリティに関する注意 



► お客様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です。 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソコンなど 
と無線 LAN アクセスポイント（ワイヤレス LAN ステーション、ワイヤレスブロー 
ドバンドルーターなど）間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範囲であれば 
自由に LAN 接続が可能であるという利点があります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）を越えてすべての場所に届 
くため、セキュリティに関する設定を行っていない場合、次のような問題が発生す 
る可能性があります。 

♦通信内容を盗み見られる 
悪意ある第三者が、電波を故意に傍受し、 

• ID やパスワード又はクレジットカード番号などの個人情報 

• メールの内容 

などの通信内容を盗み見られる可能性があります。 

• 不正に侵入される 

悪意ある第三者が、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、 

• 個人情報や機密情報を取り出す（情報漏洩） 

•特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

•傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん） 

• コンピューターウイルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊） 
などの行為をされてしまう可能性があります。 


本来、無線 LAN アクセスポイントやパソコンに搭載されている無線 LAN は、これ 
らの問題に対応するためのセキュリティの仕組みをもっています。 

そのため、別途ご購入された無線 LAN アクセスポイントなどの無線 LAN 製品の、 
セキュリティに関する設定を正しく行うことで、これらの問題が発生する可能性を 
少なくすることができます。 

しかし、無線 LAN アクセスポイントなどの無線 LAN 製品は、ご購入時の状態では 
セキュリティに関する設定が施されていない場合があります。 

上記のようなセキュリティ問題が発生する可能性を少なくするためには、無線 LAN 
アクセスポイントなどの無線 LAN 製品に添付されている取扱説明書に従い、これ 
らの製品のセキュリティに関するすべての設定を必ず行ってください。 

なお、無線 LAN の仕様上、特殊な方法によりセキュリティ設定が破られることも 
あり得ますので、ご理解のうえ、ご使用ください。 

セキュリティの設定などについて、お客様ご自身で対処できない場合には、「富士通 
パーソナル製品に関するお問い合わせ窓口」までお問い合わせください。 

当社では、お客様がセキュリティの設定を行わないで使用した場合の問題を充分理 
解したうえで、お客様ご自身の判断と責任においてセキュリティに関する設定を行 
い、製品を使用することをお勧めします。 

セキュリティ対策を施さず、あるいは、無線 LAN の仕様上やむを得ない事情により 
セキュリティの問題が発生した場合、当社は、これによって生じた損害に対する責 
任を負いかねます。 
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補足情報 

■ 5 GHz 帯のチヤンネル（周波数帯）の種類 

「IEEE 802.11 a / b / g / n 準拠の無線 LAN 」 を搭載した機種をお使いの場合は、 
5 GHz 帯を利用した無線 LAN を使用できます。 

5 GHz 帯を利用した無線 LAN には、 W 52、 W 53、 W 56 という3種類のチヤン 
ネル（周波数帯）があります。これは、2007年1月31日および2005年5月 
16日に総務省により発表された「電波法施行規則の一部を改正する省令」により、 
5 GHz 帯のチャンネル（周波数帯）の変更と、新チャンネルの追加が行われたため 
です。 


IEEE 802.11 b/g 

1 

m 

IEEE 802.1 la 

W 52 W 53 W 56 


^oint 

► アドホック通信の場合は 

このパソコンのアドホック通信では、 5 GHz 帯を使用できません。 

►「IEEE 802.11 a / b / g / n 準拠の無線 LAN 」 を搭載した機種をお使いの 
場合は 、 IEEE 802.1 In では、 2.4 GHz /5 GHz 両方の周波数帯のチヤ 
ンネルを使用します。 


■ 電波放射の環境への影響 

參このパソコンは、他の高周波デバイス同様に、高周波エネルギーを放出していま 
すが、このパソコンが放出するエネルギーのレベルは、例えば携帯電話のような 
無線デバイスが放出する電磁エネルギーよりはるかに低く抑えられています。 

• このパソコンは、高周波安全基準および勧告のガイドライン内で動作するため、 
本製品の使用者に対し、安全性を確信しています。本基準および勧告は、科学界 
の統一見解を反映しており、研究班の審議および広範な研究文献を継続的に調査 
し解釈する科学者たちの委員会を根本としています。 

參ある状況や環境において、このパソコンの使用は、建物の所有者や団体の責任あ 
る代者により制限されることがあります。例えば、下記にあげる場合です。 

• 他のデバイスやサービスに対し干渉の危険がある環境での使用 

鲁特定の団体や環境（例えば空港）で無線デバイスの使用に適用される方針が明確 
にわからない場合は、機器の電源を入れる前に本製品の使用許可について問い合 
わせをしてください。 

■ 電波放射の人体への影響 

このパソコンから放射される出カパワーは、例えば携帯電話が放射する電波のレべ 

ルよりはるかに低くなっています。それでも、このパソコンは、通常の動作中に人 

間の接触に対し電位が最小限にとどめられるように使用されなくてはなりません。 

使用中はこのパソコンのアンテナ部分に極力触れないでください。 

無線 LAN アンテナの場所については、0『取扱説明劃-「各部の名称と働き」を 

ご覧ください。 
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■ 無線 LAN による通信を行うための注意 

•「IEEE 802.1 la / b / g / n 準拠の無線 LAN 」 を搭載した機種をお使いの場合、電波 
法の定めにより W 56 のチャンネルは屋外でご利用になれますが、 W 52、 W 53 
のチャンネルは屋外でご利用になれません。このパソコンに内蔵の無線 LAN を 
5 GHz 帯でご使用になる場合、特定のチャンネ;レの電波の発信を停止することは 
できないため、屋外ではご利用になれません。 

春このパソコンは、日本国内での無線規格に準拠し、認定を取得しています。日本 
国内でのみお使いいただけます。また、海外でご使用になると罰せられることが 
あります。 

• 航空機内での使用は、各航空会社に事前にご確認ください。 

♦ IEEE 802.1 lg と IEEE 802.11 bfi ' S 昆在する環境では 、 IEEE 802.1 lg は IEEE 
802.1 lb との互換性をとるため 、 IEEE 802.1 lg 本来の性能が出ない場合が 
あります 。 IEEE 802.1 lg 本来の性能が必要な場合は 、 IEEE 802.11 g と EEE 
802.1 lb を別の無線 LAN ネットワークにし、使用しているチャンネルの間隔 
を5チャンネル以上空けてお使いください。 

♦ このパソコンの使用中、特に無線 LAN で通信中はアンテナ部分に極力触れないで 
ください。通信性能が低下する場合があります。 

また、このパソコンを設置する場合には、周囲が金属などの導体（電気を通しや 
すいもの）でできている場所を避けてください。通信性能が低下し、設置環境に 
よつては通信できなくなることがあります。 

無線 LAN アンテナの場所については、0『取扱説明書』一「各部の名称と働き」 
をご覧ください。 

• このマニュアルに従わずに設定したり使用したりすると、無線通信に有害な干渉 
を生じることがあります。 


♦ このパソコンがラジオ、テレビの受信機に有害な干渉を与える原因となっている 
場合は（このパソコンの電源を入/切することで原因となっているかが判別でき 
ます）、次の方法で干渉を取り除くようにしてください。 

• このパソコンと受信機の距離を離す 

-受信機を接続しているコンセントと別系統回路のコンセントにこのパソコンを 
接続する 

-経験のあるラジオ/テレビ技術者に相談する 
• このパソコンの不正な改造は行わないでください。不正な改造により発生した、 
ラジオやテレビへの干渉についての責任は負いません。 

♦近くに他のチャンネルを使用している無線 LAN 機器がある場合、干渉により本来 
の性能が出ない場合があります。この場合、他のチャンネルを使用している無線 
LAN 機器と使用しているチャンネルの間隔を空けるように変更して、干渉の影響 
が最小となるチャンネルでお使いください。それでも解決しない場合は、他の 
チャンネルを使用している無線 LAN 機器から 3 m 以上離して干渉の影響が最小 
となる場所でお使いください。 


■ 良好な通信を行うために 

♦パソコン本体と通信相手の機器との推奨する最大通信距離は、次のとおりです。 


無線 LAN の種類 

推奨する最大通信距離 

IEEE 802.1 la 準拠 

見通し半径 15 m 以内 

IEEE 802.1 lbs 旧 EE 8〇2.11 g 準拠 

見通し半径 25 m 以内 

IEEE 802.1 In 準拠 

見通し半径 50 m 以内 


ただし、無線 LAN の特性上、ご利用になる建物の構造•材質、障害物、ソフトゥェ 
ア、設置状況、電波状況などの使用環境により通信距離は異なります。また、通信 
速度の低下や通信不能となる場合もありますのであらかじめご了承ください。 
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參パソコン本体は、他の電気機器から離して設置してください。パソコン本体と電 
源が入った電気機器を近づけていると、正常に通信できなかったり、電気機器の 
障害になったりすることがあります。正常に通信できない場合は、使用するチャ 
ンネルや使用場所を変更してください。特に、電子レンジなどの強い高周波エネ 
ルギーを出す機器の使用時は、影響を受けやすく、正常に通信できないことがあ 
ります。 

♦放送局や無線機などが近く、正常に通信できないときは、パソコン本体の設置場 
所を変えてみてください。周囲の電波が強すぎると、正常に通信できないことが 
あります。 

• このパソコンの無線 LAN は、 Bluetooth ワイヤレステクノロジー機器と同じ周波 
数帯 （2.4 GHz 帯）を使用するため、パソコン本体の近辺で Bluetooth ワイヤ 
レステクノロジー機器を使用すると電波干渉が発生し、通信速度の低下や接続不 
能になる場合があります。 

♦ Bluetooth ワイヤレステクノロジー機器との電波干渉を防ぐには、次の対策を行 
うと、電波の干渉を防ぐことができる場合があります。 

• Bluetooth ワイヤレステクノロジー機器とパソコン本体との間は 10 m 以上離 
して使用する。 

• Bluetooth ワイヤレステクノロジー機器の電源を切る。 

( Bluetooth ワイヤレステクノロジー機器を内蔵している場合や、単独で電源 
を切れないちのを除く） 

• Bluetooth ワイヤレステクノロジー機器の電波を、ユーティリティを使って停 
止する ( Bluetooth ワイヤレステクノロジー機器を内蔵している場合)。 

•「IEEE 802.11 a / b / g / n 準拠の無線 LAN 」 を搭載した機種をお使いの場合、 
無線 LAN の 5 GHz 帯を利用する（ただし利用できるのは屋内のみ)。 

•「IEEE 802.1 la / b / g /门準拠の無線 LAN 」 を搭載した機種をお使いの場合、 5 GHz 
帯チャンネルの W 53 (52 〜 64 ch )、 W 56 (1 〇〇〜 140 ch ) では、無線 LAN 
アクセスポイントの DFS 機能が作動した場合、 W 53/ W 56 の通信はいったん切 
断されます。 DFS 機能により、その無線 LAN アクセスポイントが再起動した場 
合は、 W 53/ W 56 以外のすべての通信もいったん切断されます。 


無線 LAN の仕様 

お使いの機種に搭載されている無線 LAN の種類は、0『取扱説明書』の「仕様一覧」 
でご確認いただけます。 

お使いの機種によって、無線 LAN の仕様が異なります。選んだ無線 LAN デバイス 
に対応した仕様をご覧ください。 

■タイプ1の無線 LAN 搭載機種の場合 


項目 

仕様 

ネットワーク種類 

EEE 802.1 lb 準拠、 IEEE 802.1 lg 準拠、 

EEE 802.1 In 準拠、 ( Wi - Fi ® 準拠) [注 1 ] 

転送レート 

DS-SS :11 〜 1 Mbps (自動切り替え） 

0 FDM :150 〜 6 Mbps 

(自動切り替え、 40 MHz 帯域幅システム/ HT 40 時)、 

65 〜 6 Mbps 

(自動切り替え、 20 MHz 帯域幅システム/ HT 20 時)、 

54 〜 6 Mbps (自動切り替え、レガシーモード時） 

使用周波数 

2,400 MHz 〜 2,483 .5 MHz 

チヤンネル数 ほ 7 ] 

IEEE 802.11 b 準拠：'!〜 1 3 ch ( DS - SS ) (そのぅち 1 ch を使用） 
IEEE 802.11 g 準拠：'!〜 1 3 ch (〇 FDM ) (そのうち 1 ch を使用） 
IEEE 802.1 In 準拠: 20 MHz 帯域幅システム ( HT 20) ( OFDM ) 
(下記のうち lch を使用） 

2.4 GHz モード 

1 〜 13 ch 

40 MHz 帯域幅システム （ HT 40) (0 FDM ) (下記のうち 1 ch を 
使用） [注 2 ][注 3 ] 

2.4 GHz モード 

[1、5]/[2、6]/[3、7]/[4、8]/[5、9]/[6、10]/[7、1 l ] ch [注 4 ] 
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項目 

仕様 

セキュリティ 

SSID (ネットワーク名） 

WEP (セキュリティキー （ WEP キー）： 64/128ビット）[注 5 ] 
WPA - パーソナル ( WPA - PSK ) ( TKIP / AES ) 

WPA 2 -ノ V ° —ソナノレ （ WPA 2- PSK ) ( TKIP / AES ) 

WPA - エンタープライズ （ WPA ) ( TLS / PEAP ) ( TKIP / AES ) 
WPA 2 -エンタープライズ ( WPA 2) ( TLS / PEAP ) ( TKIP / AES ) 
IEEE 802 . IX ( TLS / PEAP ) 

無線 LAN の最大接続 
推奨台数（アドホック 
通信時） 

10台以下 D±6] 


注1: Wi - Fi ® 準拠とは、無線 LAN の相互接続性を保証する団体 「 Wi-Fi Alliance ®」 の相 
互接続性テストに合格していることを示します。 


注2 : IEEE 802.1 In では 40 MHz 帯域幅システム （ HT 40) に対応しています。 HT 40 
を利用するには、無線 LAN アクセスポイントも HT 40 に対応している必要があります。 
注3 : IEEE 802.1 In では無線 LAN アクセスポイントの設定において HT 40 の機能を有 
効にする場合には、周囲の電波状況を確認して他の無線局に電波干渉を与えないこと 
を事前に確認してください。万一、他の無線局において電波干渉が発生した場合には、 
ただちに HT 40 の機能を無効にしてください。 

注4: [ m 、 n ] は、2つの m および n チヤンネルの周波数帯が1つにまとまったチヤン 

ネルを表します。 

注5: WEP による暗号化は上記ビット数で行いますが、ユーザーが設定可能なビット数は 
固定長24ビットを弓 I いた40ビット/104ビットです。 

注6 : IEEE 802.1 In ではアドホック通信はできません。アドホック通信時は自動的にレ 
ガシーモード (IEEE 802.1 lb/IEEE 802.11 g ) で接続されます。また、お使いに 
なる環境によっては接続可能台数が減少することがあります。 

注7:このパソコンに搭載されている無線 LAN の IEEE 802.1 lb では、無線チヤンネル 
としてチヤンネル1〜13を使用しています。 

無線 LAN アクセスポイントのチヤンネルを、1〜13の間で設定してください。設 
定方法については、無線 LAN アクセスポイントのマニュアルをご覧ください。 


■タイプ2の無線 LAN 搭載機種の場合 


項目 

仕様 

ネットワーク種類 

IEEE 802.1 lb 準拠 、 IEEE 802.1 lg 準拠 、 IEEE 802. 11 n 準 
拠 （ Wi - Fi ® 準拠）[注 1 ] 

転送レート 

DS-SS :11〜1 Mbps (自動切り替え） 

0 FDM : 300〜 6 Mbps 

(自動切り替え、 40 MHz 帯域幅システム/ HT 40 時)、 

13〇〜 6 Mbps 

(自動切り替え、 20 MHz 帯域幅システム/ HT 20 時)、 

54〜 6 Mbps (自動切り替え、レガシーモード時） 

使用周波数 

2,400 MHz 〜2,483 .5 MHz 

チヤンネル数 Di7] 

IEEE 802.11 b 準拠：'!〜1 3 ch ( DS - SS ) (そのうち1 ch を使用） 
IEEE 802.11 g 準拠：1〜1 3 ch (〇 FDM ) (そのうち1 ch を使用） 
IEEE 802.1 In 準拠: 20 MHz 帯域幅システム ( HT 20)( 〇 FDM ) 
(下記のうち lch を使用） 

2.4 GHz モード 

1〜 13 ch 

40 MHz 帯域幅システム （ HT 40) (0 FDM ) (下記のうち1 ch を 
使用）[注 2 ][注 3 ] 

2.4 GHz モード 

[1、5]/[2、6]/[3、7]/[4、8]/[5、9]/[6、10]/[7、1 l ] ch [注 4 ] 

セキュリティ[注 8 ] 

SSID (ネットワーク名） 

WEP (セキュリティキー （ WEP キー）： 64/128ビット）[注 5 ] 
WPA - パーソナル （ WPA - PSK ) ( TKIP / AES ) 

WPA 2 -ノ V ° —ソナノレ （ WPA 2- PSK ) ( TKIP / AES ) 

WPA - エンタープライズ （ WPA ) ( TLS / PEAP ) ( TKIP / AES ) 
WPA 2 -エンタープラィズ ( WPA 2) ( TLS / PEAP ) ( TKIP / AES ) 
IEEE 802 .IX ( TLS / PEAP ) 

無線 LAN の最大接続 
推奨台数（アドホック 
通信時） 

10 台以下[注 6 ] 
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注1: Wi - Fi ® 準拠とは、無線 LAN の相互接続性を保証する団体 「 Wi-Fi Alliance ®」 の相 
互接続性テストに合格していることを示します。 

注2 : IEEE 802.1 In では 40 MHz 帯域幅システム （ HT 40) に対応しています。 HT 40 
を利用するには、無線 LAN アクセスポイントも HT 40 に対応している必要があります。 

注3 : IEEE 802.1 In では無線 LAN アクセスポイントの設定において HT 40 の機能を有 
効にする場合には、周囲の電波状況を確認して他の無線局に電波干渉を与えないこと 
を事前に確認してください。万一、他の無線局において電波干渉が発生した場合には、 
ただちに HT 40 の機能を無効にしてください。 

注4: [ m 、 n ] は、2つの m および n チヤンネルの周波数帯が1つにまとまったチヤン 

ネルを表します。 

注5: WEP による暗号化は上記ビット数で行いますが、ユーザーが設定可能なビット数は 
固定長24ビットを引いた40ビット/104ビットです。 

注6 : IEEE 802.1 In ではアドホック通信はできません。アドホック通信時は自動的にレ 
ガシーモード (IEEE 802.1 lb/IEEE 802.11 g ) で接続されます。また、お使いに 
なる環境によっては接続可能台数が減少することがあります。 

注7:このパソコンに搭載されている無線 LAN の IEEE 802.1 lb では、無線チヤンネル 
としてチヤンネル1〜13を使用しています。無線 LAN アクセスポイントのチヤン 
ネルを、1〜13の間で設定してください。設定方法については、無線 LAN アクセ 
スポイントのマニュアルをご覧ください。 

注8: IEEE 802.1 In で接続するためには、パスフレーズ （ PSK ) を AES に設定する必 
要があります。 


■タイプ3の無線 LAN 搭載機種の場合 


項目 

仕様 

ネットワーク種類 

IEEE 802.1 la 準拠 、 IEEE 802.1 lb 準拠 、 IEEE 802. 11 g 準 
拠 、 IEEE 802.1 In 準拠、 (5 GHz 帯のチャンネルは W 52/ W 53/ 
W 56 です） （ Wi - Fi ® 準拠）[注 1 ] 

転送レート 

DS-SS :11〜1 Mbps (自動切り替え） 

0 FDM : 300〜 6 Mbps 

(自動切り替え、 40 MHz 帯域幅システム / HT 40 時、受信)、 

"1 50〜 6 Mbps 

(自動切り替え、 40 MHz 帯域幅システム / HT 40 時、送信)、 

144〜 6 Mbps 

(自動切り替え、 20 MHz 帯域幅システム/ HT 20 時、受信)、 

72〜 6 Mbps 

(自動切り替え、 20 MHz 帯域幅システム / HT 20 時、送信)、 

54〜 6 Mbps (自動切り替え、レガシーモード時） 

使用周波数 

2,400 MHz 〜2,483 .5 MHz 

5,150 MHz 〜5,340 MHz 

5,460 MHz 〜5,740 MHz 
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項目 

仕様 

チヤンネル数 

IEEE 802.11 b 準拠：卜1 3 ch ( DS _ SS ) (そのぅち1 ch を使用） 
IEEE 802.11 g 準拠：1〜1 3 ch (〇 FDM ) (そのぅち1 ch を使用） 
IEEE 802.1 la ( W 52/ W 53/ W 56) 準拠： 36/40/44/48/ 

52/56/60/64/100/104/108/112/11 6/120/124/ 

128/1 32/1 36/1 40 ch ( OFDM ) (そのうち1 ch を使用）[注 2 ] 
IEEE 802.1 In 準拠： 

20 MHz 帯域幅システム （ HT 20) (0 FDM ) (下記のうち1 ch を 

使用） 

5 GHz モード 

W 52 (36/40/44/48) / W 53 (52/56/60/64) / W 56 (100/ 

104/108/1 12/1 16/1 20/1 24/128/132/136/1 40) ch [注 2 ] 
2.4 GHz モード 

1〜 13 ch 

40 MHz 帯域幅システム （ HT 40) (0 FDM ) (下記のうち1 ch を 
使用）[注 3 ][注 4 ] 

5 GHz モード 

W 52 ([36、 40] / [44、 48] )/ W 53 ([52、 56] / [60、64]) 
/ W 56 ([100、 104] / [108、 112] /1116、 120] / [124、 
128] / [132、136]) ch [注 2 ][注 5 ] 

2.4 GHz モード 

[1、5]/[2、6]/[3、7]/[4、8]/[5、9]/[6、10]/[7、1 l ] ch [注 5 ] 

セキュリティ[注 8 ] 

SSID (ネットワーク名） 

WEP (セキユリテイキー （ WEP キー）： 64/128ビット）[注 6 ] 
WPA - パーソナル ( WPA - PSK ) ( TKIP / AES ) 

WPA 2 -ノ V ° —ソナノレ （ WPA 2- PSK ) ( TKIP / AES ) 

WPA - エンタープライズ （ WPA ) ( TLS / PEAP ) ( TKIP / AES ) 
WPA 2 -エンタープライズ ( WPA 2) ( TLS / PEAP ) ( TKIP / AES ) 
IEEE 802 . IX ( TLS / PEAP ) 

無線 LAN の最大接続 
推奨台数（アドホック 
通信時） 

10台以下[注 7 ] 


注1: Wi - Fi ® 準拠とは、無線 LAN の相互接続性を保証する団体 「 Wi-Fi Alliance ®」 の相 
互接続性テストに合格していることを示します。 

注2:次のチヤンネルが使用可能です。 

• W 52 : 36 (5, 1 80 MHz ) MO (5,200 MHz ) /44 (5,220 MHz ) /48 (5,240 MHz ) 

• W 53 : 52 (5,260 MHz ) /56 (5,280 MHz ) /60 (5,300 MHz ) /64 (5,320 MHz ) 

• W 56 :100 (5,500 MHz ) /104 (5,520 MHz ) /108 (5,540 MHz ) / I 12 
(5,560 MHz ) / I 16 (5,580 MHz ) /120 (5,600 MHz ) /124 (5,620 MHz ) / 
128 (5,640 MHz ) / I 32 (5,660 MHz )/ I 36 (5,680 MHz )/ I 40 (5,700 MHz ) 

注 3: EEE 802.1 In では 40 MHz 帯域幅システム （ HT 40) に対応しています。 HT 40 
を利用するには、無線 LAN アクセスポイントも HT 40 に対応している必要がありま 
す。 

注4 : IEEE 802.1 In を使用する際の無線 LAN アクセスポイントの設定で、 HT 40 の機 
能を有効にする場合には、周囲の電波状況を確認して他の無線局に電波干渉を与えな 
いことを事前に確認してください。万一、他の無線局において電波干渉が発生した場 
合には、ただちに HT 40 の機能を無効にしてください。 

注5: [ m 、 n ] は、2つの m および n チヤンネルの周波数帯が1つにまとまったチヤンネ 
ルを表します。 

注6: WEP による暗号化は上記ビット数で行いますが、ユーザーが設定可能なビット数は 
固定長24ビットを弓 I いた40ビット/104ビットです。 

注7 : IEEE 802.1 In ではアドホック通信はできません。アドホック通信時は自動的にレ 
ガシーモード (IEEE 802.1 lb/IEEE 802.11 g ) で接続されます。また、お使いに 
なる環境によっては、接続可能台数は減少することがあります。 

注8: IEEE 802.1 In で接続するためには、パスフレーズ （ PSK ) を AES に設定する必 
要があります。 
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Bluetooth ワイヤレステクノロジー_ 

Bluetooth ワイヤレステクノロジー搭載機種のみ 

ここでは、 Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーを使用する方法について説明してい 
ます。 

Bluetooth ワイヤレステクノロジーとは 


Bluetooth ワイヤレステクノロジーとは、へツドセツトやモデム、携帯電話などの 
周辺機器や他の Bluetooth ワイヤレステクノロジー搭載のパソコンなどに、ケーブ 
ルを使わず電波で接続できる技術です。 

Bluetooth ワイヤレステクノロジーの特長 

このパソコンの Bluetooth ワイヤレステクノロジーの主な特長は、次のとおりです。 
• 出力 Class2、Bluetooth 無線規格 2.1 + EDR に準拠しています。 Bluetooth 無 
線規格 2.1 + EDR およびそれ以前の規格に準拠した機器と接続が可能です。 
なお、すべての Bluetooth ワイヤレステクノロジー機器に接続可能なことを保 
証するものではありません。 


必要なものを用意する 


• Bluetooth ワイヤレステクノロジー機器 

Bluetooth ワイヤレステクノロジーを利用してパソコンと接続する機器です。 
Bluetooth ワイヤレステクノロジー機器には次のようなものがあります。お使い 
になる目的に応じてご用意ください。 

• キーボード 
• マウス 
• プリンター 
• へッドセット 
• 携帯電話 

♦ Bluetooth ワイヤレステクノロジー機器のマニュアル 

お使いになる Bluetooth ワイヤレステクノロジー機器によって設定方法が異な 
る場合があります。必ず Bluetooth ワイヤレステクノロジー機器の マニュアル 
もご覧ください。 


♦ 最大通信速度は 2.1Mbps (Bluetooth 無線規格 2.1+ EDR の理論上の最大値)で 
す。ただし、実際の通信速度はお使いの環境により異なります。 
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補足情報 


Bluetooth ワイヤレステクノロジーを使うための設定をする 


► ペアリングコード （ PIN またはパスコード）について 

パソコンと Bluetooth ワイヤレステクノロジー機器の接続（ペアリン 
グ）設定をするときには、機器によっては「ペアリングコード （ PIN ま 
たはパスコード）」が必要になる場合があります。「ペアリングコード 
( PIN またはパスコード)」については、後述の 「 Windows ヘルプとサ 
ポート」および Bluetooth ワイヤレステクノロジー機器のマニュアル 
をご覧ください。 

► プ□ファイルについて 

Bluetooth ワイヤレステクノロジーには「プ□ファイル」という仕様が 
あり、同じプ□ファイルをもつ Bluetooth ワイヤレステクノロジー機器 
どうしを接続し、そのプ□ファイルの機能を使用することができます。 
このパソコンには、このパソコンがサボートしているプ□ファイルに対 
応した Bluetooth ワイヤレステクノロジー機器を使用することができ 
ます。このパソコンがサボートしているプ□ファイルは HID 、 HCRP 、 
DUN 、 SPP 、 〇 PP 、 PAN 、 A 2 DP 、 AVRCP 、 HSP 、 HFP 、 FTP、BIP 
です。 


パソコンと Bluetooth ワイヤレステクノロジー機器を接続するためには、「デバイ 
スとプリンター」を使用します。 

「デバイスとプリンター」の使用方法については、 「 Windows ヘルプとサボート」の 
「 Bluetooth デバイスを追加する」をご覧ください。 

「 Windows ヘルプとサポート」の 「 Bluetooth デバイスを追加する」は次の手順 
で起動します。 

C (スタート）►「ヘルプとサポート 」►「 L (ヘルプの参照）」►「八ード 
ウェア、デバイス、ドライバー」 ► 「 Bluetooth」►「Bluetooth デバイ 
スを追加する」の順にクリックします。 

「 Windows ヘルプとサポート」の 「 Bluetooth デバイスを追加する」が起動 
しよ9 〇 
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補足情報 


Bluetooth ワイヤレステクノロジーの電波を発信する/ 
停止する 


パソコンに搭載されている Bluetooth ワイヤレステクノロジーの電波を発信/停止 
する方法について説明します。 

病院や飛行機内、その他電子機器使用の規制がある場所では、あらかじめ Bluetooth 
ワイヤレステクノロジーの電波を停止してください。 

■ ワイヤレススイッチが非搭載の機種の場合 

□ [ Fn ] + [ F 5] キーを押して切り替える 

1 [ Fn ] + [ F 5] キーを押すと、電波の発信/停止が切り替わります。 

^ oint 

► rwiDCOMM Bluetooth Software 」 の設定が、「アダプターを無効に 
する」になっていると、 [ Fn ] + [ F 5] キーの状態が「電波発信（ワイ 
ヤレス通信ランプ点灯）」のときでも、電波発信は「停止」状態になり 
cJn 9 〇 

□ rwiDCOMM Bluetooth Software 」 で電波を発信/停止する 

パソコン本体の [ Fn ] + [ F 5] キーが電波を発信している状態で、 Bluetooth ワ 
イヤレステクノロジーの電波だけを切り替えます。 

1 画面右下の通知領域にある 〇 をクリックし、表示された Bluetooth ア 
イコン®を右クリックし、表示されるメニューから「アダプターを有 
効にする」をクリックして、電波を発信します。 

2 画面右下の通知領域にある △ をクリックし、表示された Bluetooth ア 
イコン©を右クリックし、表示されるメニューから「アダプターを無 
効にする」をクリックして、電波を停止します。 


■ ワイヤレススイッチ搭載機種の場合 

パソコン本体の「ワイヤレススイッチ」を使っての、電波の発信/停止の一覧は次 
のようになります。 


ワイヤレススイッチの状態 

Bluetooth ワイヤレス テクノロジーの 

電波発信状態 

〇 N [注] 

〇発信 

OFF 

x 停止 


注 ： 「Bluetooth Feature Pack 」 の設定が、「アダプターを無効にする」になって 
いると、ワイヤレススイッチの状態が 「 ON 」 のときでも、電波発信は「停止」 
状態になります。 


^oint 

►「Bluetooth Feature Pack 」 で「アダプターを無効にする」にしてい 
る場合には、「アダプターを有効にする」にしてください。 

「Bluetooth Feature Pack のヘルプファイル」は次の手順で起動しま 
す。 

_ (スタート）►「すべてのプ□グラム 」 ►「Bluetooth Feature Pack 
5.0」 ►「ヘルプ Bluetooth Feature Pack 5.0」 

► 省電カモードで Bluetooth ワイヤレステクノロジーを無効にする設定 
にしている場合は、通常モードにしてください（省電カユーティリティ 
搭載機種のみ)。 
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補足情報 

□ワイヤレススイッチで電波を発信/停止する 

ワイヤレススイッチの場所については、0『取扱説明書』一「各部の名称と働き」を 
ご覧ください。 

1 パソコン本体のワイヤレススイッチを矢印の方向にスライドして、電 
波を発信します。 

I OFF ㈠ ON | 

(これ以降のイラストは機種や状況により異なります） 

Bluetooth ワイヤレステクノロジーの電波の発信を開始します。 

2 パソコン本体のワイヤレススイッチを矢印の方向にスライドして、電 
波を停止します。 

[off © ON I 

Bluetooth ワイヤレステクノロジーの電波が停止します。 

^ oint 

► ワイヤレススイッチで電波を停止した場合、無線 LAN の電波も、同時に 
停止されます。 

□「Bluetooth Feature Pack 」 で電波を発信/停止する 

パソコン本体のワイヤレススイッチが ON になっている状態で、 Bluetooth ワイヤ 
レステクノロジーの電波だけを切り替えます。 


画面右下の通知領域にある△をクリックし、表示された Bluetooth ア 
イコン®を右クリックし、表示されるメニューから「アダプターを有 
効にする」をクリックして、電波を発信します。 


デバイスの追加⑷ 

デパイスの接続を許可 (L) 

Bluetooth デパイスの表示 (D) 

ファイノ 信⑸ 

ファイノ 

パーソナルエリアネツトワークへ参加 (J) 
設定を関く (0) 

f アダプターを有効にする (N) | 

アイコンの削除(I) 




(これ以降の画面は機種や状況により異なります) 


12:36 n 
2009708/13 


2 画面右下の通知領域にある△をクリックし、表示された Bluetooth ア 
イコン©を右クリックし、表示されるメニューから「アダプターを無 
効にする」をクリックして、電波を停止します。 


デパイスの追加 (A) 

デバイスを許可 ( L) 

Bluetooth デパイスの表元 (D) 

ファイノ _信⑸ 

ファイノ UDS€(R) 

パーソナルエリアネットワークへ参加 (J) 
設定を関く (0) 

[ァ ダブ ターを 無効にする (F) j 


アイコンの削除(I) 



カスタマイズー 







. 9:29 P 

,, 2009/08/06 
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補足情報 


Bluetooth ワイヤレステクノロジーをお使いになるうえで 
の注意 


ここでは、 Bluetooth ワイヤレステクノロジーをお使いになるうえで注意していた 
だきたいことについて説明しています。 

■ Bluetooth ワイヤレステクノロジーご使用時におけるセキユリ 
ティに関する注意 



► お客様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です。 

Bluetooth ワイヤレステクノロジーでは、電波を利用して周辺機器や他のパソコン 
との間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範囲であれば自由に接続が可能で 
あるという利点があります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）を越えてすべての場所に届 
くため、セキュリティに関する設定を行っていない場合、以下のような問題が発生 
する可能性があります。 

♦通信内容を盗み見られる 

悪意ある第三者が、電波を故意に傍受し、 ID やパスワード、その他の個人情報な 
どの通信内容を盗み見る可能性があります。 

• 不正に使用される 

悪意ある第三者が、無断で個人や会社内の周辺機器やパソコンへアクセスし、次 
の行為をされてしまうおそれがあります。 

• 個人情報や機密情報を取り出す（情報漏洩） 

•特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

•傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん） 

• コンピューターウイルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊） 


このパソコンおよび一部の周辺機器や他のパソコンに内蔵されている Bluetooth ワ 
イヤレステクノロジーは、これらの問題に対応するためのセキュリティのしくみを 
ちっています。 

そのため、別途ご購入された Bluetooth ワイヤレステクノロジー搭載の周辺機器や 
他のバソコンがセキュリティのしくみをもっている場合、セキュリティに関する設 
定を正しく行うことで、これらの問題が発生する可能性を少なくすることができま 
す。しかし、 Bluetooth ワイヤレステクノロジー内蔵の周辺機器や他のパソコンは、 
ご購入時の状態ではセキュリティに関する設定が施されていない場合があります。 
上記のようなセキュリティ問題が発生する可能性を少なくするためには、周辺機器 
や他のパソコンに添付されている取扱説明書に従い、これらの製品のセキュリティ 
に関するすべての設定を必ず行ってください。 

なお、 Bluetooth ワイヤレステクノロジーの仕様上、特殊な方法によりセキュリ 
ティ設定が破られることもあり得ますので、ご理解のうえ、ご使用ください。 

セキュリティの設定などについて、お客様ご自身で対処できない場合には、「富士通 
パーソナル製品に関するお問い合わせ窓口」までお問い合わせください。 

当社では、お客様がセキュリティの設定を行わないで使用した場合の問題を充分理 
解したうえで、お客様ご自身の判断と責任においてセキュリティに関する設定を行 
い、製品を使用することをお勧めします。 

セキュリティ対策を施さず、あるいは、 Bluetooth ワイヤレステクノロジーの仕様 
上やむを得ない事情によりセキュリティの問題が発生した場合、当社は、これによっ 
て生じた損害に対する責任を負いかねます。 
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補足情報 


■ Bluetooth ワイヤレステクノロジーによる通信を行うための注意 

擊パソコン本体と通信相手の機器との推奨する最大通信距離は、見通し半径1 Om 以 
内（出力 Class2 の最大値）です。 

ただし、 Bluetooth ワイヤレステクノロジーの特性上、ご利用になる建物の構 
造•材質、障害物、ソフトウェア、設置状況、電波状況などの使用環境により通 
信距離は異なります。また、通信速度の低下や通信不能となる場合もありますの 
であらかじめご了承ください。 

• このパソコンの Bluetooth ワイヤレステクノロジー用アンテナは、パソコン本体 
に内蔵されています。このパソコンの使用中、特に Bluetooth ワイヤレステク 
ノ□ジーの通信中はアンテナ部分に極力触れないでください。通信性能が低下す 
る場合があります。 

また、このパソコンを設置する場合には、周囲が金属などの導体（電気を通しや 
すいもの）でできている場所を避けてください。通信性能が低下し、設置環境に 
よっては通信できなくなることがあります。 

Bluetooth ワイヤレステクノロジー用アンテナの場所については、0『取扱説明 
書』一「各部の名称と働き」をご覧ください。 

♦パソコン本体は、他の電気機器から離して設置してください。パソコン本体と電 
源が入った電気機器を近づけていると、正常に通信できなかったり、電気機器の 
障害になったりすることがあります。正常に通信できない場合は、使用場所を変 
更してください。特に、電子レンジなどの強い高周波エネルギーを出す機器の使 
用時は、影響を受けやすく、正常に通信できないことがあります。 

♦放送局や無線機などが近く、正常に通信できないときは、パソコン本体の設置場 
所を変えてみてください。周囲の電波が強すぎると、正常に通信できないことが 
あります。 

• Bluetooth ワイヤレス テクノロジーは EEE 802.1 lbs IEEE 802.1 lg や EEE 
802.11 n の 2.4GHz 帯規格の無線 LAN と同じ周波数帯の電波を使用します。 
そのため、ご使用の状態によっては無線 LAN と Bluetooth ワイヤレステクノロ 
ジーの電波が干渉し、他のパソコンなどとの通信速度が低下したり、 Bluetooth 
ワイヤレステクノロジーで接続したワイヤレスへッドホンなどの音質が悪く 
なったりする場合があります。 


• 無線 LAN 機器との電波干渉を防ぐには、次の対策を行うと、電波の干渉を防ぐこ 
とができる場合があります。 

• 無線 LAN 機器とパソコン本体との間は 1 0m 以上離して使用する。 

• 無線 LAN 機器の電源を切る。 

•無線 LAN 機器の電波を、ユーティリティを使って停止する。 

• 無線 LAN の 5GHz 帯を利用する（ただし利用できるのは屋内のみ)。 

♦ このパソコンに USB アダプタ型などの他の Bluetooth ワイヤレステクノロジー 
機器を取り付けて、同時に使用しないでください。 

■ 電波放射の環境への影響 

籲このパソコンは、他の高周波デバイス同様に、高周波エネルギーを放出していま 
すが、このパソコンが放出するエネルギーのレベルは、例えば携帯電話のような 
無線デバイスが放出する電磁エネルギーよりはるかに低く抑えられています。 

♦ このパソコンは、高周波安全基準および勧告のガイドライン内で動作するため、 
このパソコンの使用者に対し、安全性を確信しています。本基準および勧告は、 
科学界の統一見解を反映しており、研究班の審議および広範な研究文献を継続的 
に調査し解釈する科学者たちの委員会を根本としています。 

籲ある状況や環境において、このパソコンの使用は、建物の所有者や団体の責任あ 
る代表者により制限されることがあります。例えば、下記にあげる場合です。 

• 他のデバイスやサービスに対し干渉の危険がある環境での使用 
♦特定の団体や環境（例えば空港）で無線デバイスの使用に適用される方針が明確 
にわからない場合は、機器の電源を入れる前にこのパソコンの使用許可について 
問い合わせをしてください。 

■ 電波放射の人体への影響 

• このパソコンから放射される出カパワーは、例えば携帯電話が放射する電波のレ 
ベルよりはるかに低くなっています。それでも、このパソコンは、通常の動作中 
に人間の接触に対し電位が最小限にとどめられるように使用されなくてはなり 
ません。使用中はこのパソコンのアンテナ部分に極力触れないでください。 
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■ 干渉に関する注意 

• このマニュアルに従わずに設定したり使用したりすると、無線通信に有害な干渉 
を生じることがあります。 

• このパソコンがラジオ、テレビの受信機に有害な干渉を与える原因となっている 
場合は（このパソコンの電源を入/切することで原因となっているかが判別でき 
ます)、次の方法で干渉を取り除くようにしてください。 

• このパソコンと受信機の距離を離す 

• 受信機を接続しているコンセントと別系統回路のコンセントにこのパソコンを 
接続する 

• 経験のあるラジオ/テレビ技術者に相談する 

• このパソコンの不正な改造は行わないでください。不正な改造により発生した、 
ラジオやテレビへの干渉についての責任を負いません。 
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6 ■スリープ/休止状態 


スリープ/休止状態とは 


このパソコンは、 Windows を終了することなく消費電力を抑えることができるよ 
うに、省電力機能を使うことができます。 

省電力機能には、次のような機能があります。 

籲パソコンがバッテリで動作するときは、 AC アダプタで動作しているときよりも 
液晶ディスプレイを暗めに調整する。 

♦ 一定時間パソコンを操作しないと、スリープや休止状態に切り替わり消費電力を 
節約する。 

• 省電カモードで消費電力を節約する（省電カユーティリティ搭載機種のみ)。 
省電カモードについては、「省電カユーティリティ（搭載機種のみ)」 P .89) 
をご覧ください。 


スリープ 


パソコンの電源を切らずに、作業中のデータなどをメモリに保存して、パソコンを 
待機状態にすることです。スリープ中は、メモリに保存したデータなどを保持する 
ために少しずつ電力を消費しています。ご購入時の設定では、スリープしてから一 
定時間経過するか、バッテリの残量が少なくなると、データなどの保存先をメモリ 
から八ードディスクに切り替えて、パソコンの電源を切るようになっています。 

スリープへ切り替える操作については、^『取扱説明書』 一 「取り扱い」 一 「電源を 
入れる/切る」一「スリープにする/復帰させる」をご覧ください。 

休止状態 


作業中の データな どを八 ー ドディスクに保存して、バソコン本体の電源を切ること 
です。そのため、スリープよりも待機状態にしたり復帰（レジューム）したりする 
ための時間が長くなりますが、消費電力は削減されます。 

■ 休止状態に切り替える操作 

• 轉（ スタート） ► 卜-- |& |の！^ ► 「休止状態」の順にクリックします。 

ディスプレイの表示が消え休止状態になります。 


• 液晶ディスプレイを閉じます0 

液晶ディスプレイを閉じたときに休止状態になるように設定しておく必要があ 
ります。設定方法は、「電源ボタンを押したときと、液晶ディスプレイを閉じた 
ときに休止状態になるように変更する」 （— P .87) をご覧ください。 
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スリープ/休止状態にするうえでの注意 

籲パソコンをお使いの状況によっては、スリープや休止、レジュームに時間がかか 
る場合があります。 

翁スリープまたは休止状態にした後、すぐにレジュー厶しないでください。必ず、 
1〇秒以上たってからレジュー厶するようにしてください。 

參接続している周辺機器のドライバーが正しくインス I -ールされていない場合、ス 
リープや休止状態にならないことがあります。 

♦スリープや休止、レジュー厶のときに、画面に一瞬ノイズが発生する場合があり 
ますが、故障ではありません。 

鲁ネットワーク（インターネットなど）に接続中は、スリープや休止状態にしない 
ことをお勧めします。お使いの環境によっては、ネットワーク（インターネット 
など）への接続が正常に行われない場合があります。 

なお、ご購入時の状態では、一定時間パソコンを操作しないとスリープになるよ 
うに設定されています。「電源オプション」ウィンドウで、設定の変更を行って 
ください。 

• スリープ中は、周辺機器の取り付け/取り外しをしないでください。 

春別売の USB マウス接続時に、 [ Fn ] + [ F 4] キーを使ってフラットポイントを無 
効にしても、レジュームするとフラットポイントが有効になります。 

• テレビを見ているときは、スリープや休止状態になりません。（テレビチューナー 
搭載機種のみ） 

• 周辺機器を接続した状態で休止状態にすると、レジュー厶するときに周辺機器の 
情報が初期化されるため、休止状態にする前の作業状態に戻らないことがありま 
す0 


• 次の場合は、スリープや休止状態にしないでください。 

•〇 S の起動処理中または終了処理中 

•パソコンが何か処理をしている最中（プリンター出力中など)、および処理完了 
直後 

-八ードディスクにアクセス中 

• オートラン CD - R 〇 M / DVD - ROM (セツトすると自動で始まる CD - R 〇 M / DVD - 
ROM ) を使用中 

• ビデオ CD や Blu-ray Disc ( Blu-「ay Disc ドライブ搭載機種のみ)、 DVD-VIDEO 
などを再生中 

• 音楽 CD やゲームソフトなどのサウンドを再生中 
• ディスクにデータを書き込みまたは書き換え中 

• ドライバーのインス!-ールが必要な周辺機器を取り付けて、ドライバーをイン 
ス I -ールしているとき 
• マルチ モニター 機能を使用中 
• ネツトワークに接続して通信中 

• デジタルテレビに表示しているとき （ HDMI 出力端子搭載機種のみ） 

•テレビを見ているとき（テレビチューナー搭載機種のみ） 
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スリープ/休止状態の設定変更 

ご購入時には、一定時間パソコンを操作しないと自動的に「スリープ」になるよう 
に設定されています。 

ここでは、省電力機能が働くまでの時間などを変更する方法を説明しています。 
ディスクにデータを書き込むときや、 LAN を使用するときなど、必要に応じて設定 
を変更してください。 

電源プ乏ンを変更する 

ご購入時は「バランス」、「省電力」、「高パフオーマンス」が用意されています。 

1 ©(スタート）►「コント □— ルパネル」►「システムとセキュリティ」 
►「電源オプション」の順にクリックします。 

「電源オプション」ウィンドウが表示されます。 

2 お使いになる彳犬況に適した電源プランのをクリックして®にします。 



「高パフオーマンス」 
を選択する場合は、 
「追加のプランを表示 
します」の®をク 
リックして「高パ 
フオーマンス」を表 
示させます。 


なお、各電源プランにある「プラン設定の変更」をクリックすると、各プランの設 
定を変更することができます。 

oint 

► テレビ再生時には、電源プランを「バランス」か「高パフォーマンス」 
にしてください（テレビチューナー搭載機種のみ)。 

► 電源プランを「高パフォーマンス」に設定すると、バッテリ稼動時間が 
短くなります。 

スリープになるまでの時間を変更する 


スリープになるまでの時間は、次の手順で変更することができます。 

1 修 （スタート）►「コントロールパネル」►「システムとセキュリティ」 
►「電源オプション」の順にクリックします。 

「電源オプション」ウィンドウが表示されます。 

2 「電源オプション」ウィンドウ左の「コンピューターがスリープ状態に 
なる時間を変更」をクリックします。 



3 _ をクリックします。 
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3 「コンピューターをスリープ状態にする」の設定を変更します。 



4 「変更の保存」をクリックします。 

^ oint 

► 設定を元に戻す 

変更した設定は次の手順で元に戻すことができます。 

1 . 「電源オプション」ウインドウ左の「コンピューターがスリープ状 
態になる時間を変更」をクリックします。 

2. 「このプランの既定の設定を復元」をクリックします。 

3. 「はい」をクリックします。 

4. _ をクリックします。 


電源ポタンを押したときと、液晶ディスプレイを閉じたと 
きに休止状態になるように変更する 


パソコン本体の電源ボタンを押したときや、液晶ディスプレイを閉じたときに働く 
省電力機能は、次の手順で変更することができます。 

1 _ (スタート）►「コント □— ルパネル」►「システムとセキュリティ」 
►「電源オプション」の順にクリックします。 

「電源オプション」ウィンドウが表示されます。 

2 「電源オプション」ウィンドウ左の「電源ポタンの動作の選択」または 
「カバーを閉じたときの動作の選択」をクリックします。 

_電源ボタンを押したときの動作を変更する場合は、「電源ボタンの動作の選 
択」をクリックします。 

_液晶ディスプレイを閉じたときの動作を変更する場合は、「カバーを閉じた 
ときの動作の選択」をクリックします。 
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3 電源ポタンとカバーの設定の項目を「休止状態」に変更します。 



^oint 

► レジュームするときに、パスワードの入力が必要になる設定をする 
パソコンがスリープから復帰するときに、あらかじめ Windows に設定 
してあるパスワードの入力を必須とする設定にすることで、このバソコ 
ンのセキュリティを高めることができます。 

指紋を登録していれば、パスワード以外に、指紋認証による復帰も可能 
になります（指紋センサー搭載機種のみ)。 

1. 「現在利用可能ではない設定を変更します」をクリックします。 

2. 「ユーザーアカウント制御」ウィンドウで「続行」をクリックします。 
標準ユーザーで Windows にログオンしている場合は、管理者アカ 
ウントのパスワードを入力し、「〇 K 」 をクリックします。 

3. 「パスワードを必要とする（推奨)」の左の©をクリックして®•に 
しよ!^ 〇 


4 「変更の保存」をクリックします。 
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7 ■省電カユーテイリテイ（搭載機種のみ) 


この章は、省電カユーティリティ搭載機種の方のみお読みください。 

省電カユーティリティとは 


「省電カユーティリティ」とは、パソコンを、本体の動作を中断させずに一部の機能 
の使用を制限して消費電力を抑える「省電カモード」で使用できるようにするため 
ソフトウェアです。 

ここでは、このパソコンで使える「省電カユーティリティ」を使った省電カモード 
について説明しています。 

省電カモード 


Windows が起動しているときに、「省電カユーティリティ」を使った省電カモード 
にすることで、消費電力を節約することができます。省電カモードは、スリープや 
休止状態とは異なり、パソコン本体の動作を中断させません。そのため、パソコン 
の消費電力はスリープや休止状態ほどは節約できません。 

省電カモードでは次の機能により消費電力が節約されます。 

• オーディオをミュートにする0 
♦ 液晶ディスプレイの明るさを変更する。 


その他、お使いの機種に応じて、次の機能により消費電力が節約されます。 
♦ 無線 LAN を使用できなくする。 

♦ 無線 WAN を使用できなくする。 

• Bluetooth ワイヤレステクノロジーを使用できなくする。 

參モノ（イル WiMAX を使用できなくする0 

參ダイレクト • メモリース□ットを使用できなくする0 

• ExpressCard ス□ットを使用できなくする 0 

• 内蔵スーパーマルチドライブュニットの電源を切り、使用できなくする。 

• IEEE 1394 ( DV ) 端子を使用できなくする。 

• 画面のリフレッシュレートを低くする0 


• LAN (有線 LAN ) を使用できなくする。 


7. 省電カユーテイリテイ（搭載機種のみ) 


89 











補足情報 


省電カモードにするうえでの注意 

• 省電カモードにすると次の機能が使用できなくなります。 

省電カモードにする前にそれぞれの機能の使用を中止してください。 

• オーディオ 

• LAN (有線 LAN ) 

その他、お使いの機種に応じて、次の機能が使用できなくなります。 

• 無線 LAN 
• 無線 WAN 

• Bluetooth ワイヤレステクノロジー 
• モバイル WiMAX 

• ExpressCard スロット 

• ダイレクト • メモリースロット 
• 内蔵スーパーマルチドライブ ユニッ ト 

• IEEE 1394 ( DV ) 端子 

• 省電カモードにする前に、マルチモニター表示を解除してシングルディスプレイ 
表示に切り替えてください。 

• 省電カモードにするとオーディオをミュートにする設定になっている場合は、省 
電カモードの間はスピーカーから音が聞こえません（ミュートになっています）。 
參省電カモードにすると画面の明るさが「省電カユーティリティ」で設定された状 
態になります。 

省電カモードに設定後もキーボードで、画面の明るさを調節できます。 

調節方法については、0『取扱説明書』一「取り扱い」一「画面の明るさ」をご覧 
ください。 

• 省電カモードにすると ExpressCard が無効になる設定にしている場合は、省電 
カモードから通常モードに切り替えるときには、必ず ExpressCard スロットか 
らカードを抜いてください (ExpressCard ス□ット搭載機種のみ)〇 
ExpressCard を使う場合、省電カモードから通常モードに戻してから再度セツ 
卜してください。 


♦ 省電カ モー ドにすると内蔵 スーパー マルチドライブ ユニッ トの電源が切れる設 
定にしている場合は、省電カ モー ド時には CD / DVD 取り出しボタンを押しても 
内蔵 スーパー マルチドライブ ユニッ トのトレイは開きません。 

ディスクの取り出しは通常モードで行ってください。 

•省電カモードにするとリフレッシュレートを変更する設定になっている場合は、 
「省電カユーティリティ」で設定された状態になります。 

省電カモードに設定後も 「コン ト□ールパネル」の「画面の設定」で変更するこ 
とができます。 



► 省電カモードの状態確認は、画面右下の通知領域にある 〇 をクリック 
し、表示された「省電カユーティリティ」のアイコンを確認することで 
わかります。省電カモードのときは、アイコンがカラーになります。 


(画面は機種や状況により異なります) 


省電カモードのとき 



通常カモードのとき 


鉍 4) & ib 

im)m © % 

お 廒©® 

カスタマイズ... 



| C 
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省電カモードの使い方 


省電カモードに切り替える 


■ Eco ポタンを使う 

1 Windows が起動しているときに Eco ポタンを押します。 

Eco ボタンの場所については、0『取扱説明書』一「各部の名称と働き」をご 
覧ください。 

B 旧 LO L 〇〇 X M シリーズは、 [ Fn ] + 【 F 11】 キーを押します。 

「省電カモードへの切り替え」ウインドウが表示された場合は、 rOKJ をクリツ 
クします。 

このパソコンが省電カモードになります。 


■「省電カユーティリティ」アイコンを使う 


画面右下の通知領域にある △ をクリックし、表示された「省電カユー 
ティリティ」のアイコン您を右クリックし、表示されたメニューから 
「モードの切り替え」を選択してクリックします。 


餐 4) 您 ib 


設定⑸ 


f モードの切り替え ( C ) 


カスタマイズ... 


R Q 



(これ以降の画面は機種や状況により異なります） 


「省電カモードへの切り替え」ウインドウが表示されます。 


2 「 OK 」 をクリックします。 

画面右下の通知領域にある 画を クリックし、表示された「省電カユーティリ 
テイ」のアイコン@が カラー® になり、このパソコンが省電カモードになり 
ます。 
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通常モードに切り替える 


■ Eco ポタンを使う 

1 省電カモードのときに Eco ポタンを押します。 

Ec ◦ボタンの場所については、0『取扱説明書』一「各部の名称と働き」をご 
覧ください。 

B 旧 LO L 〇〇 X M シリーズは、 [ Fn ] + 【 F 11】 キーを押します。 

「通常モードへの切り替え」ウィンドウが表示された場合は、「〇 K 」 をクリッ 
クします。 

通常モードに戻ります。 


■「省電カユーテイリテイ」アイコンを使う 


1 画面右下の通知領域にある 画を クリックし、表示された「省電カユー 
ティリティ」のアイコン®を右クリックし、表示されたメニューから 
「モードの切り替え」を選択してクリックします。 


燊 4) 您 is 




m a %. 


設定 (s) 


f モ-ドの切り替え (_ 



カスタマイズ... 


HIP 0 dd 


2009/08/31 


(画面は機種や状況により異なります） 


「通常モードへの切り替え」ウインドウが表示されます。 

2 rOKJ をクリックします。 

通常モードに戻ります。 


省電カモードの設定変更 

省電カモードの設定を変更することができます。 

設定方法について、詳しくは「省電カユーティリティ」のヘルプをご覧ください。 
省電カユーティリティのヘルプは、©(スタート）►「すべてのプ□グラム」►「省電 
カユーティリティ」 ► 「ヘルプ」の順にクリックして表示します。 

省電カモードの設定を変更する 

省電カモードの設定は、「省電カユーティリティ」の設定画面で行います。 

1 @(スタート）►「すべてのプログラム」►「省電カユーティリティ」 
► 「設定画面-省電カユーティリティ」の順にクリックします。 

「省電カユーティリティ」の設定画面が表示されます。 

省車カユーティリティ設定画面-省電カユーティリティ Qs] 

省電カモード呤にパ v コン(こ適用され5デ y s イス®設定の一覧で寸。 

設定を変更 t る際は、変更したいデ y 彳イスをクリックしてく技い。 

更新内容を適用す s 埸合は 「0KJ を逞択してくださ〇。 

デバイスの設定の一覧 (u: 


デパイス 

概要 

省1カモード B 寺の動)作 

Q CD/DVD ドラィブ 

CD/DVD ドライブの電源を切ります。 

電源を切る 

•オーディオ 

オーディオをミュートします。 

ミ:!一 卜する 

無線 LAN 

無辅 LAN を無効にします。 

無効にする 

Bluetooth 

Bluetooth を無幼にします。 

無効にする 

gV PC^ ド、タイレク M モリス□ツト 

PC* -ド、タイレりトメモリス□ットを無効にします。 

無幼にする 

\有線 LAN 

有線 LAN を無効にします。 

無効にする 

\ モデム 

モデムを無効(こします。 

無効にする 

\ IEEE1394 

IEEE1 394を無効にします。 

無効にする 

リディスプレィ 

ディスブレィの明るさを調整します。 

明るさ3/8 

リフレ9シュレ-卜 

リフレッシュレートを設定します。 

40Hz(32 ビット色） 


囹省電カモードで起觔する際に处セージを表示 t 5( R ) 

13切替時に確烈ッセー:^表示する (N) 

囝モード切替に失敗した際(こ奶セージを表示寸る (E) 

□ パリコンの消費電力が少ない時にロランブ奄魅せ5(/ V > tU -運用時のみ KA ) 

[ デパイスの状態を初期化 (1> II OK II キゃンセル 


(画面は機種や状況により異なります) 
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次の設定も変更できます。 

• 「省電カモードで起動する際にメッセージを表示する」 

□を囝にすると、省電カモードのまま Windows の電源を切って再び 
Windows を起動したときに、メッセージを表示します。 

-「切替時に確認メッセージを表示する」 

□を囹にすると、省電カモードと通常モードの切り替えのときに、メッセー 
ジを表示します。 

-「モード切替に失敗した際にメッセージを表示する」 

□を囹にすると、省電カモードと通常モードの切り替えに失敗した場合、 
メッセージを表示します。 

•「デバイスの状態を初期化」ボタン 

「省電カユーティリティ」の省電カモード時の動作設定を、ご購入時の状態 

(し民しよ9 〇 

2 設定を変更したいデバイスをクリックして、省電カモード時の動作の 
設定を変更します。 

3 fOKJ をクリックします。 


ECO ランプ機能について 


B 旧 LO MG シリーズには、 「 EC 〇ランプ機能」が搭載されています。 

「 ECO ランプ機能」とは、バッテリ運用時に本パソコンの消費電力を監視し、少な 
い電力で動作しているときに 「 EC 〇ランプ」を点灯させる機能です。ランプが点灯 
することで、省電力の状態で動作していることが確認でき、長時間パソコンをご使 
用いただくためのインジケーターとしてお使いいただくことができます。 

^ oint 

► 「省電カユーティリティ」の各機能を設定することで、より少ない電力 
でパソコンを使用することができます。 

► このパソコンをご使用中に 「 ECO ランプ」が突然消灯したり、点灯し 
たりすることがあります。これはソフトウェアが自動で動作することな 
どにより、パソコンの消費電力が急に増加したり、減少したりするため 
です。 

► この機能を有効にしても、ご使用状況によってはバッテリ稼働時間や消 
費電力の数値を満たさない場合があります。 


7. 省電カユーテイリテイ（搭載機種のみ) 
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a hdd プロテクション（搭載機種 a 


この章は、 HDD 加速度センサー搭載機種の方のみお読みください。 

「 HDD プロテクション」とは 

このパソコンには、パソコン本体に落下の兆候などによる加速度が加わったことを 
感知して、自動的に八ードディスクドライブ （ HDD ) 内のデータを守る 「 HDD プ 
□テクション」が搭載されています。（ご購入時にフラッシュメモリディスクを選択 
した場合は、 HDD 加速度センサーは搭載されておりません。） 

「 HDD プ□テクション」は 「Shock Sensor Utility 」 で設定を変更することがで 
きます。 

「 HDD プロテクション」の特長 


八ードディスクドライブの中では、磁気へッドが八ードディスク上のデータを読み 
書きしています。落下などによりパソコンに強い衝撃が加わると、磁気へッドや八一 
ドディスクがダメージを受け、大切なデータを一瞬で失う危険性があります。 

「 HDD プロテクション」はパソコンに搭載されている 「 HDD 加速度センサー」に 
より、落下の兆候などによる加速度を感知し、磁気ヘッドを八ードディスクから自 
動的に退避して、磁気へッドや八ードディスクの損傷を防ぎます。 

「 HDD 加速度センサー」が加速度を感知している間は、画面右下の通知領域にある 
「Shock Sensor Utility 」 のアイコンが_から 〇 に変わり、「八ードディスクの磁 
気へッドを一時的に退避しました。」というメッセージが表示されます。 


8. HDD プ□テクシヨ 


八ードディスクにデータ 
が書き込まれています。 


八ードディスク 
ドライブ 



夕の読み書きを行つ 
ています。 


落下の兆候などの加速度を感知！ 



磁気へッドが八ード 
ディスクから退避し、 
予期せぬ事故から大切 
なデータを守ります。 



►「 HDD プロテクション」の有効範囲について 

すべての状況に対して八ードディスクの破損防止やデータ保護を保障 
するちのではありません。 


(搭載機種のみ) 
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補足情報 

「Shock Sensor UtNityJ の使い方 

「 HDD プロテクション」は、 「 HDD 加速度センサー」がこのパソコンに加わる落下 
の兆候などの加速度を3次元（前後 • 左右 • 上下）で感知することにより働きます。 
「Shock Sensor Utility 」 のメイン画面には、 「 HDD 加速度センサー」が感知した 
加速度が表示されます。 

「Shock Sensor Utility 」 のメイン画面を表示する 


「Shock Sensor Utility 」 のメイン画面は次の手順で表示させることができます 0 

1 •(スタート）►「すべてのプ□グラム 」 ►「Shock Sensor Utility 」 

►「設定」の順にクリックします。 

「Shock Sensor Utility 」 のメイン画面が表示されます。 


「Shock Sensor Utility 」 の設定 


「Shock Sensor Utility 」 では、 「 HDD プロテクション」を働かせるための 、 「HDD 
加速度センサー」の感度を調節することができます。 

「Shock Sensor Utility 」 の詳しい設定方法については 、 「Shock Sensor Utility 」 
の「ヘルプ」をご覧ください。 

「Shock Sensor Utility 」 のメイン画面にある赤いポタンをクリック 
します。 



「Shock Sensor Utility 」 の設定画面が表示されます。 

「ヘルプ」ボタンをクリックすると 、 「Shock Sensor Utility 」 のヘルプが表 
示されます。 



x : 「 HDD 加速度センサー」が感知した「左右」の加速度を表示します。 
V : 「 HDD 加速度センサー」が感知した「前後」の加速度を表示します。 
z : 「 HDD 加速度センサー」が感知した「上下」の加速度を表示します。 


8. HDD プ□テクシヨン（搭薩機種のみ) 
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補足情報 

「 HDD 加速度センサー」の感度の切り替え 


「 HDD 加速度センサー」の感度は、画面右下の通知領域にあるアイコンを右クリッ 
クして表示されるメニューから簡単に変更することができます。安全性を高めたい 
場合には「高感度モード」、電車の中など振動の多い場所でご使用の場合には「モバ 
イルモード」というように、状況に合わせた設定が可能です。 


画面右下の通知領域にある。をクリツクし 、 「Shock Sensor Utility 」 
のアイコン，』を右クリックします。 


設定 ( C ) 


离感度モード (H) 
V 通畕モ ーRN) 
モパイ ル モード 
ューザー設定 (U) 



(画面は機種や状況により異なります） 


「Shock Sensor Utility 」 のメニューが表示されるので、お使いの状況に合つ 
たモードを選択してください。 


8. HDD プ□テクシヨン（搭薩機種のみ) 
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9 ■電源オフ USB 充電（搭載機種のみ) 


この章は、電源オフ USB 充電ユーティリティ搭載機種の方のみお読みください。 

「電源オフ USB 充電」とは 

「電源オフ USB 充電」とは、パソコンが電源オフ、スリープ、休止状態のときでも、 
USB 充電に対応した周辺機器を充電することができる機能です。 

「電源オフ USB 充電」は、ご購入時には無効に設定されています。「電源オフ USB 
充電ユーティリティ」で設定を変更することができます。 


電源オフ USB 充電をするうえでの注意 

… ^ _ ム -ノン— 1 . - _ ^ 上上— 。 . - ~ 

♦ 電源オフ USB 充電対応の USB コネクタの場所については、^『取扱説明書』一「各 
部の名称と働き」をご覧ください。 

• 周辺機器によっては、電源オフ USB 充電をできない場合があります。 

• 電源ボタンを 4 秒以上押してこのパソコンの電源を切った場合は、電源オフ USB 
充電はできません。 


9. 電源オフ USB 充電（搭薩機種のみ) 
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補足情報 

「電源オフ USB 充電ユーティリティ」の使 
い方 


1 ㈣ （スタート）►「すべてのプ□グラム」►「電源オフ USB 充電ユーティ 
リティ」►「設定」の順にクリックします。 

「電源オフ USB 充電ユーティリティ」ウィンドウが表示されます。 

「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示された場合は、「はい」または 
「続行」をクリックします。 

2 お使いになる設定を選択します。 


驗'ォフ usb 充莆ュ-テ 

「電源オフ USB 充電」はパソコンが起劻して U よい状態でも USB 棵器を充1でき S 棟能です。 

.敦 ^ + 左記のマ .-⑽っし すこ USB ポート®みが対象となります。 

〇| r ilf S 7 U seIl!S { - W 

€ 「甭源オフ USB 充甭」を使用 t る ( AC アタプタ -ii 用 B 寺のみ)⑽ 

C 「電源オフ USB 充電」を使用 tS(AC アタブタ-もしくはパッテリ-運用時) (g) 

■パッテリ-運用畤で、起劻中やスリープ中[こパッテリー拜量が少なくなった埸含は、充電をやめ 
て休止状態に移行します。 

変更 e PJbstc) 


• 「電源オフ USB 充電」を使用しない 

電源オフ USB 充電が無効になります（ご購入時の設定)。 


•「電源オフ USB 充電」を使用する （ AC アダプター運用時のみ） 

AC アダプタが接続されている場合のみ電源オフ USB 充電が有効になりま 
す0 


•「電源オフ USB 充電」を使用する （ AC アダプターもしくはバッテリー運 
用時） 

AC アダプタが接続されていない場合でも電源オフ USB 充電が有効になり 

On 9 〇 

oint 

► バッテリ運用時にバッテリ残量が12%以下になると、電源オフ USB 充 
電は停止します。 AC アダプタを接続すると、電源オフ USB 充電を再 
開でぎます。 

3 「変更」をクリックします。 

「設定を変更しました。」というメッセージが表示されます。 

4 「 OK 」 をクリックします。 


9. 電源オフ USB 充電（搭薩機種のみ) 
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ソフトウェアをインス I -ール/アンインス 
卜ールするうえでの注意 


このパソコンには、あらかじめたくさんのソフトウェアがインス I -ールされていま 
す。お使いいただくうちに、インス!-ールされていたソフトウェアを削除したがも 
う一度使いたくなったり、ソフトウェアの動きがおかしくなったりした場合には、 
ハードディスクのリカバリ領域や、 (§) 「トラブル解決ナビ&ソフトウェアディスク 
1」などからソフトウェアをインス I -ールする必要があります。 

oint 

► CD/DVD ドライブがない機種をお使いの方は、 USB 接続の外付けドラ 
イブを接続して、ディスクをセットしてください。 

ソフトウェアをインス I -ール/アンインス I -ールする場合は、次の点に注意してく 
ださい。 

♦ ソフトウェアをインス I -ールする前には、必ずソフトウェアのマニュアルなどを 
読んで、インス!-ールの方法を確認する 

• インス I -ールし直す場合は、元のソフトウェアを削除する 


♦ 管理者権限を持つユーザーアカウントでログオンする 
ユーザーアカウントの種類が、「標準アカウント」、 「 Guest アカウント」の場合 
はソフトウェアの削除ができません。管理者権限を持ったユーザーアカウントで 
ログオンしてください。 

ユーザーアカウントの種類は、次の手順で確認できます。 

1 . # (スタート） ►「コン ト□ールパネル」 ►「ユーザー アカウントと家族のため 
の安全設定」の順にクリックします。 

2. 「ユーザーアカウント」をクリックします。 

「ユーザーアカウント」ウィンドウが表示されます。 

3. 画面右のアカウント名の下に表示されている、アカウントの種類を確認しま 
す。 

• 起動しているソフトウェアをすべて終了する 
他のソフトウェアが起動していると、エラーが発生する場合があります。ソフト 
ウェアの削除をする前に、次の作業を行ってください。 

• 起動しているソフトウェアをすべて終了する 
• タスクバーに常駐するタイプのソフトウェアをすべて終了する 
•スクリーンセーバーを「なし」に設定する 

1 . ©(スター ト） ►「コン ト□ールパネル」►「デスクトップのカスタマイズ」 
の順にクリックします。 

2. 「個人設定」の「スクリーンセーバーの変更」をクリックします。 

3. 「スクリーンセーバー」を「(なし)」にして、「〇 K 」 をクリックします。 

♦共有ファイルは削除しない 

ソフトウェアの削除中に、「共有ファイルを削除しますか？」というメッセージ 
が表示されることがあります。 

共有ファイルは削除しないことをお勧めします。共有ファイルを削除すると、イ 
ンス I -ールされている他のソフトウェアが影響を受け、正しく動作しなくなる場 
合があります。 


10. ソフトウェア 
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補足情報 

インストール 


搭載ソフトウェアを「ソフトウェアディスク検索」でイ 
ンストールする 


八ードディスクのリカバリ領域や、 (§) 「トラブル解決ナビ&ソフトウェアディスク 
1」、ご自身で作成した@「ソフトウェアディスク2」に収録されているソフトウェ 
アは、「ソフトウェアディスク検索」からインス!-ールすることができます。 

^ oint 

► BIBLO LOOX U シリーズには、八ードディスクのリカバリ領域があり 
ません。外付けの CD / DVD ドライブに®「トラブル解決ナビ&ソフト 
ウェアディスク」をセットして、ソフトウェアをインス I -ールしてくだ 
さい。 

1 「ソフトウェアディスク検索」を起動します。 

•八ードディスクのリカバリ領域からソフトウェアを探す場合 

修 （スタート） ►「すべての プログラム」 ►「ソ フトウェアディスク検索」 
►「ソフトウェア ディスク検索（八ードディスク）」の順にクリックします。 

• @1■トラブル角彩夬ナビ&ソフトウェアディスク1」や® r ソフトウェア 
ディスク2」からソフトウェアを探す場合 

(§) 「トラブル解決ナビ&ソフトウェアディスク1」や、®「ソフトウェア 
ディスク2」をセットします。 

參 （スタート） ►「すべての プログラム」 ►「ソ フトウェアディスク検索」 
►「ソフトウェア ディスク検索 （ DVD )」 の順にクリックします。 

2 「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示されたら、「はい」をク 
リックします。 

3 「ソフトウェアディスク検索」ウインドウが表示されたら、 「0 K 」 をク 
リックします。 


4 インス I ルするソフトウェアの名称をクリックしてインス I ルし 
ます。 

ソフトウエアの名称をクリックすると、ソフトウエアに含まれるファイルが画 
面右側に表示されます。 



ソフトウェアの名称 


含まれるファイル 


(画面は機種や状況により異なります） 

5 ソフトウェアのインス!^ール方法は、各ソフトウェアによって異なり 
ます。それぞれの 「 readme.txt 」、「 install.txt 」 などでインストール 
方法を確認してください。 


10. ソフトウェア 
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補足情報 


「Office 200 7 J をインス!ルする 

「Office 2007」搭載機種および 「Office 2007 with PowerPoint 」 搭載機種を 
お使いの方は、添付のディスクから次のディスクを用意してインス I -ールしてくだ 
さい。 

• ❿ 「Office Personal 2007」または ⑬ 「Office Professional 2007」 

• (§)「Office PowerPoint 2007」 

インス I -ール中にプロダクトキーとライセンス認証が必要になります。認証手順に 
ついてはパッケージに同梱されているマニュアルをご覧ください。 

「トラブル角?決ナビ&ソフトウェアディスク 1 J からドラ 
イバーをインストールする 


サウンドの再生や画面表示などが正常に行われないとき、ドライバーを更新すると 
問題が解決できる場合があります。添付の®「トラブル解決ナビ&ソフトウェア 
ディスク1」に格納されているドライバーの場合、現在のドライバーをアンインス 
I -ールして®「トラブル解決ナビ&ソフトウェアディスク1」からインス!-ールし 
直すことで問題が解決できることがあります。 

ドライバーの削除や、再インス!-ール手順については、各ドライバーのフォルダー 
内にある 「 readme . txt 」「 install . txt 」 などのファイルをご覧ください。 

ドライバーの格納されているフォルダーは、次の手順でご確認ください。 

1 (§) 「トラブル解決ナビ&ソフトウェアディスク1」を CD/DVD ドライブ 
にセットし、「自動再生」ウィンドウが表示されたら、 「DRVCDSRC.exe 
実行」をクリックします。 

「ソフトウェアディスク検索」ウィンドウが表示されます。 

2 「機種名」欄の右側の-をクリックし、表示されたリストからお使いの 
機種名（品名）をクリックして選択します。 


10. ソフ 


3 「種別」欄の右側の + をクリックし、表示されたリストから更新したい 
ドライバーの種類をクリックして選択します。 

「ソフトウェアー覧」に、選択した種別のドライバーが表示されます。 

4 「ソフトウェアー覧」から更新したいドライバーをクリックして選択し 
ます。 

選択したドライバーの格納されているフォルダーの内容が表示されます。 

^ oint 

► インターネットに接続してドライバーを更新する 

各ドライノ（一は、改善のため事前連絡なしに変更することがあります。 
ご購入時に添付されているものよりも新しいノ（ージョンのドライバー 
がインターネット上で公開されている場合があります。 

•「アップデートナビ」で最新のドライバーを確認する 
お使いのパソコンに搭載されているドライバーなどの最新情報は、 
「アップデートナビ」で確認することができます。更新情報の確認後、 
そのままインス I -ールすることもできるので便利です。 

• ホームページで最新のドライバーを確認する 
ドライバーなどの最新情報は、サボートページ 
( http :// azby . fmworld . net / support /) の「ダウン□—ド」をご覧 
ください。 

► このパソコンに添付されていない周辺機器のドライバーについて 
プリンターなど、このパソコンに添付されていない周辺機器のドライ 
バーについては、お使いの周辺機器のマニュアルをご覧ください。 
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補足情報 

アンインストール 


ソフトウェアのアンインス I ル機能を使う 


Windows に対応したソフトウェアには、アンインストール機能（ソフトウェアを 
削除する機能）が用意されているものがあります。ソフトウェアによって操作方法 
が異なります。詳しくは、ソフトウェアのマニュアルまたはヘルプをご覧ください。 

「プログラムのアンインス!-ール」機能を使う 


「コントロールパネル」にある「プログラムのアンインストール」機能で、ソフト 
ウェアを削除できます。削除方法は次のとおりです。 

1 起動しているソフトウェアをすべて終了します。 

2 轉 （スタート）►「コント□ールパネル」►「プログラム」の「プログラム 
のアンインス!-ール」の順にクリックします。 

3 一覧から削除したい項目をクリックします。 

4 「アンインス!-ールと変更」（または「アンインス!-ール」）をクリック 
し、画面の指示に従ってソフトウェアを削除します。 

5 ソフトウェアの削除が終了したら、「プログラムと機能」ウィンドウで、 
_ をクリックします。 

oint 

► 「プ□グラムのアンインス!-ール」機能で削除できないソフトウェアに 
ついては、ソフトウェアのマニュアルまたはヘルプをご覧ください。 

► 「いくつかのファイルは削除されませんでした」と表示されても、削除 
が完了していれば通常問題ありません。 


ソフトウェアを削除した後に 


■ 削除したソフトウェア名がメニューに残った場合 

削除しても、 ㈣ （スタート） ►「すべての プ□グラム」で表示されるメニューの中に削 
除したソフトウェア名が残り、ポイントすると「（なし）」と表示される場合があり 
ます。ソフトウェア名を右クリックし、表示されるメニューから「削除」をクリッ 
クして、「はい」をクリックするとメニューから削除できます。 

■ パソコンを起動するたびにエラーが表示されるときは 

ソフトウェアを削除しても、「スタートアップ」フオルダーに、そのソフトウェアの 
ショートカットアイコンが登録されたままになっていると、「ショートカットエ 
ラー」というメッセージが表示されることがあります。 

次の手順で、「スタートアップ」フオルダーから、該当するショートカットアイコン 
を削除してください。 

1 轉 （スタート）をクリックします。 

2 「すべてのプログラム」を右クリックし、表示されるメニューから「開 
く - All Users 」 をクリックします。 

「スタートメニュー」ウィンドウが表示されます。 

3 I (プログラム）をクリックします。 

「プログラム」ウィンドウが表示されます。 

4 「プログラム」ウィンドウの（スタートアップ）をクリックします。 

登録されているソフトウェアの一覧が表示されます。 

5 削除したいソフトウェアのショートカットアイコンを右クリックし、 
表示されるメニューから、「削除」をクリックします。 


10. ソフトウェア 
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n. bios の設定 


BIOS セツトアップの操作 


BIOS セツトアップとは 


BIOS セットアップとは、パソコンの環境を設定するためのプログラムです。パソ 
コンご購入時は、すでに最適な八ードウエア環境に設定されています。通常の使用 
状態では、 BIOS セットアップで環境を設定（変更）する必要はありません。 

BIOS セットアップの設定は、次の場合などに行います。 

參特定の人だけがパソコンを使用できるように、パスワード（暗証番号）を設定す 
るとぎ 

• 起動時の自己診断テストで BIOS セツトアップに関するエラーメッセージが表示 
されたとき 


11. 


oint 

► BIOS セットアップの設定項目については、 BIOS セットアップ画面の 
「項目ヘルプ」をご覧ください。 

► BIOS セットアップ画面の表示について 

BIOS セットアップ画面は、 HDMI 出力端子に接続したテレビやディス 
プレイには表示されません （ HDMI 出力端子搭載機種のみ)。 

► 起動時の自己診断テスト （POST (ボスト)） 

パソコンの電源を入れたときや再起動したときに、八ードウエアの動作 
に異常がないか、どのような周辺機器が接続されているかなどを自動的 
に調べます 0 これを「起動時の自己診断テスト 」 （POST : Power 〇门 
Self Test ) といいます。 

• 起動時の自己診断テスト中は電源を切らないでください 
• POST の画画才、液晶ディスプレイのみに表示されることがあります。 
また、 HDMI 出力端子に接続したテレビやディスプレイには表示され 
ません （ HDMI 出力端子搭載機種のみ)。 

•パソコンは、自己診断テスト中の異常終了の回数を数えており、3回 
続いた場合は4回目の起動時に「前回の起動が正常に完了しませんで 
した。」というメッセージを表示します。 


103 








補足情報 

BIOS セツトアップを起動する 


BIOS セットアップは、電源が切れた状態から操作を始めてください。 

1 AC アダプタを接続し、パソコンの電源を入れます。 

2 「 FUJITSU 」 の□ゴマークが表示され、画面の下にメッセージが表示 
されます。 

•「マウスをクリックするか、 〈 Enter 〉 を押してください。」と表示されてい 
る場合 

メッセージが表示されている間に [ F 2] キーを押します （【 Enter 】 キーを 
押し、表示されたポップアップメニューから 「 BIOS セットアップ」を選択 
して、もう一度 【 Enter 】 キーを押しても同じです）。 

BIOS セットアップ画面が表示されます。 BIOS セットアップの画面ではな 
< Windows が起動してしまった場合は、起動が完了するのを待って、も 
う一度手順1からやり直してください。 

BIOS セットアップ画面の各部の名称と役割は、次のとおりです。ここでは、 
「システム」メニューの画面を例に説明しています。 


• r [ F 2] BIOS セットアップ， [ F 12] 起動メニュー」と表示されている場合 

メッセージが表示されている間に、 [ F 2] キーを押します。 

BIOS セットアップ画面が表示されます。 BIOS セットアップの画面ではな 
< Windows が起動してしまった場合は、起動が完了するのを待って、も 
う一度手順1からやり直してください。 


BIOS セットアップ画面の各部の名称と役割は、次のとおりです。 




システム日付 


現在の畤則*、 B 守：分：秒 
で Ift 定します。 (2^M«I|) 




srHr'- 

ます。 


で右の項目に柊 W し 

<Shift-Tab> キーで 
>項目に移肋します0 


メニューバー 

メニューの名称が表示されます。 
カーソル 

設定する項目に合わせます。 
項目ヘルプ 

カーソルを合わせた項目の説明 
が表示されます。 


- 設定フィールド 

'，於 7 各メニューで設定する項目名と 
d 設定値が表示されます。 


(画面は機種や状況により異なります) 


メニューバー 

メニューの名称が表示されます。 
カーソル 

設定する項目に合わせます。 


項目ヘルプ 

カーソ )レを合わせた項目の説明 
が表示されます。 

設定フイールド 

各メニューで設定する項目名と 
設定値が表示されます。 

キ-覧 

(画面は機種や状況により異なります） 設定時に使うキーの一覧です。 



1 1. BIOS の設定 
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補足情報 


設定を変更する 

設定の変更はキーボードで操作します。 



► BIOS セットアップの設定は正確に行ってください 

設定を間違えると、パソコンが起動できなくなったり、正常に動作しな 
くなったりすることがあります。 

このような場合には、変更した設定値を元に戻すか、ご購入時の設定に 
戻してパソコンを再起動してください。 

1 【―】キーまたは【—】キーで力ーソルを移動し、設定したいメニュー 
を選びます。 

選択したメニュー画面が表示されます。 

2 【 I 】 キー または 【 t 】 キーでカーソルを 移動し、設定したい項目を選 
びます。 

項目名に「►」が付いている項目にはサブメニューがあります。 

項目名にカーソルを移動して 【 Enter 】 キーを押すと、サブメニューが表示さ 
れます。元のメニュー画面に戻るときは [ Esc ] キーを押します。 

3 [ Space ] キーまたは0を押して、選択している項目の設定値を変更 
します。 

続けて他の設定項目を変更する場合は、手順1〜3を繰り返してください。 

4 設定を保存して終了します。 

^ oint 

► テンキーを使った数字の入力について（テンキー搭載機種のみ） 

ご購入時の状態では、 BIOS セットアップ画面でテンキーを使って数字 
を入力するには、 【Num Lk 】 キーを押して、状態表示 LED の Q を点 
灯させる必要があります。 


11. 


次の手順で設定を行うと、 BIOS セットアップを起動した直後からが 
点灯して、テンキーを使って数字を入力することができるようになりま 
す。 

ただし、キー下段に刻印された機能を使う場合には 【 NumLk 】 キーを 
押して状態表示 LED の色を消灯させる必要があります。 

1. BIOS セットアップ画面で、「詳細」メニューの「キーボード/マ 
ウス設定」を選択して、 【 Enter 】 キーを押します。 

2. 「起動時の Numlock 設定」を選択して、 [ Enter ] キーを押します。 

3. 【 t 】または【丨】キーで「オン」を選択して、 【 Enter 】 キーを押します。 

4. 【 F 10】 キーを押すと「変更した内容を保存して終了しますか？」 
というメッセージが表示されます。 

5. 【—】または【—】キーで「はい」を選択し、 【 Enter 】 キーを押します。 
変更が保存されて、 BIOS セットアップが終了します。 

► 設定時に使う各キーの役割 

設定時によく使用するキーは、次のとおりです。 

_【 t 】キー、【丨】キー 
設定する項目にカーソルを移動します。 

_【―】キー、【—】キー 
メニューを切り替えます。 

_ [ Enter ] キー 

「►」印が付いた項目のサブメニュー画面を表示します。また、「終了」 
メニューなどでは、各項目の処理を行います。 

設定する項目で押すと、設定値が一覧で表示されます。 

■【 Space 】 キー 

キーボード手前中央にある、何も書かれていない横長のキーのことで 
す。各項目の設定値を変更します。 

この他、使用するキーの案内が画面に表示されます。 
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補足情報 

変更内容を取り消す 

設定した内容を取り消すには、保存してある変更前の設定値を読み込みます。 

1 [ Esc ] キーを押します。 

「終了」メニューが表示されます。サブメニューを表示しているときは、「終 
了」メニューが表示されるまで、 [Esc] キーを2〜3回押してください。 

2 【 t 】キーまたは【 I 】キーを押して「変更前の値を読み込む 」 （「Discard 
Changes 」） を選択し、 【 Enter 】 キーを押します 0 

「変更前の値を読み込みますか？」というメッセージが表示されます。 

3 【—】キーまたは【—】キーで「はい」 （「 Yes 」） を選択し、 [ Enter ] 
キーを押します。 

BIOS セットアップのすべての設定項目に変更前の値が読み込まれ、すべての 
変更が取り消されます。 

^ oint 

► 設定した内容を保存せずに BIOS セットアップを終了する 

1. 「終了」 （「Exit」） メニューの「変更を保存せずに終了する」 （「Exit 
Discarding Changes]) を選択し、 【Enter】 キーを押します0 
設定値を変更していないときは、これで BIOS セットアップが終了 
しょさ。 

設定値を変更しているときは、「設定が変更されています！変更し 
た内容を保存して終了しますか？」 （「Setup Warning」） という 
メッセージが表示されます。 

2. 【―】キーまたは【—►】キーで「いいえ」 （「No」） を選択し、 [Enter] 
キーを押します。 

すべての変更が取り消されて、 BIOS セツトアップが終了します。 


BIOS セツトアップを終了する 


変更した設定を有効にするためには、設定内容を保存しておく必要があります。 
次の操作を行って、設定内容を保存してから BIOS セットアップを終了してくださ 
い 0 

1 [ Esc ] キーを押します。 

「終了」メニューが表示されます。サブメニューを表示している場合は、「終 
了」メニューが表示されるまで、 [Esc] キーを2〜3回押してください。 

2 【 t 】キーまたは【 I 】キーを押して「変更を保存して終了する 」 （「Exit 
Saving Changes 」） を選択し、 【 Enter 】 キーを押します。 

確認のメッセージが表示されます。 

セットアップ確認 

変更した内容を保存して終了しますか？ 

「 剛 1 [いいえ] 


3 【―】キーまたは【—】キーで「はい」 （「 Yes 」） を選択し、 [ Enter ] 
キーを押します。 

すべての設定値が保存された後、 BIOS セツトアップが終了し、このパソコン 
が再起動します。 


^oint 

► BIOS セットアップを終了せずに設定内容を保存する 

次の操作をすると、いったん設定内容を保存した後、続けて他の項目を 
設定できます。 

1 . 「終了」 （「Exit」） メニューの「変更を保存する」 （「Save Changes」） 
を選択し、 【Enter】 キーを押します。 

「変更した内容を保存しますか？」というメッセージが表示されます。 

2. 【―】キーまたは【一】キーで「はい」 （「Yes」） を選択し、 [Enter] 
キーを押します。 


1 1. bios の設定 


106 












補足情報 

BIOS をご購入時の設定に戻す 


ここでは、設定を変更した BIOS を、ご購入時の状態に戻す手順について説明して 
います。 

1 BIOS セットアップを起動します。 

2 [ Esc ] キーを押します。 

「終了」 （「Exit」） メニューが表示されます。 

3 【 t 】キーまたは【 i 】キーを押して「標準設定値を読み込む 」 （「Load 
Setup Defaults 」） を選択し、 【 Enter 】 キーを押します 0 

確認のメッセージが表示されます。 

4 【—】キーまたは【—】キーで「はい」 （「 Yes 」） を選択し、 [ Enter ] 
キーを押します。 

BIOS セットアップの設定項目に、標準設定値が読み込まれます。 

5 【 t 】キーまたは【 i 】キーを押して「変更を保存して終了する 」 （「Save 
Changes 」） を選択し、 【 Enter 】 キーを押します 0 

確認のメッセージが表示されます。 

6 【—】キーまたは【—】キーで「はい」 （「 Yes 」） を選択し、 [ Enter ] 
キーを押します。 

読み込んだ標準設定値が保存された後、 BIOS セットアップが終了し、このパ 
ソコンが再起動します。 


BIOS のパスワード機能 


このパソコンでは、不正使用を防止するために BIOS パスワードを設定することが 
できます。パスワードを設定すると、正しいパスワードを知っている人以外はこの 
パソコンを使用できなくなります。 

BIOS のパスワードは Windows が起動する前の設定なので、 Windows の□グオ 
ンパスワードよりもさらにセキュリティを高めたいときに有効です。 

BIOS のパスワードを設定するとできること 


BIOS のパスワードを設定すると、次の場合にパスワードの入力を要求され、パス 
ワードを知っている人のみこのパソコンを使用できるようになります。 

♦パソコンの電源を入れたとき 
♦パソコンを再起動したとき 
♦ BIOS セットアップを始めるとき 
♦ 休止状態からレジュームするとき 

また、八ードディスク用のパスワードを設定すると、このパソコンの八ードデイス 
クを他のパソコンに取り付けても使用できないようにすることができます。 


1 1. Bios の設定 
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補足情報 

BIOS パスワード機能をお使いになるうえでの注意 

このパソコンの BIOS パスワード機能を使うときは、次の点に注意してください。 
籲パスワード設定時に必ず行うこと 

管理者用パスワードや八ードディスク用パスワードを忘れると、パスワード機能 
が解除できなくなり、修理が必要となります。 

そのため、パスワードを設定したら、次のことを行ってください。 

•解除する手順が書かれたこのページを印刷しておく 
•設定したパスワードを忘れないよう、書き留めておく 
また、これらは安全な場所に保管しておいてください。 

管理者用パスワ ー ドや八 ー ドディスク用パスワ ー ドを忘れてしまった場合は、 
「富士通パーソナル製品に関するお問い合わせ窓口」、またはご購入元までご連 
絡ください。なお、保証期間にかかわらず修理は有償となります。 

參パスワードを忘れるとすべてのデータが消えてしまいます 
八ードディスク用パスワードは、盗難などによる不正な使用を防止することを目 
的としています。これは強固なセキュリティであるため、もしもパスワードを忘 
れてしまうと、たとえ修理をしても、パスワードの解除や八ードディスク内のプ 
□グラムやデータの復元ができず、これらのデータは完全に失われてしまいます。 
パスワードの管理には充分注意してください。 


パスワードの種類 

このパソコンで設定できるパスワードは次の3つです。 

• 管理者用パスワード （Supervisor Password) 

このパソコンをご購入になった方などが使用するパスワードです。パスワード機 
能を使用するときは必ず設定してください。 

籲ユーザー用パスワード （User Password) 

「管理者」以外でこのパソコンをお使いになる方（ご家族など）が使用するパス 
ワードです。 BI 〇 S セットアップで変更可能な項目に制限があります。「管理者用 
パスワード」を設定した場合のみ設定できます。 

♦八ードディスク用ノ〈スワード 

このパソコンの八ードディスクを、他のパソコンでは使用できないようにしたい 
ときに使用するパスワードです。八ードディスクを他のパソコンに取り付けて使 
用する場合に認証が必要となるため、八ードディスクが盗難にあったときなどに 
情報漏洩や不正使用を防止します。「管理者用パスワード」を設定した場合のみ 
設定できます。 


1 1. bios の設定 
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補足情報 

パスワードを設定する 


管理者用パスワ ー ド/ユーザー用パスワード、八 ー ドディスク用パスワ ー ドを設定 
する方法を説明します。 

oint 

► テンキーを使った数字の入力について（テンキー搭載機種のみ） 

ご購入時の状態では、 BIOS セットアップ画面でテンキーを使って数字 
を入力するには、 【 NumLk 】 キーを押して、状態表示 LED の Q を点 
灯させる必要があります。 

次の手順で設定を行うと、 BIOS セットアップを起動した直後から色が 
点灯して、テンキーを使って数字を入力することができるようになりま 
す。 

ただし、キー下段に刻印された機能を使う場合には 【 NumLk 】 キーを 
押して状態表示 LED の包を消灯させる必要があります。 

1. BIOS セットアップ画面で、「詳細」メニューの「キーボード/マ 
ウス設定」を選択して、 【 Enter 】 キーを押します。 

2. 「起動時の Numlock 設定」を選択して、 [ Enter ] キーを押します。 

3. 【 t 】または【 i 】キーで「オン」を選択して、 【 Enter 】 キーを押します。 

4. 【 F 10】 キーを押すと「変更した内容を保存して終了しますか？」 
というメッセージが表示されます。 

5. 【—】または【—】キーで「はい」を選択し、 【 Enter 】 キーを押します。 
変更が保存されて、 BIOS セットアップが終了します。 

■ 管理者用パスワード/ユーザー用パスワードを設定する 
1 BIOS セットアップを起動します。 

2 「セキュリティ」 （「Security」） メニューの「管理者用パスワード設定」 
(「Set Supervisor Password」）、 または「ユーザー用パスワード設 
定」 （「Set User Password」） を選択して [Enter] キーを押します0 

ノ v° スワード入力用のウインドウが表示されます。 


3 パスワードを入力します。 

入力できる文字種はアルファべットと数字です。アルファべットの大文字と小 
文字は区別されません。 

入力した文字は表示されず、代わりに「国」や「*」が表示されます。 

また、ユーザー用のパスワードの最低文字数は、「ユーザー用パスワード文字 
数」で設定することができます。 

4 パスワードを入力したら 【Enter】 キーを押します0 

パスワードの再入力を求められます。 

5 手順3で入力したノ（スワードを再度入力して [Enter] キーを押します。 

「セットアップ通知 」 （「Setup Notice 」） と書かれたウィンドウが表示される 
か、「変更が保存されました。」というメッセージが表示されます。 

6 【Enter】 キーを押して、設定を終了します。 

再入力したパスワードが間違っていた場合は、「セットアップ警告 」 （「Setup 
Warning 」） と書かれたウィンドウか、「パスワードが一致しません。もう一 
度パスワードを入力して下さい。」というメッセージが表示されます。 [ Enter ] 
キーを押して、手順3からやり直してください。 

パスワードの設定を中止するときは、 [ Esc ] キーを押してください。 

7 「セキュリティ」 （「Security」） メニューの「起動時のパスワード」 
(「Password on Boot」） を「使用しない」 （「Disabled」） 以外に設 
定します。 

パソコンを起動したときに、 BI 〇 S のパスワードを求めるウインドウが表示さ 
れる設定になります。 
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補足情報 

■ 八ードディスク用パスワードを設定する 
1 BIOS セットアップを起動します。 

2 「セキュリティ」 （「Security」） メニューの「ハードディスクセキュリ 
ティ」—「ドライブ0用パスワード設定」を選択して [Enter] キー 
を押します。 

ノ v° スワード入力用のウィンドウが表示されます。 

3 パスワードを入力します。 

入力できる文字種はアルファべットと数字です。アルファべットの大文字と小 
文字は区別されません。 

入力した文字は表示されず、代わりに「国」や「*」が表示されます。 

4 パスワードを入力したら 【Enter】 キーを押します。 

パスワードの再入力を求められます。 

5 手順3で入力したノ（スワードを再度入力して [Enter] キーを押します。 

「セットアップ通知 」 （「Setup Notice 」） と書かれたウィンドウか、「変更が 
保存されました。」というメッセージが表示されます。 

6 【Enter】 キーを押して、設定を終了します。 

再入力したパスワードが間違っていた場合は、「セットアップ警告 」 （「Setup 
Warning ]) と書かれたウィンドウか、「パスワードが一致しません。もう一 
度パスワードを入力して下さい。」というメッセージが表示されます。 [ Enter ] 
キーを押して、手順3からやり直してください。 

パスワードの設定を中止するときは、 [ Esc ] キーを押してください。 


パスワード機能を使う 

パスワードを設定すると、設定状態によって次の場合にパスワードの入力が必要に 

なります。 

♦パソコンの電源を入れたとき 

籲パソコンを再起動したとき 

♦ BIOS セットアップを始めるとき 

• 休止状態からレジュームするとき 

パスワードの入力を求めるウィンドウが表示されたら、パスワードを入力し、 

[ Enter ] キーを押してください。 

• 設定したパスワードと違うパスワードを入力すると、「パスワードが間違ってい 
ます。どれかキーを押してください。」というメッセージが表示されます。その 
場合は、 【 Enter 】 キーを押し、正しいパスワードを入力してください。 

•誤ったパスワードを3回入力すると、「システムは使用できません 。」 （「System 
Disabled 」） というメッセージが表示され、警告音が鳴り続けます。その場合は、 
パソコン電源ボタンを押してパソコンの電源を切ってから10秒ほど待って、も 
う一度電源を入れます。その後、正しいパスワードを入力してください。 

■ パソコンの電源を入れたときなどのパスワード入力 

パソコンの電源を入れたときやパソコンを再起動したとき、 BIOS セットアップを 

始めるとき、休止状態からレジュームするときには、パスワードの入力を求めるウィ 

ンドウが表示されます。パスワードを入力し、 【 Enter 】 キーを押してください。 

♦ BIOS セットアップの「セキュリティ」メニューの「自動ウェイクアップ時」で、 
パソコンを指定時刻に起動させたり LAN を使って起動させたりする場合に、 
BIOS のパスワード入力を要求するかどうかを設定することができます。 
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■ ハードディスク用のパスワードについて 

八ードディスク用のパスワードを設定すると、パソコンを起動するときにパスワー 
ドの入力が必要になります。 

設定状態によっては、管理者用またはユーザー用パスワードと、八ードディスク用 
パスワードの入力が必要になります。 

ただし、管理者用またはユーザー用パスワードと、八ードディスク用パスワードが 
同じ場合は、パスワードの入力は1回になります。 

パスワードを変更する/削除する 


■パスワードを変更する 

設定したパスワードを変更するときは、次の操作を行ってください。 

1 BIOS セットアップを起動します。 

2 「セキュリティ」 （「Security」） メニューで変更したいパスワード設定 
を選択して 【Enter】 キーを押します0 

•管理者用パスワード設定 
-ユーザー用パスワード設定 

•八ードディスクセキュリティ — ドライブ0用パスワード設定 
ノ v° スワード入力用のウインドウが表示されます。 


3 設定してあるバスワードを入力し、 【Enter】 キーを押します。 

新しいパスワードの入力を求められます。 

4 新しく設定したいパスワードを入力し、 【Enter】 キーを押します。 

新しいパスワードの再入力を求められます。 


11. 


► パスワード設定時に必ず行うこと 

管理者用パスワ ー ドや八 ー ドディスク用パスワ ー ドを忘れると、パス 
ワード機能が解除できなくなり、修理が必要となります。 

そのため、パスワードを設定したら、次のことを行ってください。 
•解除する手順が書かれたこのページを印刷しておく 
• 設定したパスワードを忘れないよう、何かに書き留めておく 
また、これらは安全な場所に保管しておいてください。 

管理者用パスワードや八ードディスク用パスワードを忘れてしまった 
場合は、「富士通パーソナル製品に関するお問い合わせ窓口」、またはご 
購入元までご連絡ください。なお、保証期間にかかわらず修理は有償と 
なります。 

► パスワードを忘れるとすべてのデータが失われます 

八ードディスク用パスワードは、盗難などによる不正な使用を防止する 
ことを目的としています。これは強固なセキュリティであるため、もし 
もパスワードを忘れてしまうと、たとえ修理をしても、パスワードの解 
除や、八ードディスク内のプログラムやデータの復元ができず、これら 
のデータは完全に失われてしまいます。 

パスワードの管理には充分注意してください。 

oint 

► eSATA 機器の取り付け/取り外しを行うときは、本製品や接続した 
eSATA 機器の電源を切った状態で行ってください （ eSATA コネクタ 
搭載機種のみ)。 


5 手順4で入力したノ V° スワードを再度入力して [Enter] キーを押します。 

「変更が保存されました 。」 （「Change has been saved 」） というメッセージ 
が表示されます。 


ill 





補足情報 

6 【Enter】 キーを押して、設定を終了します。 

再入力したパスワードが間違っていた場合は、「セットアップ警告 」 （「Setup 
Warning ]) と書かれたウィンドウか、「パスワードが一致しません。もう一 
度パスワードを入力して下さい。」というメッセージが表示されます。 [ Enter ] 
キーを押して、手順4からやり直してください。 

パスワードの設定を中止するときは、 [ Esc ] キーを押してください。 

^ oint 

► 誤ったパスワードを3回入力すると、「システムは使用できません。」 
(「System Disabled 」） というメッセージが表示され、警告音が鳴り 
続けます。その場合は、電源ボタンを4秒以上押し続けてパソコンの 
電源を切ってから10秒ほど待って、もう一度電源を入れます。その 
後、正しいパスワードを入力してください。 

■パスワードを削除する 

設定したパスワードを削除するときは、「パスワードを変更する」の手順を最初から 

行い、手順4〜5で何も入力せずに、 【 Enter 】 キーを押してください。 

^ oint 

► 管理者以外の方がユーザー用パスワードを削除できるのは、「セキュリ 
ティ」メニューの「ユーザー用パスワード文字数」が〇に設定されて 
いるときだけです。0以外に設定されている場合は、パスワード文字数 
不足のメッセージが表示されます。ユーザー用パスワード文字数の設定 
については、「セキュリティ」メニューで「ユーザー用パスワード文字 
数」の項目ヘルプをご覧ください。 


BIOS が表示するメッセージー覧 


パソコンを起動した直後に、画面上にメッセージが表示される場合があります。こ 
れらのメッセージは 「 BIOS セットアップ」という、パソコンの環境を設定するた 
めのプ□グラムが表示しています。 

メッセージが表されたときは 


パソコン本体や周辺機器に問題があると、パソコンを起動したときにエラーメッ 
セージが表示されます。 

エラーメッセージが表示された場合は、次の手順に従って処置をしてください。 

1 BIOS セットアップの設定値を確認します。 

BIOS セットアップに関するエラーメッセージが表示された場合は 、 BIOS 
セットアップを起動して各項目の値が正しいか確認してください。 

また、 BIOS セットアップの設定値をご購入時の設定に戻して再起動してくだ 
さい。 

それでもメッセージが表示される場合は、手順2に進んでください。 


2 周辺機器を取り外します。 

別売の周辺機器の拡張カードやメモリなどを取り付けている場合には、バソコ 
ンの電源を切ってからそれらの周辺機器を取り外し、再びパソコンを起動して 
動作を確認してください。 

それでも同じメッセージが表示される場合には、「富士通パーソナル製品に関 
するお問い合わせ 窓口」、 またはご購入元にご連絡ください。 

3 取り外した周辺機器を、1つずつ取り付けます。 

取り外した周辺機器を1つずつ取り付け、パソコンを再起動して動作を確認 
してください。 

このとき、各周辺機器のマニュアルや、ユーティリティソフトがある場合には 
それらのマニュアルも、あわせてご覧ください。 
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補足情報 


上記のように処置してもまだ同じメッセージが表示される場合や、次の「メッセー 
ジー覧」に当てはまるメッセージがない場合は、パソコン本体が故障している可能 
性があります。「富士通パーソナル製品に関するお問い合わせ窓口」、またはご購入 
元にご連絡ください。 

「富士通パーソナル製品に関するお問い合わせ窓口」のご利用については、¢1『取扱 
説明書』一「サボートのご案内」をご覧ください。 

メツセージー覧 


このバソコンが表示するメッセージの一覧は、次のとおりです。メッセージ中の「门」 
には数字が表示されます。また、メッセージは機種により異なります。 

■正常時のメッセージ 

^ oint 

► 正常時のメッセージを常に表示させるには 

BIOS セットアップの「起動」メニューにある「起動時の自己診断画面」 
の項目を「使用する」に設定してください。 

□巳旧 L0NF/G40、NF/G40N の場合 

パソコン本体や周辺機器が正常の場合は、 BIOS のメッセージは表示されません。 

• [F2] BUDS セットアップ， [F12] 起動メニュー 

起動時に 「 FUJITSU 」 の□ゴマークが表示されているとき、画面の下に表示さ 
れます。このメッセージが表示されている間に、 [ F 2] キーを押すと BIOS セッ 
トアップが起動され、 [ F 12] キーを押すと「起動」メニュー画面が表示されます。 

• Please Wait …/ しばらくお待ちください ■■■ 

BIOS セツトアップの起動中に表示されます。 


□その他の BIBLO の場合 

パソコン本体や周辺機器が正常の場合は、 BIOS のメッセージは自動では表示され 
ません。 

正常時に BIOS のメッセージを表示させる場合は、パソコンを起動して 「 FUJITSU 」 
の□ゴマークが表示されている間に [ Esc ] キーを押します。 

• nnnM システムメモ U テスト完了 0 (nnnM System Memory Passed) 

システムメモリのテストが、正常に完了したことを示しています。 

• nnnK メモ U キャッシュテスト完了 0 (nnnK Memory Cache Passed) 

キャッシュメモリのテストが、正常に完了したことを示しています。 

• マウスが初期化されました。 (Mouse initialized) 

マウス機能が初期化され、フラットポイントが使えるようになったことを示して 
います。 

• Please Wait... 

お待ちください… (Please Wait...) 

BIOS セツトアップの起動中に表示されます。 
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■ エラーメッセージ 

このバソコンが表示するメッセージの一覧は、次のとおりです。 

このマニュアルに記述されていないエラーメッセージが表示された場合は、「富士通 
パーソナル製品に関するお問い合わせ窓口」、またはご購入元にご連絡ください。 

oint 

► このマニュアルに記述されていないエラーメッセージが表示された場 
合は、「富士通パーソナル製品に関するお問い合わせ窓口」、またはご購 
入元にご連絡ください。 

□巳旧 L0NF/G40、NF/G40N の場合 

• システム CMOS のチェックサムが正しくありません。/ System CMOS 
checksum bad-default configulation used 

CMOS RAM のテストでエラーが発見されたことを示しています。 

【 F 2】 キーを押して BIOS セットアップを起動し、標準設定値を読み込んだ後、 
設定を保存して起動し直してください。それでもこのメッセージが表示されると 
きは、バックアップ用バッテリが消耗して 、 CMOS RAM に設定内容が保存され 
ていないことが考えられます。「富士通パーソナル製品に関するお問い合わせ窓 
口」、またはご購入元にご連絡ください。 

• < F1 >キーを押すと継続します。/ Press FI to Resume 
<F2 > キーを押すと BIOS セットアップを起動します。/ Press F2 to Run 
SETUP 

起動時の自己診断テストでエラーが発生したとき、 OS を起動する前にこのメッ 
セージが表示されます。 [ F 1] キーを押すと発生しているエラーを無視して〇 S 
の起動を開始し、 [ F 2] キーを押すと BIOS セットアップを起動して設定を変更 
することができます。 

• 日付と時刻の設定を確認してください0 

日付と時刻の設定値が正しくありません。 

設定値を確認し、正しい値を設定し直してください。 


• NVRAM データが正しくありません 0 

NVRAM データのテストでエラーが発見されたことを示しています。 

このメッセージが表示されているときは、「富士通パーソナル製品に関するお問 
い合わせ窓口」、またはご購入元にご連絡ください。 

• サーマルセンサエラー。システムの電源が切れます。 

温度制御系の設定が正しく行えなかったことを示しています。電源を入れ直して 
もこのメッセージが表示されるときは、「富士通パーソナル製品に関するお問い 
合わせ窓口」、またはご購入元にご連絡ください。 

♦フアンエラ_〇システムの電源が切れます0 

冷却用フアンのテストでエラーが発生したことを示しています。電源を入れ直し 
てもこのメッセージが表示されるときは、「富士通パーソナル製品に関するお問 
い合わせ窓口」、またはご購入元にご連絡ください。 

• 前回の起動中にサーマルセンサエラーが発生しました。 

前回の起動時の自己診断テスト中に、サーマルセンサエラーが発生していたこと 
を TJX します0 

• 前回の起動中にフアンエラーが発生しました0 

前回の起動時の自己診断テスト中に、フアンエラーが発生していたことを示しま 
す。 

• Reboot and Select proper Boot device 

OS が見つからなかったことを示しています。 

BIOS セットアップの「起動」メニューの設定が正しいか、指定したドライブに 
〇 S が正しくインス I -ールされているかを確認してください。 

• Boot device not found 
Press any key to Enter Setup 

起動デバイスが見つからなかったことを示しています。 

[ Space ] キーなどを押して、 BIOS セットアップの設定が正しいか確認してく 
ださい。 
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• Invalid system disk 

Replace the disk, and then press any key 

フロッピーディスクドライブに、起動ディスク以外のフロッピーディスクをセッ 
卜したまま、電源を入れたときに表示されます。 

フロッピーディスクを取り出して、 【 Space 】 キーなどを押してください。 

• Non-System disk or disk error 
Replace and press any key when ready 

フロッピーディスクドライブに、起動ディスク以外のフロッピーディスクをセッ 
卜したまま、電源を入れたときに表示されます。 

フロッピーディスクを取り出して、 【 Space 】 キーなどを押してください。 

• NTLDR is missing 
Press any key to restart 

フロッピーディスクドライブに、起動ディスク以外のフロッピーディスクをセッ 
卜したまま、電源を入れたときに表示されます。 

フロッピーディスクを取り出して、 【 Space 】 キーなどを押してください。 

• Remove disks or other media. 

Press any key to restart 

フロッピーディスクドライブに、起動ディスク以外のフロッピーディスクをセッ 
卜したまま、電源を入れたときに表示されます。 

フロッピーディスクを取り出して、 【 Space 】 キーなどを押してください。 

□その他の BIBLO の場合 

• 拡張メモ U エラー〇ア K レス行： nn (Extended Memory Failed at 
address line: nn) 

メモリのテスト中にエラーが発見されたことを示しています。 

このメッセージが表示される場合は、「富士通パーソナル製品に関するお問い合 
わせ窓口」、またはご購入元にご連絡ください。 

• キーボー ドエラ ーです 0 (Keyboard error) 

キーボードテストで、エラーが発生したことを示しています。 

再起動してもこのメッセージが表示される場合は、「富士通パーソナル製品に関 
するお問い合わせ窓口」、またはご購入元にご連絡ください。 


• キ ーポー ド接続 エラーです 0 (Stuck Key) 

キーボードテストで、接続エラーが発生したことを示しています。 

テンキーボードや外付けキーボードを接続している場合は、正しく接続されてい 
るかを確認し、パソコンを再起動してください。それでもこのメッセージが表示 
される場合は、「富士通パーソナル製品に関するお問い合わせ窓口」、またはご購 
入元にご連絡ください。 

• ディスクのエラーです。：ハードディスク n (Failure Fixed Disk n) 

再起動してもこのメッセージが表示される場合は、「富士通パーソナル製品に関 
するお問い合わせ窓口」、またはご購入元にご連絡ください。 

• システムタイマーのエラーです。 (System timer error) 

システムタイマーのテストで、エラーが発生したことを示しています。 
再起動してもこのメッセージが表示される場合は、「富士通パーソナル製品に関 
するお問い合わせ窓口」、またはご購入元にご連絡ください。 

• リアルタイムクロックのエラーです 0 (Real time clock error) 

リアルタイムクロックのテストで、エラーが発生したことを示しています。 
再起動してもこのメッセージが表示される場合は、「富士通パーソナル製品に関 
するお問い合わせ窓口」、またはご購入元にご連絡ください。 

• システム CMOS のチェックサムが正しくありません。■標準設定値が設定され 
ました 0 (System CMOS checksum bad ■ Default configuration 
used) 

CMOS RAM のテストでエラーが発見されたため、標準設定値が設定されたこと 
を爪しています0 

[ F 2] キーを押して BIOS セットアップを起動し、設定を保存して再起動してく 
ださい。それでもこのメッセージが表示される場合は、バックアップ用バッテリ 
が消耗して 、 CMOS RAM に設定内容が保存されていないことが考えられます。 
「富士通パーソナル製品に関するお問い合わせ窓口」、またはご購入元にご連絡く 
ださい。 
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補足情報 


• 前回の起動が正常に完了しませんでした。-標準設定値が設定されました。 

前回の起動時に正しく起動されなかったため、一部の設定項目が標準設定値で設 
定されたことを示しています。 

起動途中に電源を切ってしまったり、または BIOS セットアップで誤った値を設 
定して起動できなかったりしたとき、3回以上同じ操作で起動し直したりしたと 
きに表示されます。そのまま起動する場合は 【 F 1】 キーを押してください 。 BIOS 
セットアップを起動して設定を確認する場合は [ F 2] キーを押してください。 

• <F1 >キーを押すと継続、 <F2> キーを押すと BIOS セットアップを起動しま 
す 0 (Press <F1 > to resume, <F2> to Setup) 

起動時の自己診断テストでエラーが発生したとき、 OS を起動する前にこのメッ 
セージが表示されます。 [ F 1] キーを押すと発生しているエラーを無視して〇 S 
の起動を開始し、 [ F 2] キーを押すと BIOS セットアップを起動して設定を変更 
することができます。 

• 日付と時刻の設定を確認してください。 (Check date and time settings) 

日付と時刻の設定値が正しくありません。 

設定値を確認し、正しい値を設定し直してください。 

• NVRAM データが正しくありません0 

NVRAM データのテストでエラーが発見されたことを示しています。 

このメッセージが表示される場合は、「富士通パーソナル製品に関するお問い合 
わせ窓口」、またはご購入元にご連絡ください。 

• サーマルセンサエラー。システムの電源が切れます。 （Thermal Sensor Error 
has occurred) 

温度制御系の設定が正しく行えなかったことを示しています。再起動してもこの 
メッセージが表示される場合は、「富士通パーソナル製品に関するお問い合わせ 
窓口」、またはご購入元にご連絡ください。 

•フアンエラー。システムの電源が切れます。 (Fan Error has occurred) 

冷却用フアンのテストでエラーが発生したことを示しています。再起動してもこ 
のメッセージが表示される場合は、「富士通パーソナル製品に関するお問い合わ 
せ窓口」、またはご購入元にご連絡ください。 


• 前回の起動中にサーマルセンサエラーが発生しました。 

前回の起動時の自己診断テスト中に、サーマルセンサエラーが発生していたこと 
を TJX します 0 

• 前回の起動中にフアンエラーが発生しました0 

前回の起動時の自己診断テスト中に、フアンエラーが発生していたことを示しま 
す。 

• Invalid system disk 

Replace the disk, and then press any key 

フロッピーディスクドライブに、起動ディスク以外のフロッピーディスクをセッ 
卜したまま、電源を入れたときに表示されます。 

フロッピーディスクを取り出して、 【 Space 】 キーなどを押してください。 

• Non-System disk or disk error 
Replace and press any key when ready 

フロッピーディスクドライブに、起動ディスク以外のフロッピーディスクをセッ 
卜したまま、電源を入れたときに表示されます。 

フロッピーディスクを取り出して、 [ Space ] キーなどを押してください。 

• NTLDR is missing 
Press any key to restart 

フロッピーディスクドライブに、起動ディスク以外のフロッピーディスクをセッ 
卜したまま、電源を入れたときに表示されます。 

フロッピーディスクを取り出して、 【 Space 】 キーなどを押してください。 

• Remove disks or other media. 

Press any key to restart 

フロッピーディスクドライブに、起動ディスク以外のフロッピーディスクをセッ 
卜したまま、電源を入れたときに表示されます。 

フロッピーディスクを取り出して、 【 Space 】 キーなどを押してください。 

• Operating system not found 

OS が見つからなかったことを示しています。 

BIOS セットアップの「起動」メニューの設定が正しいか、指定したドライブに 
〇 S が正しくインス I -ールされているかを確認してください。 
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文字コードの取り扱いに関する注意 

環境依存文字の取り扱いについて 


環境依存文字とは、お使いのソフトウェアや相手のパソコンの環境によって、正し 
く表示されない可能性のある文字のことです。 

文書データなどを作成するときに環境依存文字を使用すると 、 E メールやホーム 
ページ上で字形が異なったり崩れたりして表示される場合があります。 

環境依存文字を使用すると、次のようなトラブルが起きることがあります。 

トラブルを避けるため、環境依存文字はできるだけ使用しないことをお勧めします。 

♦ E メールのやり取りで環境依存文字を使用すると、送信側と受信側で、字形が異 
なったり崩れたりして表示される場合があります。 

• ソフトウェアが環境依存文字に対応していない場合、ソフトウェアが環境依存文 
字を正しく表示したり認識したりできない場合があります。 

參お使いのプリンターによっては、環境依存文字を使用して印刷すると、字形が異 
なったり崩れたりして印刷される場合があります。 

♦ インターネットのサイトなどで運用側のシステムが環境依存文字に対応してい 
ない場合、環境依存文字を入力すると、字形が異なったり崩れたりして表示され 
る場合があります。 

例ショッピングサイト、検索サイト、ブログ、ホームページ、インターネット 
掲示板など 


Windows 7では、環境依存文字を取り扱うときに、注意をうながすメッセージが 
表示されます。 

次に表示されるメッセージの例を説明します。 

例 1 文字入力中に環境依存文字を示すメッセージ 



例 2 環境依存文字を含んだファイルを保存するときに表示されるメッセージ 



• 環境依存文字を含んだファイルを保存するときに表示されます。 

「キャンセル」をクリックすると作成中の状態に戻るので、環境依存文字を変更 
して保存し直すことをお勧めします。 



































補足情報 


^^oint 

► 文字コードを他の形式にして保存する 

環境依存文字を含んだファイルは、次のように文字コードを Unicode 
形式にすることで保存できます。 

ただし、 Unicode に対応していない〇 S やソフトウェアでこのファイ 
ルを開くと、文字化けを起こしたり正常に表示されなかったりする場合 
がありますのでご注意ください。 


名前を付けて保存 


ノフ ► ライブラリ ► ドキュメント ► - 

▼ | — ||ドキュメントの 検索 fi\ 

堅！， 新しいフカ 

艇 ▼ 參 


☆ お気に入り 
* タウン□-ド 
■ デスクトンプ 
%最近表示した場所 

a ライブラリ 
1ドキュメント 
s ピクチヤ 
E ビデオ 

5ユージツク 


1學コンビ ユーター 

口ーカルディスク （ c :) 
rT » 口ーカルディスク （[>:)▼< 

フアイノ1/€但)：文泉について. txt 
フアイノ KD 種類( I ): キスト文害 (*. txt ) 


ドキュメントライブラリ 

対象フオノぱ一： 2か所 


並べ替え：フォノレダー ▼ 
赖日時 種類 サイズ 

検索条件に一致する項目はありません • 


文字コード 「 Unicode 」 
を選んでから保存してく 
ださい。 



Windows 7と Windows XP 以前との文字の互換性 
(2009 年12月現在） 


Windows 7および Windows Vista は、日本工業規格 「JIS X 〇 2 13:2 〇〇 4」に 
対応しています 。 Windows XP 以前の 〇 S は 「JIS X 〇 213:2〇〇4」に対応して 
いないため 、 「JISX 0213:2004」で新たに追加された文字や字形変更された文 
字を使用して作った文書データは、字形が異なったり崩れたりして表示される場合 
があります。また 、 Windows XP 以前の 0 S で作られた文書データに 、 「JIS X 
〇213:2004」で字形変更された文字が含まれる場合は、異なった字形で表示され 
ます。 
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補足情報 

□参考 ： JIS X 0213:2004改正における字形変更の比較（一例) 


改正後字形 ： Windows 7 および Windows Vista 改正前字形 ： Windows XP 以前の〇 S 



改 

改 


改 

改 


改 

改 


改 

改 


正 

正 


正 

正 


正 

正 


正 

正 

ucs 

後 

前 

UCS 

後 

前 

UCS 

後 

前 

UCS 

後 

前 


字 

字 


字 

字 


字 

字 


字 

字 


形 

形 


形 

形 


形 

形 


形 

形 

5026 

倦 

倦 

5C60 

屠 

屠 

6753 

杓 

杓 

701 E 


瀞 

50C5 

僅 

僅 

5DF7 

巷 

巷 

6962 

檜 

椹 

7026 

潴 

潴 

5132 

儲 

儲 

5E96 

庖 

庖 

698A 


榊 

7058 

灘 

灘 

51 A4 

冤 

冤 

5EDF 

廟 

廟 

6994 

榔 

榔 

707C 

灼 

灼 

537F 

卿 

卿 

5FBD 

徽 

徽 

69CC 

槌 

植 

7149 

煉 

煉 

53A9 

厩 

厩 

6062 

恢 

恢 

6A0B 

樋 

樋 

714E 

煎 

煎 

53DB 

叛 

叛 

6108 

愈 

愈 

6A3D 

樽 

樽 

717D 

煽 

煽 

54E8 

哨 

哨 

6241 

扁 

扁 

6ADB 

櫛 

櫛 

7259 

牙 

牙 

55A9 

喩 

喩 

6357 

埗 

涉 

6B4E 

歎 

歎 

7337 

猷 

猷 

5632 

嘲 

嘲 

6372 

捲 

捲 

6C72 

汲 

汲 

7511 

甑 

甑 

5642 

噂 

噂 

63C3 

揃 

揃 

6DEB 

淫 

淫 

75BC 

疼 

疼 

5640 

增 

噌 

647A 

摺 

摺 

6EA2 

溢 

溢 

77A5 

瞥 

瞥 

56C0 

囀 

囀 

64B0 

撰 

撰 

6EBA 

溺 

溺 

7941 

祁 

祁 

5835 

堵 

堵 

64E2 

擢 

擢 

6F23 

漣 

漣 

7947 

祇 

祇 

5051 

屑 

屑 

6666 

晦 

晦 

7015 

瀕 

瀕 

79B0 

禰 

禰 


UCS: Universal multiple-octet coded Character Set 


改正後字形 ： Windows 7 および Windows Vista 改正前字形 ： Windows XP 以前の OS 



改 

改 


改 

改 


改 

改 


改 

改 


正 

正 


正 

正 


正 

正 


正 

正 

UCS 

後 

今 

前 

令 

UCS 

1 

前 

守 

UCS 

1 

1 

UCS 

1 

前 

今 


形 

形 


形 

形 


形 

形 


形 

形 

79E4 

秤 

秤 

84EC 

蓬 

蓬 

8CED 

賭 

賭 

9306 

鲭 

鲭 

7A7F 

穿 

穿 

8511 

蔑 

蔑 

8FBB 

辻 

辻 

939A 

鎚 

鎚 

7B08 

笈 

笈 

853D 

蔽 

蔽 

8FBF 

辿 

迪 

9453 

鎚 

鎚 

7B75 

筵 

筵 

85A9 

薩 

薩 

8FC2 

迀 

迂 

9784 

鞠 

鞄 

7BAD 

々次 

刖 

刖 

85AF 

薯 

薯 

8FC4 

迄 

迄 

9798 

鞘 

鞘 

7BB8 

箸 

箸 

85F7 

藷 

藷 

8FE6 

迦 

迦 

98F4 

飴 

飴 

7BC7 

篇 

篇 

86F8 

蛸 

蛸 

9017 

逗 

逗 

9905 

餅 

餅 

7BDD 

篝 

篝 

8755 

蝕 

蝕 

9019 

這 

這 

990C 

餌 

餌 

7C3E 

簾 

簾 

8956 

襖 

襖 

9022 

逢 

逢 

9957 

饗 

饗 

7C7E 

籾 

籾 

8A1D 

訝 

訝 

903C 

逼 

逼 

9A19 

驅 

馬扁 

7FEB 

翫 

翫 

8A3B 

註 

註 

9041 

遁 

遁 

9BD6 

鯖 

饋 

7FF0 

翰 

翰 

8A6E 

詮 

詮 

905C 

遜 

遜 

9C2F 

鰯 

鰯 

817F 

腿 

腿 

8AFA 

諺 

諺 

9061 

遡 

遡 

9C52 

鱒 

鱒 

82A6 

芦 


8B0E 

謎 

今、 也 

3述 

912D 

鄭 

鄭 

9D09 

藤 

騰 

8328 

茨 

茨 

8B2C 

謬 

謬 

914B 

酋 

酋 

9D60 

鵠 

鵠 

845B 

葛 

葛 

8C79 

豹 

豹 
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